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（１）調査目的

（２）調査対象及び調査方法

（３）配布数及び回収結果

（４）本調査結果報告書の留意点

配布数

有効回収数

有効回収率

○　比率は百分率（％）で表し、小数点以下２位を四捨五入して算出している。従って、
　　合計が100％を上下する場合もある。

○　質問の終わりに「複数回答可」とある問は、１人の回答者が複数の回答を出してもよい
　　問のため、各回答の合計比率は100％を超える場合がある。

○　質問の終わりに「ひとつに○印」とある問で、複数の選択肢に○をつけている回答は
　　原則いちばん若い番号の回答選択肢を採用して集計した。

○　文中、グラフ中の選択肢の文言は一部簡略化している。

（６月１１日回収分までを対象）

本報告書を理解する上で、次の点に留意する必要がある。

2,914

1,788

61.4%

１　調査の概要

本調査は、東日本大震災ならびに東京電力㈱福島第一原子力発電所の事故により避難生活を余儀な
くされている村民の現状や災害による生活面のさまざまな影響、帰村に向けた意向を把握するとと
もに、村としての避難生活支援や復興に向けた取り組みを検討するにあたり、村民の要望を把握す
ることを目的に実施した。

項　目

調査対象

調査方法

調査時期

内　容

飯舘村役場に連絡先を登録している村民
（できる限り世帯主又は主たる生計維持者による回答を要請）

　郵送による配布、回収

平成２４年５月２２日～６月１日
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表

回答数 % 回答数 %
1,227   68.6 1,240  71.3

520     29.1 481    27.7
41       2.3 17     1.0

1,788   100.0 1,738  100.0

女性

無回答

合計

Q1．あなたの性別　（１つに○印）

２　調査結果

２．１　回答者と回答者の家族に関する調査結果

回答選択肢

男性

回答者回答者回答者回答者のののの性別性別性別性別はははは、、、、7777割弱割弱割弱割弱がががが男性男性男性男性でありでありでありであり、、、、前回調査前回調査前回調査前回調査とほぼとほぼとほぼとほぼ同様同様同様同様なななな比率比率比率比率になっているになっているになっているになっている。。。。

今回調査 前回調査

前回調査

男性

68.6%

女性

29.1%

無回答

2.3%

男性

71.3%

女性

27.7%

無回答

1.0%

今回調査
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表

件数 ％ 件数 ％
10代 10       0.6 8      0.5
20代 101     5.6 110    6.3
30代 171     9.6 161    9.3
40代 204     11.4 224    12.9
50代 454     25.4 434    25.0
60代 414     23.2 383    22.0
70歳以上 411     23.0 409    23.5
無回答 23       1.3 9      0.5
合計 1,788   100.0 1,738  100.0

今回調査 前回調査

回答者回答者回答者回答者のののの年齢年齢年齢年齢はははは、、、、50505050代代代代（（（（25252525....0000％）、％）、％）、％）、60606060代代代代（（（（22222222....0000％）、％）、％）、％）、70707070歳以上歳以上歳以上歳以上（（（（23232323....5555％）％）％）％）がががが多多多多くくくく、、、、前回調査前回調査前回調査前回調査
とほぼとほぼとほぼとほぼ同様同様同様同様のののの比率比率比率比率になっているになっているになっているになっている。。。。

前回調査

Q2．あなたの年齢　（１つに○印）

10代

0.6%

20代

5.6%
30代

9.6%

40代

11.4%

50代

25.4%

60代

23.2%

70歳以上

23.0%

無回答

1.3%
10代

0.5%

20代

6.3%
30代

9.3%

40代

12.9%

50代

25.0%

60代

22.0%

70歳以上

23.5%

無回答

0.5%

今回調査
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
  全

 
 
体

草
野

深
谷

伊
丹
沢

関
沢

小
宮

八
木
沢
・

芦
原

大
倉

佐
須

件数 1788 208 85 105 89 119 43 42 65

％ 100.0 11.6 4.8 5.9 5.0 6.7 2.4 2.3 3.6
件数 1738 215 86 96 93 134 37 38 66

％ 100.0 12.4 4.9 5.5 5.4 7.7 2.1 2.2 3.8

  宮
内

飯
樋
町

前
田
・
八

和
木

大
久
保
・

外
内

上
飯
樋

比
曽

長
泥

蕨
平

関
根
・
松

塚

件数 71 115 98 71 168 81 76 47 55

％ 4.0 6.4 5.5 4.0 9.4 4.5 4.3 2.6 3.1
件数 73 114 86 71 148 78 79 52 48

％ 4.2 6.6 4.9 4.1 8.5 4.5 4.5 3.0 2.8

  臼
石

前
田

二
枚
橋
・

須
萱

そ
の
他

無
回
答

件数 76 62 67 5 40

％ 4.3 3.5 3.7 0.3 2.2
件数 75 51 71 11 16

％ 4.3 2.9 4.1 0.6 0.9

今回

前回

今回

前回

今回

Q3．避難前にお住まいだった地区をお答えください。（１つに○印）

避難前避難前避難前避難前にににに居住居住居住居住していたしていたしていたしていた地区別地区別地区別地区別のののの回答者回答者回答者回答者のののの状況状況状況状況はははは、、、、下記下記下記下記のとおりであるのとおりであるのとおりであるのとおりである。。。。

前回

草野

11.6% 深谷

4.8%

伊丹沢

5.9%

関沢

5.0%

小宮

6.7%

八木沢・芦原

2.4%

大倉

2.3%佐須

3.6%
宮内

4.0%飯樋町

6.4%

前田・八和木

5.5%

大久保・外内

4.0%

上飯樋

9.4%

比曽

4.5%

長泥

4.3%

蕨平

2.6%

関根・松塚

3.1%

臼石

4.3%

前田

3.5%

二枚橋・須萱

3.7%
その他

0.3%
無回答

2.2%
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表

 全
 
 
体

福
島
市

伊
達
市

二
本
松
市

郡
山
市

相
馬
市

南
相
馬
市

川
俣
町

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 1004 199 23 15 125 95 111 75 141

％ 100.0 56.2 11.1 1.3 0.8 7.0 5.3 6.2 4.2 7.9
件数 1738 950 178 22 10 104 92 111 89 182

％ 100.0 54.7 10.2 1.3 0.6 6.0 5.3 6.4 5.1 10.5

Q4．避難後（現在）お住まいの場所をお答えください。

現在現在現在現在のののの住住住住まいはまいはまいはまいは、、、、福島市福島市福島市福島市（（（（全体全体全体全体のののの56565656....2222％）％）％）％）がががが最最最最もももも多多多多くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで伊達市伊達市伊達市伊達市（（（（同同同同11111111....1111％）、％）、％）、％）、相馬市相馬市相馬市相馬市
（（（（7777....0000％）、％）、％）、％）、川俣町川俣町川俣町川俣町（（（（6666....2222％）％）％）％）であるであるであるである。。。。

今回

前回

福島市

56.2%

伊達市

11.1%二本松市

1.3%

郡山市

0.8%

相馬市

7.0%

南相馬市

5.3%

川俣町

6.2%

その他

4.2% 無回答

7.9%
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表

 全
 
 
体

変
わ
ら
な
い

２
カ
所
に
別
れ
て
避
難

３
カ
所
に
別
れ
て
避
難

４
カ
所
以
上
に
別
れ
て
避
難

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 602 719 314 90 15 48

％  100.0 33.7 40.2 17.6 5.0 0.8 2.7

Q5.避難前に同居されていたご家族が何カ所に別れて避難していますか。（１つに○印）

避難前避難前避難前避難前にににに同居同居同居同居していたしていたしていたしていた家族家族家族家族とととと現在現在現在現在もももも変変変変わらずわらずわらずわらず同居同居同居同居してしてしてして避難生活避難生活避難生活避難生活をををを続続続続けているけているけているけている世帯世帯世帯世帯がががが３３３３割強割強割強割強いいいい
るるるる一方一方一方一方、「、「、「、「２２２２かかかか所所所所にににに分分分分かれてかれてかれてかれて避難避難避難避難((((40404040....2222%)%)%)%)」、「」、「」、「」、「３３３３かかかか所所所所にににに分分分分かれてかれてかれてかれて避難避難避難避難（（（（17171717....6666%%%%）」、「）」、「）」、「）」、「４４４４かかかか所以上所以上所以上所以上にににに
分分分分かれてかれてかれてかれて避難避難避難避難((((5555....0000%)%)%)%)」」」」とととと、、、、計計計計６６６６割強割強割強割強のののの世帯世帯世帯世帯がががが複数複数複数複数にににに分分分分かれてかれてかれてかれて避難生活避難生活避難生活避難生活をををを続続続続けているけているけているけている。。。。

変わらない

33.7%

２カ所に別れて

避難

40.2%

３カ所に別れて

避難

17.6%

４カ所以上に

別れて避難

5.0%

その他

0.8%
無回答

2.7%
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
  全

 
 
体

住
居
が
狭
い
た
め

家
族
の
仕
事
の
こ
と
で

子
供
の
学
校
の
こ
と
で

家
族
の
健
康
上
の
こ
と
で

放
射
線
の
影
響
を
考
え
て

そ
の
他

無
回
答

件数 1123 597 572 240 177 275 53 22

％ 100.0 53.2 50.9 21.4 15.8 24.5 4.7 2.0

Q6.Q5で２～４を選択した方に質問します。別れて住むことになった理由は何ですか。（○はいくつでも）

避難前避難前避難前避難前にににに同居同居同居同居していたしていたしていたしていた家族別家族別家族別家族別れてれてれてれて避難生活避難生活避難生活避難生活をしているをしているをしているをしている理由理由理由理由はははは、「、「、「、「住居住居住居住居がががが狭狭狭狭いためいためいためいため((((53535353....2222%)%)%)%)」」」」とととと
もっとももっとももっとももっとも高高高高くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「家族家族家族家族のののの仕事仕事仕事仕事のことでのことでのことでのことで((((50505050....9999%)%)%)%)」、「」、「」、「」、「放射線放射線放射線放射線のののの影響影響影響影響をををを考考考考えてえてえてえて（（（（24242424....5555%%%%）」）」）」）」となってとなってとなってとなって
いるいるいるいる。。。。

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

住
居
が
狭
い
た
め

家
族
の
仕
事
の
こ
と
で

子
供
の
学
校
の
こ
と
で

家
族
の
健
康
上
の
こ
と
で

放
射
線
の
影
響
を
考
え
て

そ
の
他

無
回
答
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２．２　仕事や生活の状況に関する調査結果

【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

※

◆　集計表

 全
 
 

体

農
業

自
営
業

会
社
員
・
会

社
役
員

公
務
員
・
団

体
職
員
・
教

員 パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・

派
遣
社
員

学
生

無
職

そ
の
他

無
回
答

今回件数 1788 551 147 519 95 116 14 250 - - 50 46
％ 100.0 30.8 8.2 29.0 5.3 6.5 0.8 14.0 - - 2.8 2.6

 全
 
 
体

自
営
業

会
社
員
・
会

社
役
員

公
務
員
・
団

体
職
員
・
教

員 パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・

派
遣
社
員

学
生

無
職
（

年
金

受
給
あ
り
）

無
職
（

年
金

以
外
の
収
入

あ
り
）

無
職
（

無
収

入
）

そ
の
他

無
回
答

前回件数 1738 - 389 551 109 121 9 370 37 100 22 30

％ 100.0 - 22.4 31.7 6.3 7.0 0.5 21.3 2.1 5.8 1.3 1.7

Q7．避難前のあなたの職業についてお答えください。（１つに○印）

避難前避難前避難前避難前のののの職業職業職業職業（（（（職種職種職種職種））））はははは、、、、農業農業農業農業（（（（30303030....8888%)%)%)%)がががが最最最最もももも高高高高くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで会社員会社員会社員会社員・・・・会社役員会社役員会社役員会社役員((((29292929....0000%%%%）、）、）、）、無職無職無職無職（（（（14141414....0000%%%%））））とととと
なっているなっているなっているなっている。。。。

前回調査は職業と職種の設問を2種類に分けていたが、今回調査では職種の選択肢に含めていた農業を職業の選択肢
に含めている。また、前回調査では無職を収入別に分けていたが、今回調査では収入別に分けず1つの選択肢とし
た。そのため、前回と今回では回答の傾向が異なっている。

30.8

0.0

8.2 

22.4 

29.0

31.7

5.3

6.3

6.5

7.0

0.8

0.5

14.0

21.3

2.1

5.8

2.8

1.3

2.6

1.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査

農業 自営業
会社員・会社役員 公務員・団体職員・教員
パート・アルバイト・派遣社員 学生
無職（年金受給あり） 無職（年金以外の収入あり）
無職（無収入） その他
無回答

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

農
業

自
営
業

会
社
員
・
会
社
役
員

公
務
員
・
団
体
職
員
・

教
員

パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
・
派
遣
社
員

学
生

無
職

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    551    147    519     95    116     14    250     50     46

  100.0   30.8    8.2   29.0    5.3    6.5    0.8   14.0    2.8    2.6

10代     10      1      -      1      -      1      6      1      -      -

  100.0   10.0      -   10.0      -   10.0   60.0   10.0      -      -

20代    101      1      2     65      5      9      6     10      2      1

  100.0    1.0    2.0   64.4    5.0    8.9    5.9    9.9    2.0    1.0

30代    171     12      9    105     17     15      -      5      5      3

  100.0    7.0    5.3   61.4    9.9    8.8      -    2.9    2.9    1.8

40代    204     24     16     93     25     29      -      6      7      4

  100.0   11.8    7.8   45.6   12.3   14.2      -    2.9    3.4    2.0 s

50代    454    105     49    179     35     34      -     21     17     14

  100.0   23.1   10.8   39.4    7.7    7.5      -    4.6    3.7    3.1

60代    414    198     45     66     12     20      1     54      9      9

  100.0   47.8   10.9   15.9    2.9    4.8    0.2   13.0    2.2    2.2

70歳以上    411    206     25      2      1      7      1    148     10     11

  100.0   50.1    6.1    0.5    0.2    1.7    0.2   36.0    2.4    2.7

年齢別に見ると、60代 70歳以上では農業が半数近くを占めていたのに対し、20 50代は会社
員・会社役員の占める割合が比較的多かったことがわかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
 全

 
 
体

避
難
前
と
同
じ
仕
事
を
し

て
い
る

避
難
前
と
別
の
仕
事
（
正

職
員
）
を
し
て
い
る

臨
時
・
パ
ー
ト
で
働
い
て

い
る

村
の
見
守
り
隊
で
働
い
て

い
る

今
、
仕
事
を
し
て
い
な
い

が
、
仕
事
を
探
し
て
い
る

今
、
仕
事
を
し
て
い
な
い

し
、
今
後
も
予
定
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 612 65 125 177 194 454 59 102

％ 100.0 34.2 3.6 7.0 9.9 10.9 25.4 3.3 5.7

Q8．避難前と比べて仕事の状況は変わりましたか。（１つに○印）

「「「「避難前避難前避難前避難前とととと同同同同じじじじ仕事仕事仕事仕事をしているをしているをしているをしている」」」」はははは34343434....2222%%%%にににに留留留留まりまりまりまり、「、「、「、「今今今今、、、、仕事仕事仕事仕事をしていないしをしていないしをしていないしをしていないし、、、、今後今後今後今後もももも予定予定予定予定はないはないはないはない」」」」
((((25252525....4444％％％％))))、「、「、「、「今今今今、、、、仕事仕事仕事仕事をしていないがをしていないがをしていないがをしていないが、、、、仕事仕事仕事仕事をををを探探探探しているしているしているしている」」」」((((10101010....9999%)%)%)%)とととと、、、、災害災害災害災害によるによるによるによる就業就業就業就業へのへのへのへの影響影響影響影響がががが
大大大大きいことがうかがえるきいことがうかがえるきいことがうかがえるきいことがうかがえる。。。。

「「「「村村村村のののの見守見守見守見守りりりり隊隊隊隊でででで働働働働いているいているいているいている」」」」はははは9999....9999%%%%でありでありでありであり、、、、村村村村のののの実施実施実施実施しているしているしているしている緊急雇用対策事業緊急雇用対策事業緊急雇用対策事業緊急雇用対策事業のののの効果効果効果効果がががが
認認認認められるがめられるがめられるがめられるが、、、、十分十分十分十分なななな支援支援支援支援がががが実施実施実施実施できているとはできているとはできているとはできているとは言言言言えないえないえないえない。。。。

避難前と同じ仕事

をしている

34.2%

避難前と別の仕事

（正職員）をして

いる

3.6%

臨時・パートで働

いている

7.0%

村の見守り隊で働

いている

9.9%

今、仕事をしてい

ないが、仕事を探

している

10.9%

今、仕事をして

いないし、今後も

予定はない

25.4%

その他

3.3%

無回答

5.7%
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

避
難
前
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る

避
難
前
と
別
の
仕
事

（

正
職
員
）

を
し
て
い

る 臨
時
・
パ
ー

ト
で
働
い

て
い
る

村
の
見
守
り
隊
で
働
い

て
い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
が
、

仕
事
を
探
し
て

い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
し
、

今
後
も
予
定
は

な
い

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    612     65    125    177    194    454     59    102

  100.0   34.2    3.6    7.0    9.9   10.9   25.4    3.3    5.7

10代     10      -      1      1      -      1      1      3      3

  100.0      -   10.0   10.0      -   10.0   10.0   30.0   30.0

20代    101     52      8      5      -     21      8      3      4

  100.0   51.5    7.9    5.0      -   20.8    7.9    3.0    4.0

30代    171     99     17     14      1     24      7      5      4

  100.0   57.9    9.9    8.2    0.6   14.0    4.1    2.9    2.3

40代    204    125     11     23      6     28      5      5      1

  100.0   61.3    5.4   11.3    2.9   13.7    2.5    2.5    0.5

50代    454    233     19     38     41     49     51     13     10

  100.0   51.3    4.2    8.4    9.0   10.8   11.2    2.9    2.2

60代    414     83      7     33    101     48    124     10      8

  100.0   20.0    1.7    8.0   24.4   11.6   30.0    2.4    1.9

70歳以上    411     11      2     10     27     21    254     20     66

  100.0    2.7    0.5    2.4    6.6    5.1   61.8    4.9   16.1

年齢別に見ると、20 50代においては「避難前と同じ仕事」とする割合が5 6割を占めている
が、60代 70歳以上ではその割合が非常に小さくなる。また、「避難前と別の仕事（正職
員）」に転職した割合も年齢が高くなるにつれて小さくなっている。一方で、「村の見守り
隊」とする回答が60代で4人に一人を占めており、この年代において従来の仕事をできなく
なった村民の就労先として、見守り隊が大きな役割を果たしていることがわかる。
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・

避難後（現在）の居住地

 　調
査
数

避
難
前
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る

避
難
前
と
別
の
仕
事

（

正
職
員
）

を
し
て
い

る 臨
時
・
パ
ー

ト
で
働
い

て
い
る

村
の
見
守
り
隊
で
働
い

て
い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
が
、

仕
事
を
探
し
て

い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
し
、

今
後
も
予
定
は

な
い

そ
の
他

　不
　
明

　合　計  1788    612     65    125    177    194    454     59    102

  100.0   34.2    3.6    7.0    9.9   10.9   25.4    3.3    5.7

福島市   1004    355     30     68    124    108    245     27     47

  100.0   35.4    3.0    6.8   12.4   10.8   24.4    2.7    4.7

伊達市    199     62      2     17     25     26     51      7      9

  100.0   31.2    1.0    8.5   12.6   13.1   25.6    3.5    4.5

二本松市    23      7      3      1      1      2      6      3      -

  100.0   30.4   13.0    4.3    4.3    8.7   26.1   13.0      -

郡山市     15      4      -      3      -      3      1      1      3

  100.0   26.7      -   20.0      -   20.0    6.7    6.7   20.0

相馬市    125     46      7      7     10      8     37      6      4

  100.0   36.8    5.6    5.6    8.0    6.4   29.6    4.8    3.2

南相馬市    95     43      6      3      3      8     28      1      3

  100.0   45.3    6.3    3.2    3.2    8.4   29.5    1.1    3.2

川俣町    111     53      6     11      5      8     20      2      6

  100.0   47.7    5.4    9.9    4.5    7.2   18.0    1.8    5.4

その他     75     19      5      7      1     15     14      8      6

  100.0   25.3    6.7    9.3    1.3   20.0   18.7   10.7    8.0

・

同居家族の居住状況

 　調
査
数

避
難
前
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る

避
難
前
と
別
の
仕
事

（

正
職
員
）

を
し
て
い

る 臨
時
・
パ
ー

ト
で
働
い

て
い
る

村
の
見
守
り
隊
で
働
い

て
い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
が
、

仕
事
を
探
し
て

い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
し
、

今
後
も
予
定
は

な
い

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    612     65    125    177    194    454     59    102

  100.0   34.2    3.6    7.0    9.9   10.9   25.4    3.3    5.7

変わらない    602    203     17     37     71     61    163     13     37

  100.0   33.7    2.8    6.1   11.8   10.1   27.1    2.2    6.1

２カ所に別れて避難    719    241     32     52     68     80    187     24     35

  100.0   33.5    4.5    7.2    9.5   11.1   26.0    3.3    4.9

３カ所に別れて避難    314    115     13     28     21     34     72     15     16

  100.0   36.6    4.1    8.9    6.7   10.8   22.9    4.8    5.1

４カ所以上に別れて避難     90     39      3      7     10     11     13      2      5

  100.0   43.3    3.3    7.8   11.1   12.2   14.4    2.2    5.6

その他     15      3      -      -      2      3      3      4      -

  100.0   20.0      -      -   13.3   20.0   20.0   26.7      -

同居家族の居住状況別に見ると、「4カ所以上に別れて避難」とする回答者において、「避難
前と同じ仕事」をしている割合が4割を超えて比較的多くなっている。多数の世帯に別れて避
難せざるを得ない要因として、従来から携わっていた仕事の問題が影響している可能性が指摘
できる。

避難後（現在）の居住地別に見ると、南相馬市、川俣町において「避難前と同じ仕事」と回答
する割合が半数弱と比較的多い。これは、従来から職場がこれら市町にあり、職場の近隣へ避
難している例が含まれているためと推察される。一方、サンプル数はやや少ないものの、選択
肢に該当する居住地がなく「その他」を選択した回答者において「仕事を探している」との回
答が2割を占めることが目立っており、遠隔地・個別に避難している村民において職探しが必
ずしも容易ではないことがわかる。
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・

避難前の職業

 　調
査
数

避
難
前
と
同
じ
仕
事
を

し
て
い
る

避
難
前
と
別
の
仕
事

（

正
職
員
）

を
し
て
い

る 臨
時
・
パ
ー

ト
で
働
い

て
い
る

村
の
見
守
り
隊
で
働
い

て
い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
が
、

仕
事
を
探
し
て

い
る

今
、

仕
事
を
し
て
い
な

い
し
、

今
後
も
予
定
は

な
い

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    612     65    125    177    194    454     59    102

  100.0   34.2    3.6    7.0    9.9   10.9   25.4    3.3    5.7

農業    551     44     12     58    113     59    217     17     31

  100.0    8.0    2.2   10.5   20.5   10.7   39.4    3.1    5.6

自営業    147     75      4      5     19      9     27      8      -

  100.0   51.0    2.7    3.4   12.9    6.1   18.4    5.4      -

会社員・会社役員    519    363     36     16     11     58     25      7      3

  100.0   69.9    6.9    3.1    2.1   11.2    4.8    1.3    0.6

公務員・団体職員・教員     95     68      4      5      2      7      7      -      2

  100.0   71.6    4.2    5.3    2.1    7.4    7.4      -    2.1

パート・アルバイト・派遣社員    116     33      4     26     14     22     14      3      -

  100.0   28.4    3.4   22.4   12.1   19.0   12.1    2.6      -

学生     14      1      -      1      -      2      2      3      5

  100.0    7.1      -    7.1      -   14.3   14.3   21.4   35.7

無職    250      1      2      7      8     28    148     16     40

  100.0    0.4    0.8    2.8    3.2   11.2   59.2    6.4   16.0

その他     50     19      2      5      5      5      8      4      2

  100.0   38.0    4.0   10.0   10.0   10.0   16.0    8.0    4.0

避難前の職業別に見ると、会社員・会社役員、公務員・団体職員・教員においては、7割前後
が「避難前と同じ仕事」と回答している。一方、農業においては、同様の回答は8.0％に留ま
り、「村の見守り隊」（20.5％）、「仕事をしておらず予定もない」（39.4％）が多くなる結
果となっている。農業者のほとんどが仕事を失う中、就労しない世帯が非常に増えているこ
と、その中で見守り隊が就労先として大きな役割を果たしていることがわかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
 全

 
 
体

収
入
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な

っ
た

月
額
で
1
/
3

く
ら
い
に
減

っ

た 月
額
で
1
/
2

く
ら
い
に
減

っ

た 月
額
で
2
/
3

く
ら
い
に
減

っ

た あ
ま
り
変
わ
ら

な
い

収
入
が
増
え
た

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 468 211 156 172 609 45 45 - 82

％ 100.0 26.2 11.8 8.7 9.6 34.1 2.5 2.5 - 4.6
全
 
 
体

収
入
が
ほ
と
ん

ど
な
く
な
っ

た

月
額
で
7
～

8

割
く
ら
い
減
っ

た 月
額
で
5
割
く

ら
い
減
っ

た

月
額
で
2
～

3

割
く
ら
い
減
っ

た あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
（
年
金
生

活
を
含
む
）

収
入
が
増
え
た

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

件数 1738 308 120 173 248 694 42 41 70 42

％ 100.0 17.7 6.9 10.0 14.3 39.9 2.4 2.4 4.0 2.4

Q9.避難前と比べて、現在の収入（世帯の合計：賠償は除く）はどうなりましたか。（１つに○印）

今回

前回

世帯収入世帯収入世帯収入世帯収入がががが避難前避難前避難前避難前とととと比比比比べてべてべてべて「「「「あまりあまりあまりあまり変変変変わらないわらないわらないわらない」」」」としたとしたとしたとした回答回答回答回答はははは34343434....1111%%%%にににに留留留留まりまりまりまり、、、、全体全体全体全体のののの半数以上半数以上半数以上半数以上
（（（（56565656....3333％）％）％）％）がががが程度程度程度程度のののの差差差差こそあれこそあれこそあれこそあれ月額月額月額月額でのでのでのでの収入収入収入収入がががが減減減減ったとったとったとったと回答回答回答回答しているしているしているしている。。。。中中中中でもでもでもでも、「、「、「、「収入収入収入収入がほとんどがほとんどがほとんどがほとんど
なくなったなくなったなくなったなくなった」」」」というというというという回答回答回答回答はははは26262626....2222％％％％にににに及及及及んだんだんだんだ。。。。

前回調査前回調査前回調査前回調査とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、、、、あまりあまりあまりあまり変変変変わらないへのわらないへのわらないへのわらないへの回答回答回答回答がががが減少減少減少減少しししし、「、「、「、「収入収入収入収入がほとんどなくなったがほとんどなくなったがほとんどなくなったがほとんどなくなった」」」」へへへへ
のののの回答回答回答回答がががが17171717....7777％％％％からからからから26262626....2222%%%%へへへへ増加増加増加増加しているしているしているしている。。。。避難生活避難生活避難生活避難生活のののの長期化長期化長期化長期化によりによりによりにより就業就業就業就業にににに影響影響影響影響がががが出出出出ることることることること
でででで、、、、収入収入収入収入がががが大幅大幅大幅大幅にににに減減減減ったったったった世帯世帯世帯世帯がががが増加増加増加増加しているしているしているしている状況状況状況状況がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。

26.2

17.7

11.8 

6.9 

8.7

10.0 

9.6

14.3

34.1

39.9

2.5

2.4

2.5

2.4

4.0 

4.6

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査

収入がほとんどなくなった 月額で1/3くらいに減った 月額で1/2くらいに減った

月額で2/3くらいに減った あまり変わらない 収入が増えた

その他 わからない 無回答

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ

た

月
額
で
1
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
1
/
2
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
2
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

収
入
が
増
え
た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    468    211    156    172    609     45     45     82

  100.0   26.2   11.8    8.7    9.6   34.1    2.5    2.5    4.6

10代     10      1      -      -      -      3      -      2      4

  100.0   10.0      -      -      -   30.0      -   20.0   40.0

20代    101     18     12      6     12     43      3      4      3

  100.0   17.8   11.9    5.9   11.9   42.6    3.0    4.0    3.0

30代    171     21     13     18     30     79      2      5      3

  100.0   12.3    7.6   10.5   17.5   46.2    1.2    2.9    1.8

40代    204     33     22     17     23     95      7      4      3

  100.0   16.2   10.8    8.3   11.3   46.6    3.4    2.0    1.5

50代    454     85     68     45     59    174      9      7      7

  100.0   18.7   15.0    9.9   13.0   38.3    2.0    1.5    1.5

60代    414    113     74     56     32    114     15      3      7

  100.0   27.3   17.9   13.5    7.7   27.5    3.6    0.7    1.7

70歳以上    411    189     20     14     14     97      8     20     49

  100.0   46.0    4.9    3.4    3.4   23.6    1.9    4.9   11.9

・

避難前の職業

 　調
査
数

収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ

た

月
額
で
1
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
1
/
2
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
2
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

収
入
が
増
え
た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    468    211    156    172    609     45     45     82

  100.0   26.2   11.8    8.7    9.6   34.1    2.5    2.5    4.6

農業    551    246     81     63     36     81     12     11     21

  100.0   44.6   14.7   11.4    6.5   14.7    2.2    2.0    3.8

自営業    147     33     34     16     14     41      5      2      2

  100.0   22.4   23.1   10.9    9.5   27.9    3.4    1.4    1.4

会社員・会社役員    519     60     50     44     83    259     11      6      6

  100.0   11.6    9.6    8.5   16.0   49.9    2.1    1.2    1.2

公務員・団体職員・教員     95      9     10      9     14     49      3      1      -

  100.0    9.5   10.5    9.5   14.7   51.6    3.2    1.1      -

パート・アルバイト・派遣社員    116     23     14     13     17     41      3      2      3

  100.0   19.8   12.1   11.2   14.7   35.3    2.6    1.7    2.6

学生     14      2      -      -      -      3      -      4      5

  100.0   14.3      -      -      -   21.4      -   28.6   35.7

無職    250     75      6      6      2    107      9     17     28

  100.0   30.0    2.4    2.4    0.8   42.8    3.6    6.8   11.2

その他     50     11     10      1      5     19      1      2      1

  100.0   22.0   20.0    2.0   10.0   38.0    2.0    4.0    2.0

避難前の職業別に見ると、特に農業において「収入がほとんどなくなった」との回答が非常に
多く（44.6％）なっている。一方、会社員・会社役員、公務員・団体職員・教員においては、
約半数が「あまり変わらない」と回答している。

年齢別に見ると、20 40代においては「あまり変わらない」とする回答が4割を超えている
が、それ以上の年代になるとこの割合は減少し、逆に「収入がほとんどなくなった」をはじめ
として収入の減少を訴える声が年齢ととともに増加している。
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・

避難後の仕事の状況

 　調
査
数

収
入
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ

た

月
額
で
1
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
1
/
2
 
く
ら

い
に
減
っ

た

月
額
で
2
/
3
 
く
ら

い
に
減
っ

た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

収
入
が
増
え
た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    468    211    156    172    609     45     45     82

  100.0   26.2   11.8    8.7    9.6   34.1    2.5    2.5    4.6

避難前と同じ仕事をしている    612     20     73     44     84    370     12      3      6

  100.0    3.3   11.9    7.2   13.7   60.5    2.0    0.5    1.0

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65      2     12      7     19     19      6      -      -

  100.0    3.1   18.5   10.8   29.2   29.2    9.2      -      -

臨時・パートで働いている    125     17     32     28     18     21      6      1      2

  100.0   13.6   25.6   22.4   14.4   16.8    4.8    0.8    1.6

村の見守り隊で働いている    177     26     48     31     17     40     10      2      3

  100.0   14.7   27.1   17.5    9.6   22.6    5.6    1.1    1.7

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194    116     20     13     15     18      -      7      5

  100.0   59.8   10.3    6.7    7.7    9.3      -    3.6    2.6

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454    241     17     24     16    110      8     19     19

  100.0   53.1    3.7    5.3    3.5   24.2    1.8    4.2    4.2

その他     59     19      6      4      2     14      -     10      4

  100.0   32.2   10.2    6.8    3.4   23.7      -   16.9    6.8

避難後の仕事の状況別に見ると、仕事を探している回答者において、約6割が「収入がほとん
どなくなった」と回答している。また、避難前と同じ仕事をしている回答者でも収入が「あま
り変わらない」とする割合は6割程度であり、3割以上が程度の違いこそあれ収入が減少したと
回答した。さらに、避難前と別の仕事（正職員）をしている回答者においても、収入が「あま
り変わらない」のは3割弱であり、新たな仕事が見つけられた場合でも、その6割近くは収入は
減少していることがわかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
 全

 
 
体

非
常
に
支
出
が
増

え
た

や
や
支
出
が
増
え

た あ
ま
り
変
わ
ら
な

い や
や
支
出
が
減

っ

た 非
常
に
支
出
が

減

っ
た

わ
か
ら
な
い

無
回
答

件数 1788 921 519 177 52 36 44 39

％ 100.0 51.5 29.0 9.9 2.9 2.0 2.5 2.2
件数 1738 810 573 157 54 26 52 66

％ 100.0 46.6 33.0 9.0 3.1 1.5 3.0 3.8

Q10.避難前と比べて、家計の支出はどうなりましたか。（１つに○印）

今回

前回

家計支出家計支出家計支出家計支出がががが「「「「非常非常非常非常にににに増増増増えたえたえたえた」（」（」（」（51515151....5555％）、「％）、「％）、「％）、「やややややややや増増増増えたえたえたえた」（」（」（」（29292929....0000％）％）％）％）とととと、、、、支出支出支出支出がががが増増増増えたというえたというえたというえたという回答回答回答回答はははは
8888割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。

前回調査前回調査前回調査前回調査とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、、、、支出支出支出支出がががが「「「「非常非常非常非常にににに増増増増えたえたえたえた」、「」、「」、「」、「やややややややや増増増増えたえたえたえた」」」」ともにともにともにともに増加増加増加増加しているしているしているしている。。。。避難避難避難避難のののの
長期化長期化長期化長期化によりによりによりにより、、、、生活面生活面生活面生活面でさまざまなでさまざまなでさまざまなでさまざまな支出増支出増支出増支出増がががが生生生生じているじているじているじている状況状況状況状況がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。

51.5

46.6

29.0 

33.0 

9.9

9.0 

2.9

3.1 

2.0 

1.5 

2.5

3.0 

2.2

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査

非常に支出が増えた やや支出が増えた あまり変わらない

やや支出が減った 非常に支出が減った わからない

無回答

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

非
常
に
支
出
が
増
え
た

や
や
支
出
が
増
え
た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

や
や
支
出
が
減
っ

た

非
常
に
支
出
が
減
っ

た

わ
か
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    921    519    177     52     36     44     39

  100.0   51.5   29.0    9.9    2.9    2.0    2.5    2.2

10代     10      3      4      -      1      -      1      1

  100.0   30.0   40.0      -   10.0      -   10.0   10.0

20代    101     64     20      7      2      2      4      2

  100.0   63.4   19.8    6.9    2.0    2.0    4.0    2.0

30代    171    105     48     12      3      -      2      1

  100.0   61.4   28.1    7.0    1.8      -    1.2    0.6

40代    204    121     59     14      4      2      3      1

  100.0   59.3   28.9    6.9    2.0    1.0    1.5    0.5

50代    454    234    146     38     21      6      5      4

  100.0   51.5   32.2    8.4    4.6    1.3    1.1    0.9

60代    414    202    120     49     16     13      9      5

  100.0   48.8   29.0   11.8    3.9    3.1    2.2    1.2

70歳以上    411    183    117     54      5     13     20     19

  100.0   44.5   28.5   13.1    1.2    3.2    4.9    4.6

・

同居家族の居住状況

 　調
査
数

非
常
に
支
出
が
増
え
た

や
や
支
出
が
増
え
た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

や
や
支
出
が
減
っ

た

非
常
に
支
出
が
減
っ

た

わ
か
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    921    519    177     52     36     44     39

  100.0   51.5   29.0    9.9    2.9    2.0    2.5    2.2

変わらない    602    274    205     78     16      8     12      9

  100.0   45.5   34.1   13.0    2.7    1.3    2.0    1.5

２カ所に別れて避難    719    379    208     57     23     20     17     15

  100.0   52.7   28.9    7.9    3.2    2.8    2.4    2.1

３カ所に別れて避難    314    187     73     26      9      5      8      6

  100.0   59.6   23.2    8.3    2.9    1.6    2.5    1.9

４カ所以上に別れて避難     90     55     22      6      2      1      2      2

  100.0   61.1   24.4    6.7    2.2    1.1    2.2    2.2

その他     15      5      4      -      2      1      3      -

  100.0   33.3   26.7      -   13.3    6.7   20.0      -

年齢別に見ると、年代が若いほど「非常に増えた」とする回答が多い傾向にある。特に30 40
代においては「非常に増えた」「増えた」を合わせると9割近くに上っている。

同居家族の居住状況別に見ると、特に3カ所 4カ所以上に別れて避難している世帯において
「非常に増えた」との回答が約6割に上っており、世帯分離が大きな支出増につながっている
ことがわかる。
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・

避難後の仕事の状況

 　調
査
数

非
常
に
支
出
が
増
え
た

や
や
支
出
が
増
え
た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

や
や
支
出
が
減
っ

た

非
常
に
支
出
が
減
っ

た

わ
か
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    921    519    177     52     36     44     39

  100.0   51.5   29.0    9.9    2.9    2.0    2.5    2.2

避難前と同じ仕事をしている    612    335    197     52     18      5      3      2

  100.0   54.7   32.2    8.5    2.9    0.8    0.5    0.3

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65     32     23      7      1      -      2      -

  100.0   49.2   35.4   10.8    1.5      -    3.1      -

臨時・パートで働いている    125     71     38     11      4      -      1      -

  100.0   56.8   30.4    8.8    3.2      -    0.8      -

村の見守り隊で働いている    177     93     54     14      7      5      3      1

  100.0   52.5   30.5    7.9    4.0    2.8    1.7    0.6

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194    109     53     12      5      8      5      2

  100.0   56.2   27.3    6.2    2.6    4.1    2.6    1.0

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454    214    123     59     14     16     20      8

  100.0   47.1   27.1   13.0    3.1    3.5    4.4    1.8

その他     59     31     12      8      2      1      4      1

  100.0   52.5   20.3   13.6    3.4    1.7    6.8    1.7

・

避難後の収入

 　調
査
数

非
常
に
支
出
が
増
え
た

や
や
支
出
が
増
え
た

あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

や
や
支
出
が
減
っ

た

非
常
に
支
出
が
減
っ

た

わ
か
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    921    519    177     52     36     44     39

  100.0   51.5   29.0    9.9    2.9    2.0    2.5    2.2

収入がほとんどなくなった    468    285     98     29     11     21     19      5

  100.0   60.9   20.9    6.2    2.4    4.5    4.1    1.1

月額で1/3 くらいに減った    211    120     60     12     11      6      2      -

  100.0   56.9   28.4    5.7    5.2    2.8    0.9      -

月額で1/2 くらいに減った    156     99     41     11      4      1      -      -

  100.0   63.5   26.3    7.1    2.6    0.6      -      -

月額で2/3 くらいに減った    172     96     57      9      6      3      1      -

  100.0   55.8   33.1    5.2    3.5    1.7    0.6      -

あまり変わらない    609    262    225     98     14      1      8      1

  100.0   43.0   36.9   16.1    2.3    0.2    1.3    0.2

収入が増えた     45     19     17      3      2      3      1      -

  100.0   42.2   37.8    6.7    4.4    6.7    2.2      -

その他     45     17     11      8      2      -      6      1

  100.0   37.8   24.4   17.8    4.4      -   13.3    2.2

避難後の仕事の状況別に見ても、全般的に支出増が非常に多い傾向は変わらない。しかしなが
ら、「仕事を探している」「仕事をしておらず予定もない」とする回答者において「非常に支
出が減った」とする割合が3 4％と他に比較して多くなっており、仕事をしていない世帯にお
いて支出を抑える傾向が見受けられる。

避難後の収入別に見ると、「ほとんどなくなった」世帯をはじめ収入が減少している世帯にお
いても、「非常に支出が増えた」とする世帯が6割前後となっており、収入が減る一方で支出
は大きく増加していることがわかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
 全

 
 
体

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て

い
る
が

、
非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て

い
る
が

、
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し

て

、
何
と
か
暮
ら
せ
て
い

る 避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の

暮
ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き

が
楽
に
な

っ
た

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 258 326 796 338 16 15 39

％ 100.0 14.4 18.2 44.5 18.9 0.9 0.8 2.2
件数 1738 231 334 810 301 10 14 38

％ 100.0 13.3 19.2 46.6 17.3 0.6 0.8 2.2

Q11.現在の収入で、あなたの世帯の暮らしむきはどのような状態ですか。（１つに○印）

今回

前回

「「「「切切切切りりりり詰詰詰詰めためためためた生活生活生活生活をしてをしてをしてをして、、、、何何何何とかとかとかとか暮暮暮暮らせているらせているらせているらせている」」」」がががが44444444....5555%%%%とととと最最最最もももも多多多多くくくく、「、「、「、「切切切切りりりり詰詰詰詰めためためためた生活生活生活生活をしているをしているをしているをしている
がががが非常非常非常非常にににに苦苦苦苦しいしいしいしい」、「」、「」、「」、「切切切切りりりり詰詰詰詰めためためためた生活生活生活生活をしているがをしているがをしているがをしているが、、、、苦苦苦苦しいしいしいしい」」」」というというというという回答回答回答回答がががが、、、、計計計計32323232....6666%%%%にににに上上上上っていっていっていってい
るるるる。。。。

前回調査前回調査前回調査前回調査とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、、、、ほぼほぼほぼほぼ同同同同じじじじ傾向傾向傾向傾向でありでありでありであり、、、、引引引引きききき続続続続きききき切切切切りりりり詰詰詰詰めためためためた厳厳厳厳しいしいしいしい避難生活避難生活避難生活避難生活をををを強強強強いらいらいらいら
れているれているれているれている状況状況状況状況がわかるがわかるがわかるがわかる。。。。

14.4

13.3

18.2 

19.2 

44.5

46.6 

18.9

17.3

0.9 

0.6

0.8

0.8

2.2

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい 切り詰めた生活をしているが、苦しい

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている 避難前とほぼ同程度の暮らしである

避難前より暮らし向きが良くなった その他

無回答

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

10代     10      -      3      4      1      -      -      2

  100.0      -   30.0   40.0   10.0      -      -   20.0

20代    101     17     21     41     19      -      2      1

  100.0   16.8   20.8   40.6   18.8      -    2.0    1.0

30代    171     33     32     70     33      -      -      3

  100.0   19.3   18.7   40.9   19.3      -      -    1.8

40代    204     27     36     80     55      1      1      4

  100.0   13.2   17.6   39.2   27.0    0.5    0.5    2.0

50代    454     48     92    206     95      7      1      5

  100.0   10.6   20.3   45.4   20.9    1.5    0.2    1.1

60代    414     53     71    206     71      4      3      6

  100.0   12.8   17.1   49.8   17.1    1.0    0.7    1.4

70歳以上    411     76     69    183     59      4      8     12

  100.0   18.5   16.8   44.5   14.4    1.0    1.9    2.9

・

同居家族の居住状況

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

変わらない    602     73    107    253    147      7      6      9

  100.0   12.1   17.8   42.0   24.4    1.2    1.0    1.5

２カ所に別れて避難    719     99    146    332    117      8      4     13

  100.0   13.8   20.3   46.2   16.3    1.1    0.6    1.8

３カ所に別れて避難    314     55     49    151     47      -      4      8

  100.0   17.5   15.6   48.1   15.0      -    1.3    2.5

４カ所以上に別れて避難     90     21     18     37     14      -      -      -

  100.0   23.3   20.0   41.1   15.6      -      -      -

その他     15      2      1      7      3      -      1      1

  100.0   13.3    6.7   46.7   20.0      -    6.7    6.7

年齢別に見ると、特に20 30代の若い世代において、「非常に苦しい」「苦しい」とする割合
が計35％を超えて、比較的高くなっている。

同居家族の居住状況別に見ると、4カ所以上に別れて避難している場合において、「非常に苦
しい」「苦しい」の合計が約4割に上っており、避難先が多数に別れていることが暮らし向き
に影響を及ぼしていることが伺える。
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・

避難前の職業

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

農業    551    110    109    261     58      4      2      7

  100.0   20.0   19.8   47.4   10.5    0.7    0.4    1.3

自営業    147     14     21     72     36      3      -      1

  100.0    9.5   14.3   49.0   24.5    2.0      -    0.7

会社員・会社役員    519     62    104    233    110      3      4      3

  100.0   11.9   20.0   44.9   21.2    0.6    0.8    0.6

公務員・団体職員・教員     95      8      7     43     35      2      -      -

  100.0    8.4    7.4   45.3   36.8    2.1      -      -

パート・アルバイト・派遣社員    116     12     27     50     24      -      1      2

  100.0   10.3   23.3   43.1   20.7      -    0.9    1.7

学生     14      2      3      6      2      -      -      1

  100.0   14.3   21.4   42.9   14.3      -      -    7.1

無職    250     37     42     97     53      3      7     11

  100.0   14.8   16.8   38.8   21.2    1.2    2.8    4.4

その他     50      9      8     20     12      -      1      -

  100.0   18.0   16.0   40.0   24.0      -    2.0      -

・

避難後の仕事の状況

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

避難前と同じ仕事をしている    612     57    103    277    166      2      2      5

  100.0    9.3   16.8   45.3   27.1    0.3    0.3    0.8

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65      8     11     25     17      3      1      -

  100.0   12.3   16.9   38.5   26.2    4.6    1.5      -

臨時・パートで働いている    125     19     27     61     16      1      1      -

  100.0   15.2   21.6   48.8   12.8    0.8    0.8      -

村の見守り隊で働いている    177     18     29    102     25      1      1      1

  100.0   10.2   16.4   57.6   14.1    0.6    0.6    0.6

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194     40     51     77     21      1      -      4

  100.0   20.6   26.3   39.7   10.8    0.5      -    2.1

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454     92     81    199     66      5      3      8

  100.0   20.3   17.8   43.8   14.5    1.1    0.7    1.8

その他     59     12      8     19     12      1      5      2

  100.0   20.3   13.6   32.2   20.3    1.7    8.5    3.4

避難前の職業別で見ると、特に農業において「非常に苦しい」とする回答が2割に上っている
点が目立つ。

避難後の仕事の状況別に見ると、「臨時・パート」「村の見守り隊」「仕事を探している」
「仕事をしておらず予定もない」とする回答者において、「避難前と同程度」とする回答が10
 15％程度に留まっている。避難前と同じ仕事を続けられたり、別の仕事であっても正職員と
しての立場を得られたりした村民と比べて、これらの村民においては、避難による仕事状況の
変化が暮らし向きに比較的大きな影響を及ぼしていることがわかる。
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・

避難後の収入

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

収入がほとんどなくなった    468    135    117    181     28      2      -      5

  100.0   28.8   25.0   38.7    6.0    0.4      -    1.1

月額で1/3 くらいに減った    211     34     39    111     26      1      -      -

  100.0   16.1   18.5   52.6   12.3    0.5      -      -

月額で1/2 くらいに減った    156     17     43     79     12      2      -      3

  100.0   10.9   27.6   50.6    7.7    1.3      -    1.9

月額で2/3 くらいに減った    172     20     29     87     30      2      2      2

  100.0   11.6   16.9   50.6   17.4    1.2    1.2    1.2

あまり変わらない    609     37     72    278    210      3      7      2

  100.0    6.1   11.8   45.6   34.5    0.5    1.1    0.3

収入が増えた     45      2      4     18     15      5      1      -

  100.0    4.4    8.9   40.0   33.3   11.1    2.2      -

その他     45      6     10     18      6      -      4      1

  100.0   13.3   22.2   40.0   13.3      -    8.9    2.2

・

避難後の支出

 調
査
数

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

非
常
に
苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
い

る
が
、

苦
し
い

切
り
詰
め
た
生
活
を
し
て
、

何
と
か
暮
ら
せ
て
い
る

避
難
前
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
暮

ら
し
で
あ
る

避
難
前
よ
り
暮
ら
し
向
き
が

楽
に
な
っ

た

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    258    326    796    338     16     15     39

  100.0   14.4   18.2   44.5   18.9    0.9    0.8    2.2

非常に支出が増えた    921    208    211    403     84      4      6      5

  100.0   22.6   22.9   43.8    9.1    0.4    0.7    0.5

やや支出が増えた    519     17     71    276    142      6      3      4

  100.0    3.3   13.7   53.2   27.4    1.2    0.6    0.8

あまり変わらない    177      5     17     57     91      2      3      2

  100.0    2.8    9.6   32.2   51.4    1.1    1.7    1.1

やや支出が減った     52      2      7     26     14      -      1      2

  100.0    3.8   13.5   50.0   26.9      -    1.9    3.8

非常に支出が減った     36     16      8      9      -      3      -      -

  100.0   44.4   22.2   25.0      -    8.3      -      -

わからない     44      4      7     22      5      1      2      3

  100.0    9.1   15.9   50.0   11.4    2.3    4.5    6.8

避難後の支出別に見ると、「非常に支出が増えた」とする回答者において、「非常に苦しい」
「苦しい」との回答がそれぞれ2割を超えており、支出増が暮らし向きの苦しさをもたらして
いることが示されている。一方で、サンプル数は少ないものの「非常に支出が減った」とする
回答者でも「非常に苦しい」とする回答が4割を超えて非常に多くなっている。ここからは、
暮らし向きが苦しいために極端に支出を抑えている世帯があると推察される。

避難後の収入別に見ると、「収入がほとんどなくなった」とする回答者においては、「非常に
苦しい」「苦しい」との回答が合わせて半数を超えている。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

（単位：％）

◆　集計表
  全

 
 
体

以
前
と
変
わ
ら
な
い

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
弁

当
な
ど
が
増
え
た

食
事
を
作
る
の
が
大

変 油

っ
ぽ
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
が
増
え
た

お
菓
子
な
ど

、
糖
分

の
多
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
増
え
た

塩
分
の
多
い
も
の
を

食
べ
る
こ
と
が
増
え

た 食
が
細
く
な

っ
た

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
が

多
く
な

っ
た

件数 1788 459 771 525 309 274 151 462 346

％ 100.0 25.7 43.1 29.4 17.3 15.3 8.4 25.8 19.4

  物
が
噛
め
な
く
な

っ

た
り

、
飲
み
込
み
に

く
く
な

っ
た

そ
の
他

無
回
答

件数 128 73 30

％ 7.2 4.1 1.7

　Q12.避難後のご家族（ご自身を含む）の食生活・栄養状態などについてどのように変化しましたか。（○
はいくつでも）

食生活食生活食生活食生活やややや栄養状態栄養状態栄養状態栄養状態がががが「「「「以前以前以前以前とととと変変変変わらないわらないわらないわらない」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答はははは25252525....7777%%%%とととと3333割未満割未満割未満割未満であったであったであったであった。「。「。「。「外食外食外食外食ややややコンコンコンコン
ビニビニビニビニ弁当弁当弁当弁当などがなどがなどがなどが増増増増えたえたえたえた」」」」がががが43434343....1111%%%%とととと高高高高くくくく、「、「、「、「食事食事食事食事をををを作作作作るのがるのがるのがるのが大変大変大変大変」」」」がががが29292929....4444%%%%とととと3333割弱割弱割弱割弱のののの回答回答回答回答があっがあっがあっがあっ
たことからたことからたことからたことから、、、、避難生活避難生活避難生活避難生活でででで外食外食外食外食がががが多多多多くなっているくなっているくなっているくなっている傾向傾向傾向傾向がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。

またまたまたまた、「、「、「、「食食食食がががが細細細細くなったくなったくなったくなった」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答がががが25252525....8888%%%%、「、「、「、「食食食食べべべべ過過過過ぎることがぎることがぎることがぎることが多多多多くなったくなったくなったくなった」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答がががが19191919....4444%%%%でででで
ありありありあり、、、、食事食事食事食事のののの量量量量にににに影響影響影響影響をををを及及及及ぼしていることがわかるぼしていることがわかるぼしていることがわかるぼしていることがわかる。。。。
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も
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も
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食
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、

飲
み
込
み
に
く
く
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そ
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答
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

以
前
と
変
わ
ら
な
い

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

な
ど
が
増
え
た

食
事
を
作
る
の
が
大
変

油
っ

ぽ
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
増
え
た

お
菓
子
な
ど
、

糖
分
の

多
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
が
増
え
た

塩
分
の
多
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
が
増
え
た

食
が
細
く
な
っ

た

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
が
多

く
な
っ

た

物
が
噛
め
な
く
な
っ

た

り
、

飲
み
込
み
に
く
く

な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    459    771    525    309    274    151    462    346    128     73     30

  100.0   25.7   43.1   29.4   17.3   15.3    8.4   25.8   19.4    7.2    4.1    1.7

10代     10      2      4      4      1      2      1      2      1      -      1      -

  100.0   20.0   40.0   40.0   10.0   20.0   10.0   20.0   10.0      -   10.0      -

20代    101     15     58     38     20     28     14     13     27      3      3      2

  100.0   14.9   57.4   37.6   19.8   27.7   13.9   12.9   26.7    3.0    3.0    2.0

30代    171     36     89     48     42     35     21     20     48      2     12      2

  100.0   21.1   52.0   28.1   24.6   20.5   12.3   11.7   28.1    1.2    7.0    1.2

40代    204     54    101     61     46     36     15     23     47      8     12      1

  100.0   26.5   49.5   29.9   22.5   17.6    7.4   11.3   23.0    3.9    5.9    0.5

50代    454    109    234    131     93     69     40    108     97     28     22      3

  100.0   24.0   51.5   28.9   20.5   15.2    8.8   23.8   21.4    6.2    4.8    0.7

60代    414    121    186    113     69     54     39    118     81     28     13      4

  100.0   29.2   44.9   27.3   16.7   13.0    9.4   28.5   19.6    6.8    3.1    1.0

70歳以上    411    117     93    126     36     48     20    172     44     58     10     12

  100.0   28.5   22.6   30.7    8.8   11.7    4.9   41.8   10.7   14.1    2.4    2.9

・

同居家族の居住状況

 　調
査
数

以
前
と
変
わ
ら
な
い

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

な
ど
が
増
え
た

食
事
を
作
る
の
が
大
変

油
っ

ぽ
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
増
え
た

お
菓
子
な
ど
、

糖
分
の

多
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
が
増
え
た

塩
分
の
多
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
が
増
え
た

食
が
細
く
な
っ

た

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
が
多

く
な
っ

た

物
が
噛
め
な
く
な
っ

た

り
、

飲
み
込
み
に
く
く

な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    459    771    525    309    274    151    462    346    128     73     30

  100.0   25.7   43.1   29.4   17.3   15.3    8.4   25.8   19.4    7.2    4.1    1.7

変わらない    602    213    226    161     84     85     40    146    108     50     23      6

  100.0   35.4   37.5   26.7   14.0   14.1    6.6   24.3   17.9    8.3    3.8    1.0

２カ所に別れて避難    719    168    308    208    142    117     67    187    145     41     29     11

  100.0   23.4   42.8   28.9   19.7   16.3    9.3   26.0   20.2    5.7    4.0    1.5

３カ所に別れて避難    314     52    164    115     55     48     29     87     57     26     16      7

  100.0   16.6   52.2   36.6   17.5   15.3    9.2   27.7   18.2    8.3    5.1    2.2

４カ所以上に別れて避難     90     12     56     31     20     16     11     21     29      6      3      -

  100.0   13.3   62.2   34.4   22.2   17.8   12.2   23.3   32.2    6.7    3.3      -

その他     15      3      5      2      2      4      2      7      2      1      2      -

  100.0   20.0   33.3   13.3   13.3   26.7   13.3   46.7   13.3    6.7   13.3      -

年齢別に見ると、特に20代 50代において「外食やコンビニ弁当などが増えた」とする割合が
約半数を超え、特に20 30代では「糖分の多いものが増えた」「塩分の多いものが増えた」と
する割合が比較的多い。避難によって、多世代が同居していた従来の生活から世代別の居住に
変わったことが、若年層の食生活に影響を及ぼしている可能性が考えられる。

同居家族の居住状況別に見ても、3 4カ所に別れて避難しているとする回答者において、「外
食やコンビニ弁当などが増えた」とする割合が5 6割に上っており、また「食事を作るのが大
変」との回答も比較的多い。世帯が少人数に別れる中で、自宅での調理が負担となり、外食・
弁当が中心の食生活となりがちであることがわかる。
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・

避難前の職業

 　調
査
数

以
前
と
変
わ
ら
な
い

外
食
や
コ
ン
ビ
ニ
弁
当

な
ど
が
増
え
た

食
事
を
作
る
の
が
大
変

油
っ

ぽ
い
も
の
を
食
べ

る
こ
と
が
増
え
た

お
菓
子
な
ど
、

糖
分
の

多
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
が
増
え
た

塩
分
の
多
い
も
の
を
食

べ
る
こ
と
が
増
え
た

食
が
細
く
な
っ

た

食
べ
過
ぎ
る
こ
と
が
多

く
な
っ

た

物
が
噛
め
な
く
な
っ

た

り
、

飲
み
込
み
に
く
く

な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    459    771    525    309    274    151    462    346    128     73     30

  100.0   25.7   43.1   29.4   17.3   15.3    8.4   25.8   19.4    7.2    4.1    1.7

農業    551    136    216    167     91     78     46    218     88     57     15      4

  100.0   24.7   39.2   30.3   16.5   14.2    8.3   39.6   16.0   10.3    2.7    0.7

自営業    147     43     67     35     19     19     12     30     41      8      6      -

  100.0   29.3   45.6   23.8   12.9   12.9    8.2   20.4   27.9    5.4    4.1      -

会社員・会社役員    519    124    265    170    119     96     53     85    132     23     20      4

  100.0   23.9   51.1   32.8   22.9   18.5   10.2   16.4   25.4    4.4    3.9    0.8

公務員・団体職員・教員     95     28     59     27     16     13      8     13     12      1      9      -

  100.0   29.5   62.1   28.4   16.8   13.7    8.4   13.7   12.6    1.1    9.5      -

パート・アルバイト・派遣社員    116     29     57     32     20     19     10     17     26      6      9      2

  100.0   25.0   49.1   27.6   17.2   16.4    8.6   14.7   22.4    5.2    7.8    1.7

学生     14      1      9      7      2      2      2      2      -      1      1      -

  100.0    7.1   64.3   50.0   14.3   14.3   14.3   14.3      -    7.1    7.1      -

無職    250     77     68     67     24     32     12     74     31     29      8      6

  100.0   30.8   27.2   26.8    9.6   12.8    4.8   29.6   12.4   11.6    3.2    2.4

その他     50     15     21     13     13     11      7     10     11      2      5      1

  100.0   30.0   42.0   26.0   26.0   22.0   14.0   20.0   22.0    4.0   10.0    2.0

避難前の職業別に見ると、特に公務員・団体職員・教員において「外食やコンビニ弁当などが
増えた」とする割合が6割を超えていること、農業において「食が細くなった」が約4割近く
なっていることが目立つ。前者については、村職員が多く含まれており災害対応業務が多忙で
あることの影響が考えられる。また後者については、従来は自ら栽培して食用としていた新鮮
な野菜などが入手しにくくなったこと、農作業などで身体を動かす機会が減ってしまったこと
などの影響が出ている可能性がある。
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【設問】

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

農
作
業
や
園
芸
な
ど

、

身
体
を
動
か
す
機
会
が

少
な
く
な

っ
た

何
も
す
る
こ
と
が
な

く

、
ぼ
ん
や
り
過
ご
す

よ
う
に
な

っ
た

周
辺
に
友
人
・
知
人
が

少
な
く

、
話
し
相
手
が

い
な
い

隣
近
所
の
人
と
の
交
流

が
う
ま
く
い
か
な
い

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル

を
飲
む
回
数
や
飲
む
量

が
増
え
た

睡
眠
が
あ
ま
り
と
れ
て

い
な
い

体
重
が
急
に
増
え
た
・

減

っ
た

血
圧
の
変
化
や

、
不
整

脈
な
ど
が
起
こ
る
よ
う

に
な

っ
た

件数 1788 1107 730 763 222 441 679 641 444

％ 100.0 61.9 40.8 42.7 12.4 24.7 38.0 35.9 24.8
件数 1738 1013 654 664 166 311 640 527 303

％ 100.0 58.3 37.6 38.2 9.6 17.9 36.8 30.3 17.4

  イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と

が
増
え
た

出
歩
く
機
会
が
減

り

、
部
屋
に
引
き
こ

も
り
が
ち
に
な

っ
た

そ
の
他

無
回
答

件数 812 559 71 46

％ 45.4 31.3 4.0 2.6
件数 693 486 130 77

％ 39.9 28.0 7.5 4.4

　Q13.避難生活が続く中で、ご家族（ご自身を含む）の生活や体調などに変化はありますか。（○はいくつ
でも）

 「 「 「 「身体身体身体身体をををを動動動動かすかすかすかす機会機会機会機会がががが少少少少なくなったなくなったなくなったなくなった」」」」というというというという回答回答回答回答がががが61616161....9999％％％％とととと最最最最もももも多多多多くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「イライライライライライライライラすることすることすることすること
がががが増増増増えたえたえたえた」（」（」（」（45454545....4444％）、「％）、「％）、「％）、「話話話話しししし相手相手相手相手がいないがいないがいないがいない」（」（」（」（42424242....7777％）、「％）、「％）、「％）、「ぼんやりぼんやりぼんやりぼんやり過過過過ごすようになったごすようになったごすようになったごすようになった」」」」
（（（（40404040....8888％）、「％）、「％）、「％）、「睡眠睡眠睡眠睡眠があまりとれていないがあまりとれていないがあまりとれていないがあまりとれていない」（」（」（」（38383838....0000％）％）％）％）のののの順順順順になっているになっているになっているになっている。。。。またまたまたまた、、、、体重体重体重体重のののの増減増減増減増減やややや出出出出
歩歩歩歩くくくく機会機会機会機会のののの減少減少減少減少をををを訴訴訴訴えるえるえるえる声声声声もももも約約約約3333割割割割ほどありほどありほどありほどあり、、、、避難避難避難避難によりによりによりにより生活生活生活生活やややや体調体調体調体調にさまざまなにさまざまなにさまざまなにさまざまな影響影響影響影響のあるのあるのあるのある
ことがわかることがわかることがわかることがわかる。。。。

今回

前回

今回

前回
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90
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農
作
業
や
園
芸
な
ど
、
身
体
を

動
か
す
機
会
が
少
な
く
な
っ
た

す
る
こ
と
が
な
く
、
ぼ
ん
や
り

過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た

周
辺
に
友
人
・知
人
が
少
な
く
、

話
し
相
手
が
い
な
い

隣
近
所
の
人
と
の
交
流
が

う
ま
く
い
か
な
い

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む

回
数
や
飲
む
量
が
増
え
た

睡
眠
が
あ
ま
り
と
れ
て
い
な
い

体
重
が
急
に
増
え
た
・減
っ
た

血
圧
の
変
化
や
、
不
整
脈
な
ど
が

起
こ
る
よ
う
に
な
っ
た

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が
増
え
た

出
歩
く
機
会
が
減
り
、
部
屋
に

引
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
た

そ
の
他

無
回
答

系列1

系列2前回調査

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

農
作
業
や
園
芸
な
ど
、

身
体
を
動
か
す
機
会
が

少
な
く
な
っ

た

何
も
す
る
こ
と
が
な

く
、

ぼ
ん
や
り
過
ご
す

よ
う
に
な
っ

た

周
辺
に
友
人
・
知
人
が

少
な
く
、

話
し
相
手
が

い
な
い

隣
近
所
の
人
と
の
交
流

が
う
ま
く
い
か
な
い

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー

ル

を
飲
む
回
数
や
飲
む
量

が
増
え
た

睡
眠
が
あ
ま
り
と
れ
て

い
な
い

体
重
が
急
に
増
え
た
・

減
っ

た

血
圧
の
変
化
や
、

不
整

脈
な
ど
が
起
こ
る
よ
う

に
な
っ

た

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が

増
え
た

出
歩
く
機
会
が
減
り
、

部
屋
に
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788   1107    730    763    222    441    679    641    444    812    559     71     46

  100.0   61.9   40.8   42.7   12.4   24.7   38.0   35.9   24.8   45.4   31.3    4.0    2.6

10代     10      3      2      6      -      1      2      1      -      3      4      -      -

  100.0   30.0   20.0   60.0      -   10.0   20.0   10.0      -   30.0   40.0      -      -

20代    101     37     36     50     15     32     35     42      8     60     30      8      2

  100.0   36.6   35.6   49.5   14.9   31.7   34.7   41.6    7.9   59.4   29.7    7.9    2.0

30代    171     88     55     72     20     70     63     81     21     97     45      9      5

  100.0   51.5   32.2   42.1   11.7   40.9   36.8   47.4   12.3   56.7   26.3    5.3    2.9

40代    204    121     64     78     27     62     78     90     50    108     52     12      6

  100.0   59.3   31.4   38.2   13.2   30.4   38.2   44.1   24.5   52.9   25.5    5.9    2.9

50代    454    323    187    213     67    142    200    194    128    214    135     19     14

  100.0   71.1   41.2   46.9   14.8   31.3   44.1   42.7   28.2   47.1   29.7    4.2    3.1

60代    414    295    173    179     49     95    176    138    136    184    130     15      5

  100.0   71.3   41.8   43.2   11.8   22.9   42.5   33.3   32.9   44.4   31.4    3.6    1.2

70歳以上    411    230    206    157     39     34    120     88     98    138    158      8     10

  100.0   56.0   50.1   38.2    9.5    8.3   29.2   21.4   23.8   33.6   38.4    1.9    2.4

年齢別に見ると、50代 60代において「身体を動かす機会が少なくなった」との回答が約7割
に、70歳以上において「ぼんやり過ごすようになった」との回答が半数に上っており、比較的
高齢の年代においては身体的な不活発の傾向が心配される。一方、20代 50代においては、
「タバコやアルコールが増えた」が3 4割、「イライラすることが増えた」が約半数以上と、
いずれも比較的多い傾向が見られ、精神的なストレスを抱えていることが伺える。
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・

避難前の職業

 　調
査
数

農
作
業
や
園
芸
な
ど
、

身
体
を
動
か
す
機
会
が

少
な
く
な
っ

た

何
も
す
る
こ
と
が
な

く
、

ぼ
ん
や
り
過
ご
す

よ
う
に
な
っ

た

周
辺
に
友
人
・
知
人
が

少
な
く
、

話
し
相
手
が

い
な
い

隣
近
所
の
人
と
の
交
流

が
う
ま
く
い
か
な
い

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー

ル

を
飲
む
回
数
や
飲
む
量

が
増
え
た

睡
眠
が
あ
ま
り
と
れ
て

い
な
い

体
重
が
急
に
増
え
た
・

減
っ

た

血
圧
の
変
化
や
、

不
整

脈
な
ど
が
起
こ
る
よ
う

に
な
っ

た

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が

増
え
た

出
歩
く
機
会
が
減
り
、

部
屋
に
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788   1107    730    763    222    441    679    641    444    812    559     71     46

  100.0   61.9   40.8   42.7   12.4   24.7   38.0   35.9   24.8   45.4   31.3    4.0    2.6

農業    551    412    248    243     78    124    213    181    180    247    195     19      3

  100.0   74.8   45.0   44.1   14.2   22.5   38.7   32.8   32.7   44.8   35.4    3.4    0.5

自営業    147     76     57     64     12     37     51     51     33     52     31      7      3

  100.0   51.7   38.8   43.5    8.2   25.2   34.7   34.7   22.4   35.4   21.1    4.8    2.0

会社員・会社役員    519    309    191    224     71    183    228    221    118    277    143     15     10

  100.0   59.5   36.8   43.2   13.7   35.3   43.9   42.6   22.7   53.4   27.6    2.9    1.9

公務員・団体職員・教員     95     68     29     46      9     28     29     36     17     45     31     10      3

  100.0   71.6   30.5   48.4    9.5   29.5   30.5   37.9   17.9   47.4   32.6   10.5    3.2

パート・アルバイト・派遣社員    116     63     42     51     16     25     53     49     24     57     27      4      5

  100.0   54.3   36.2   44.0   13.8   21.6   45.7   42.2   20.7   49.1   23.3    3.4    4.3

学生     14      5      5      7      -      -      3      4      -      3      6      -      -

  100.0   35.7   35.7   50.0      -      -   21.4   28.6      -   21.4   42.9      -      -

無職    250    119    123    100     22     32     70     60     54     89    100     10      9

  100.0   47.6   49.2   40.0    8.8   12.8   28.0   24.0   21.6   35.6   40.0    4.0    3.6

その他     50     32     20     17     11      5     19     21     10     25     14      5      -

  100.0   64.0   40.0   34.0   22.0   10.0   38.0   42.0   20.0   50.0   28.0   10.0      -

・

現在の収入での暮らし向き

 　調
査
数

農
作
業
や
園
芸
な
ど
、

身
体
を
動
か
す
機
会
が

少
な
く
な
っ

た

何
も
す
る
こ
と
が
な

く
、

ぼ
ん
や
り
過
ご
す

よ
う
に
な
っ

た

周
辺
に
友
人
・
知
人
が

少
な
く
、

話
し
相
手
が

い
な
い

隣
近
所
の
人
と
の
交
流

が
う
ま
く
い
か
な
い

タ
バ
コ
や
ア
ル
コ
ー

ル

を
飲
む
回
数
や
飲
む
量

が
増
え
た

睡
眠
が
あ
ま
り
と
れ
て

い
な
い

体
重
が
急
に
増
え
た
・

減
っ

た

血
圧
の
変
化
や
、

不
整

脈
な
ど
が
起
こ
る
よ
う

に
な
っ

た

イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が

増
え
た

出
歩
く
機
会
が
減
り
、

部
屋
に
引
き
こ
も
り
が

ち
に
な
っ

た

そ
の
他

　不
　
明

  1788   1107    730    763    222    441    679    641    444    812    559     71     46

 100.0   61.9   40.8   42.7   12.4   24.7   38.0   35.9   24.8   45.4   31.3    4.0    2.6

   258    158    137    136     63     81    134    108     88    151    113     10      -

 100.0   61.2   53.1   52.7   24.4   31.4   51.9   41.9   34.1   58.5   43.8    3.9      -

   326    207    163    139     44     90    146    120     95    166    121      8      3

 100.0   63.5   50.0   42.6   13.5   27.6   44.8   36.8   29.1   50.9   37.1    2.5    0.9

   796    511    297    348     87    188    301    296    189    359    232     35     14

 100.0   64.2   37.3   43.7   10.9   23.6   37.8   37.2   23.7   45.1   29.1    4.4    1.8

   338    209    111    122     22     72     85    104     61    119     74     12     14

 100.0   61.8   32.8   36.1    6.5   21.3   25.1   30.8   18.0   35.2   21.9    3.6    4.1

    16      9      5      6      1      6      3      5      3      4      6      2      1

 100.0   56.3   31.3   37.5    6.3   37.5   18.8   31.3   18.8   25.0   37.5   12.5    6.3

    15      7      6      3      3      3      5      3      3      6      3      3      -

 100.0   46.7   40.0   20.0   20.0   20.0   33.3   20.0   20.0   40.0   20.0   20.0      -

　合　計

避難前の職業別に見ると、特に農業において「身体を動かす機会が少なくなった」とする回答
が約75％近くに上っており、これに関連するように「血圧の変化や不整脈」を訴える回答者も
3割を超えていることが目立つ。また、公務員・団体職員・教員においても、「身体を動かす
機会が少なくなった」との回答は7割を超えており、被災前に行っていた趣味等（自宅の家庭
菜園やレクリエーションなど）の機会が減少しているのではないかと考えられる。

現在の収入での暮らし向き別に見ると、回答割合が半数を超えた選択肢の数は、「非常に苦し
い」が5つ、「苦しい」が3つ、「何とか暮らしている」「避難前とほぼ同程度」がそれぞれ1
つとなっており、暮らし向きが苦しいほど生活・体調上のさまざまな側面に影響が出ているこ
とがわかる。

その他

切り詰めた生活をしているが、非常
に苦しい

切り詰めた生活をしているが、苦し
い

切り詰めた生活をして、何とか暮ら
せている

避難前とほぼ同程度の暮らしである

避難前より暮らし向きが楽になった
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
  全

 
 
体

以
前
と
変
わ
ら
な
い

少
し
健
康
状
態
の
悪
く

な

っ
た
家
族

（
自
分
を

含
む

）
が
い
る

非
常
に
健
康
状
態
の
悪

く
な

っ
た
家
族

（
自
分

を
含
む

）
が
い
る

介
護
が
必
要
に
な

っ

て

、
家
族
の
負
担
が
増

え
て
い
る

避
難
後

、
健
康
状
態
の

悪
化
に
よ
り
亡
く
な

っ

た
家
族
が
い
る

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 425 843 304 82 67 21 46

％ 100.0 23.8 47.1 17.0 4.6 3.7 1.2 2.6
全
 
 
体

以
前
と
変
わ
ら
な
い

少
し
健
康
状
態
の
悪
く

な
っ

た
家
族
（

自
分
を

含
む
）
が
い
る

非
常
に
健
康
状
態
の
悪

く
な
っ
た
家
族
（

自
分

を
含
む
）

が
い
る

そ
の
他

無
回
答

件数 1738 593 823 219 - - 51 52

％ 100.0 34.1 47.4 12.6 - - 2.9 3.0

Q14.ご家族（ご自身を含む）の健康状態（病気など）はいかがですか。（１つに○印）

今回

前回

「「「「以前以前以前以前とととと変変変変わらないわらないわらないわらない」」」」というというというという回答回答回答回答はははは23232323....8888％％％％にとどまりにとどまりにとどまりにとどまり、「、「、「、「少少少少しししし悪悪悪悪くなったくなったくなったくなった家族家族家族家族がいるがいるがいるがいる」（」（」（」（47474747....1111％）、％）、％）、％）、
「「「「非常非常非常非常にににに悪悪悪悪くなったくなったくなったくなった家族家族家族家族がいるがいるがいるがいる」（」（」（」（17171717....0000％）、「％）、「％）、「％）、「介護介護介護介護がががが必要必要必要必要になってになってになってになって、、、、家族家族家族家族のののの負担負担負担負担がががが増増増増えているえているえているえている」」」」
（（（（4444....6666%)%)%)%)、「、「、「、「避難後避難後避難後避難後、、、、健康状態健康状態健康状態健康状態のののの悪化悪化悪化悪化によりによりによりにより亡亡亡亡くなったくなったくなったくなった家族家族家族家族がいるがいるがいるがいる」」」」((((3333....7777%%%%））））とととと、、、、健康状態健康状態健康状態健康状態がががが悪化悪化悪化悪化しししし
たたたた家族家族家族家族やややや健康状態健康状態健康状態健康状態のののの悪化悪化悪化悪化によりによりによりにより亡亡亡亡くなったくなったくなったくなった家族家族家族家族がいるのいるがいるのいるがいるのいるがいるのいる世帯世帯世帯世帯のののの割合割合割合割合はははは計計計計72727272....4444%%%%にににに上上上上ってってってって
いるいるいるいる。。。。

前回調査前回調査前回調査前回調査とととと比較比較比較比較するとするとするとすると、「、「、「、「以前以前以前以前とととと変変変変わらないわらないわらないわらない」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答がががが1111割以上減少割以上減少割以上減少割以上減少しししし、「、「、「、「非常非常非常非常にににに健康状態健康状態健康状態健康状態
のののの悪悪悪悪くなったくなったくなったくなった家族家族家族家族（（（（自分自分自分自分もももも含含含含むむむむ））））がいるがいるがいるがいる」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答がががが約約約約5555%%%%増増増増えているえているえているえている。。。。

23.8

34.1

47.1 

47.4 

17.0

12.6

4.6 3.7

1.2

2.9

2.6

3.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

今回調査

前回調査

以前と変わらない
少し健康状態の悪くなった家族（自分を含む）がいる
非常に健康状態の悪くなった家族（自分を含む）がいる
介護が必要になって、家族の負担が増えている
避難後、健康状態の悪化により亡くなった家族がいる
その他
無回答

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

以
前
と
変
わ
ら
な
い

少
し
健
康
状
態
の
悪
く

な
っ

た
家
族
（

自
分
を

含
む
）

が
い
る

非
常
に
健
康
状
態
の
悪

く
な
っ

た
家
族
（

自
分

を
含
む
）

が
い
る

介
護
が
必
要
に
な
っ

て
、

家
族
の
負
担
が
増

え
て
い
る

避
難
後
、

健
康
状
態
の

悪
化
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
家
族
が
い
る

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    425    843    304     82     67     21     46

  100.0   23.8   47.1   17.0    4.6    3.7    1.2    2.6

10代     10      6      1      1      -      1      1      -

  100.0   60.0   10.0   10.0      -   10.0   10.0      -

20代    101     28     39     17      6      8      2      1

  100.0   27.7   38.6   16.8    5.9    7.9    2.0    1.0

30代    171     55     80     23      3      3      3      4

  100.0   32.2   46.8   13.5    1.8    1.8    1.8    2.3

40代    204     53    110     28      3      5      3      2

  100.0   26.0   53.9   13.7    1.5    2.5    1.5    1.0

50代    454     83    223     95     20     18      5     10

  100.0   18.3   49.1   20.9    4.4    4.0    1.1    2.2

60代    414     91    217     62     24     11      4      5

  100.0   22.0   52.4   15.0    5.8    2.7    1.0    1.2

70歳以上    411    104    167     73     25     21      3     18

  100.0   25.3   40.6   17.8    6.1    5.1    0.7    4.4

・

現在の収入での暮らし向き

 　調
査
数

以
前
と
変
わ
ら
な
い

少
し
健
康
状
態
の
悪
く

な
っ

た
家
族
（

自
分
を

含
む
）

が
い
る

非
常
に
健
康
状
態
の
悪

く
な
っ

た
家
族
（

自
分

を
含
む
）

が
い
る

介
護
が
必
要
に
な
っ

て
、

家
族
の
負
担
が
増

え
て
い
る

避
難
後
、

健
康
状
態
の

悪
化
に
よ
り
亡
く
な
っ

た
家
族
が
い
る

そ
の
他

　不
　
明

  1788    425    843    304     82     67     21     46

 100.0   23.8   47.1   17.0    4.6    3.7    1.2    2.6

   258     26    108     93     16     10      -      5

 100.0   10.1   41.9   36.0    6.2    3.9      -    1.9

   326     50    169     66     18     12      4      7

 100.0   15.3   51.8   20.2    5.5    3.7    1.2    2.1

   796    185    420    100     32     31      9     19

 100.0   23.2   52.8   12.6    4.0    3.9    1.1    2.4

   338    146    124     37     12     11      5      3

 100.0   43.2   36.7   10.9    3.6    3.3    1.5    0.9

    16      8      4      1      2      -      1      -

 100.0   50.0   25.0    6.3   12.5      -    6.3      -

    15      2      5      1      1      2      2      2

 100.0   13.3   33.3    6.7    6.7   13.3   13.3   13.3

年齢別に見ても、年齢による大きな傾向はない。家族という単位で見る限り、健康状態の変化
は世代にかかわらず問題となっていることがわかる。

現在の収入での暮らし向き別に見ると、「非常に苦しい」「苦しい」とする回答者において、
「以前と変わらない」という回答が少なく（10.1％、15.3％）、逆に「非常に悪くなった家族
がいる」との回答が比較的多い（36.0％、20.2％）という結果となっている。自身もしくは家
族の健康状態が、暮らし向きに影響している可能性が示唆される。

その他

　合　計

切り詰めた生活をしているが、非常
に苦しい

切り詰めた生活をしているが、苦し
い

切り詰めた生活をして、何とか暮ら
せている

避難前とほぼ同程度の暮らしである

避難前より暮らし向きが楽になった
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表

  全
 
 
体

訪
問
し
て
い
た
だ
い

て

、
助
か

っ
て
い
る

も
う
少
し
多
く
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
助
か
る

も
う
少
し
訪
問
回
数
を

減
ら
し
て
も
よ
い

い
ら
な
い

来
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 433 215 29 228 595 132 156

％ 100.0 24.2 12.0 1.6 12.8 33.3 7.4 8.7

Q15.現在村では各家庭を訪問し健康相談や生活支援相談などを行っていますが、どのようなご感想をお
持ちですか。（１つに○印）

「「「「来来来来ているのかわからないているのかわからないているのかわからないているのかわからない」」」」へのへのへのへの回答回答回答回答がががが33333333....3333%%%%とととと最最最最もももも高高高高いいいい。。。。健康相談等健康相談等健康相談等健康相談等のののの実施実施実施実施がががが十分十分十分十分にににに周知周知周知周知ささささ
れていないれていないれていないれていない状況状況状況状況がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。

一方一方一方一方、「、「、「、「訪問訪問訪問訪問していただいてしていただいてしていただいてしていただいて、、、、助助助助かっているかっているかっているかっている」」」」((((24242424....2222%)%)%)%)、「、「、「、「もうもうもうもう少少少少しししし多多多多くくくく来来来来ていただければていただければていただければていただければ助助助助かるかるかるかる」」」」
（（（（12121212....0000%%%%））））などなどなどなど、、、、相談相談相談相談をををを受受受受けたことのあるけたことのあるけたことのあるけたことのある世帯世帯世帯世帯からのからのからのからの評価評価評価評価からはからはからはからは、、、、健康相談健康相談健康相談健康相談・・・・生活支援相談生活支援相談生活支援相談生活支援相談のののの一一一一
定定定定のののの効果効果効果効果をあげていることがうかがえるをあげていることがうかがえるをあげていることがうかがえるをあげていることがうかがえる。。。。

訪問していただい

て、助かっている

24.2%

もう少し多く来て

いただければ

助かる

12.0%

もう少し訪問回数

を減らしてもよい

1.6%

いらない

12.8%

来ているのか

わからない

33.3%

その他

7.4%

無回答

8.7%
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

訪
問
し
て
い
た
だ
い

て
、

助
か
っ

て
い
る

も
う
少
し
多
く
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
助
か
る

も
う
少
し
訪
問
回
数
を

減
ら
し
て
も
よ
い

い
ら
な
い

来
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    433    215     29    228    595    132    156

  100.0   24.2   12.0    1.6   12.8   33.3    7.4    8.7

10代     10      2      -      -      1      4      1      2

  100.0   20.0      -      -   10.0   40.0   10.0   20.0

20代    101     12      5      -     16     54      8      6

  100.0   11.9    5.0      -   15.8   53.5    7.9    5.9

30代    171     21     11      2     25     82     18     12

  100.0   12.3    6.4    1.2   14.6   48.0   10.5    7.0

40代    204     28     19      4     40     76     26     11

  100.0   13.7    9.3    2.0   19.6   37.3   12.7    5.4

50代    454    100     50      5     67    158     38     36

  100.0   22.0   11.0    1.1   14.8   34.8    8.4    7.9

60代    414     97     55      9     55    131     28     39

  100.0   23.4   13.3    2.2   13.3   31.6    6.8    9.4

70歳以上    411    169     73      9     24     79     13     44

  100.0   41.1   17.8    2.2    5.8   19.2    3.2   10.7

・

ご家族（自身含む）の健康状態  

 　調
査
数

訪
問
し
て
い
た
だ
い

て
、

助
か
っ

て
い
る

も
う
少
し
多
く
来
て
い

た
だ
け
れ
ば
助
か
る

も
う
少
し
訪
問
回
数
を

減
ら
し
て
も
よ
い

い
ら
な
い

来
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い

そ
の
他

　不
　
明

  1788    433    215     29    228    595    132    156

 100.0   24.2   12.0    1.6   12.8   33.3    7.4    8.7

   425    122     23      7     81    136     29     27

 100.0   28.7    5.4    1.6   19.1   32.0    6.8    6.4

   843    211    102     11    102    287     59     71

 100.0   25.0   12.1    1.3   12.1   34.0    7.0    8.4

   304     62     51      6     36    107     26     16

 100.0   20.4   16.8    2.0   11.8   35.2    8.6    5.3

    82     18     25      3      4     22      6      4

 100.0   22.0   30.5    3.7    4.9   26.8    7.3    4.9

    67     10      9      1      1     35      4      7

 100.0   14.9   13.4    1.5    1.5   52.2    6.0   10.4

    21      5      2      -      2      3      8      1

 100.0   23.8    9.5      -    9.5   14.3   38.1    4.8

年齢別に見ると、特に70歳以上において「助かっている」との回答が4割を超えており、訪問
活動等が有効であることがわかる。一方、20 30代においては、「来ているのかわからない」
が約半数を占めている。

家族（自身を含む）の健康状態別に見ると、特に「介護が必要になって、家族の負担が増えて
いる」回答者において、「もう少し多く来てほしい」と希望する割合が約3割と比較的多く
なっている。

その他

　合　計

以前と変わらない

少し健康状態の悪くなった家族（自分を含
む）がいる

非常に健康状態の悪くなった家族（自分を含
む）がいる

介護が必要になって、家族の負担が増えてい
る

避難後、健康状態の悪化により亡くなった家
族がいる
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

友
人
・
知
人
の
連
絡
先

、
行

政
区
長
の
連
絡
先
が
わ
か
ら

な
い

友
人
・
知
人
と
集
ま
る
機
会

が
な
い

元
の
行
政
区
単
位
で
集
ま
る

機
会
が
な
い

遠
隔
地
に
避
難
し
て
い
る
た

め

、
友
人
・
知
人
に
会
う
こ

と
が
難
し
い

現
在
の
住
ま
い
の
周
り
に
い

る
村
民
ど
う
し
が
集
ま
る
機

会
が
な
い

避
難
先
の
地
元
の
人
や
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と
交
流
す
る
機
会

が
な
い

近
く
に
情
報
交
換
や
相
談

、

書
類
記
入
を
お
願
い
で
き
る

よ
う
な
人
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な

い

（
前
回
調
査
の
み

）

無
回
答

今回件数 1788 225 829 599 541 412 264 245 89 - 343

％ 100.0 12.6 46.4 33.5 30.3 23.0 14.8 13.7 5.0 - 19.2
全
 
 
体

友
人
・
知
人
の
連
絡
先

、
行

政
区
長
の
連
絡
先
が
わ
か
ら

な
い

友
人
・
知
人
と
集
ま
る
機
会

が
な
い

元
の
行
政
区
単
位
で
集
ま
る

機
会
が
な
い

遠
隔
地
に
避
難
し
て
い
る
た

め

、
友
人
・
知
人
に
会
う
こ

と
が
難
し
い

現
在
の
住
ま
い
の
周
り
に
い

る
村
民
ど
う
し
が
集
ま
る
機

会
が
な
い

避
難
先
の
地
元
の
人
や
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
と
交
流
す
る
機
会

が
な
い

近
く
に
情
報
交
換
や
相
談

、

書
類
記
入
を
お
願
い
で
き
る

よ
う
な
人
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い
る
こ
と
は
な

い 無
回
答

前回件数 1738 259 658 566 448 361 195 198 51 475 167

％ 100.0 14.9 37.9 32.6 25.8 20.8 11.2 11.4 2.9 27.3 9.6

Q17.これまでのご近所づきあいなど、友人・知人とのお付き合いや地域コミュニティの面で、お困りのことは
ありますか。（○はいくつでも）

「「「「友人友人友人友人・・・・知人知人知人知人とととと集集集集まるまるまるまる機会機会機会機会がないがないがないがない」（」（」（」（46464646....4444％）％）％）％）というというというという回答回答回答回答がががが最最最最もももも多多多多くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「元元元元のののの行政区行政区行政区行政区でででで集集集集まままま
るるるる機会機会機会機会がないがないがないがない」（」（」（」（33333333....5555％）、「％）、「％）、「％）、「遠隔地避難遠隔地避難遠隔地避難遠隔地避難のためのためのためのため友人友人友人友人・・・・知人知人知人知人にににに会会会会えないえないえないえない」（」（」（」（30303030....3333％）％）％）％）というというというという順順順順になっになっになっになっ
ているているているている。。。。

前回調査前回調査前回調査前回調査とととと比較比較比較比較するとほとんどのするとほとんどのするとほとんどのするとほとんどの設問設問設問設問のののの回答率回答率回答率回答率がががが高高高高くなっているがくなっているがくなっているがくなっているが、、、、特特特特にににに「「「「友人友人友人友人・・・・知人知人知人知人とととと集集集集まままま
るるるる機会機会機会機会がないがないがないがない」」」」はははは回答率回答率回答率回答率のののの差差差差がががが大大大大きいきいきいきい。。。。避難生活避難生活避難生活避難生活のののの長期化長期化長期化長期化でででで、、、、前回以上前回以上前回以上前回以上にににに友人友人友人友人・・・・知人知人知人知人とととと集集集集まままま
るるるる機会機会機会機会がするなくなっているがするなくなっているがするなくなっているがするなくなっている状況状況状況状況がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。
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な
い

友
人
・知
人
と

集
ま
る
機
会
が
な
い

元
の
行
政
区
単
位
で

集
ま
る
機
会
が
な
い

遠
隔
地
に
避
難
し
て
い
る

た
め
、
友
人
・知
人
に

会
う
こ
と
が
難
し
い

現
在
の
住
ま
い
の
周
り
に

い
る
村
民
ど
う
し
が

集
ま
る
機
会
が
な
い

避
難
先
の
地
元
の
人
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
す
る

機
会
が
な
い

近
く
に
情
報
交
換
や

相
談
、
書
類
記
入
を
お
願
い

で
き
る
よ
う
な
人
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は

な
い
（前
回
調
査
の
み
）

無
回
答

今回調査

前回調査前回調査

今回調査
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

友
人
・
知
人
の
連
絡
先
、

行
政
区
長
の
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い

友
人
・
知
人
と
集
ま
る
機

会
が
な
い

元
の
行
政
区
単
位
で
集
ま

る
機
会
が
な
い

遠
隔
地
に
避
難
し
て
い
る

た
め
、

友
人
・
知
人
に
会

う
こ
と
が
難
し
い

現
在
の
住
ま
い
の
周
り
に

い
る
村
民
ど
う
し
が
集
ま

る
機
会
が
な
い

避
難
先
の
地
元
の
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
と
交
流
す
る

機
会
が
な
い

近
く
に
情
報
交
換
や
相

談
、

書
類
記
入
を
お
願
い

で
き
る
よ
う
な
人
が
い
な

い そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788    225    829    599    541    412    264    245     89    343

  100.0   12.6   46.4   33.5   30.3   23.0   14.8   13.7    5.0   19.2

10代     10      1      5      3      4      1      -      2      1      2

  100.0   10.0   50.0   30.0   40.0   10.0      -   20.0   10.0   20.0

20代    101      8     44     12     38     15      7     14      6     24

  100.0    7.9   43.6   11.9   37.6   14.9    6.9   13.9    5.9   23.8

30代    171     19     85     26     48     27     14     24     12     37

  100.0   11.1   49.7   15.2   28.1   15.8    8.2   14.0    7.0   21.6

40代    204     24     83     44     40     37     21     21     18     46

  100.0   11.8   40.7   21.6   19.6   18.1   10.3   10.3    8.8   22.5

50代    454     49    207    149    130    110     82     58     29     94

  100.0   10.8   45.6   32.8   28.6   24.2   18.1   12.8    6.4   20.7

60代    414     56    208    201    125    127     77     61     16     58

  100.0   13.5   50.2   48.6   30.2   30.7   18.6   14.7    3.9   14.0

70歳以上    411     68    192    160    147     93     61     65      7     71

  100.0   16.5   46.7   38.9   35.8   22.6   14.8   15.8    1.7   17.3

・

避難後（現在）の居住地

 　調
査
数

友
人
・
知
人
の
連
絡
先
、

行
政
区
長
の
連
絡
先
が
わ

か
ら
な
い

友
人
・
知
人
と
集
ま
る
機

会
が
な
い

元
の
行
政
区
単
位
で
集
ま

る
機
会
が
な
い

遠
隔
地
に
避
難
し
て
い
る

た
め
、

友
人
・
知
人
に
会

う
こ
と
が
難
し
い

現
在
の
住
ま
い
の
周
り
に

い
る
村
民
ど
う
し
が
集
ま

る
機
会
が
な
い

避
難
先
の
地
元
の
人
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
と
交
流
す
る

機
会
が
な
い

近
く
に
情
報
交
換
や
相

談
、

書
類
記
入
を
お
願
い

で
き
る
よ
う
な
人
が
い
な

い そ
の
他

　不
　
明

　合　計  1788    225    829    599    541    412    264    245     89    343

  100.0   12.6   46.4   33.5   30.3   23.0   14.8   13.7    5.0   19.2

福島市   1004    120    470    331    232    248    149    130     54    196

  100.0   12.0   46.8   33.0   23.1   24.7   14.8   12.9    5.4   19.5

伊達市    199     25     99     92     59     53     34     28      5     36

  100.0   12.6   49.7   46.2   29.6   26.6   17.1   14.1    2.5   18.1

二本松市    23      2     12      7      7      5      3      5      1      3

  100.0    8.7   52.2   30.4   30.4   21.7   13.0   21.7    4.3   13.0

郡山市     15      3      5      5      6      3      2      3      1      5

  100.0   20.0   33.3   33.3   40.0   20.0   13.3   20.0    6.7   33.3

相馬市    125     19     54     46     50     17     16     18      7     27

  100.0   15.2   43.2   36.8   40.0   13.6   12.8   14.4    5.6   21.6

南相馬市    95     11     45     30     34     28     19     14      8     16

  100.0   11.6   47.4   31.6   35.8   29.5   20.0   14.7    8.4   16.8

川俣町    111     17     53     44     21     21     13     11      3     26

  100.0   15.3   47.7   39.6   18.9   18.9   11.7    9.9    2.7   23.4

その他     75     12     29      9     51     10      9     11      4     11

  100.0   16.0   38.7   12.0   68.0   13.3   12.0   14.7    5.3   14.7

年齢別に見ると、特に60代において、約半数が「元の行政区単位で集まる機会がない」と回答
していることが目立つ。この年代は、行政区を単位とする地域コミュニティに中核となってい
ることが多いためと考えられる。

避難後（現在）の居住地別に見ると、選択肢に該当する居住地がなく「その他」を選択した回
答者において、「遠隔地に避難しているため、友人・知人に会うことが難しい」との回答が非
常に多い（68.0％）。遠隔地・個別に避難している村民が、友人等に会いにくい状況にあるこ
とが改めて浮き彫りになっている。
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２．３　飯舘村内にある（避難前の）自宅の状況に関する調査結果

【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
  全

 
 
体

一
度
も
自
宅
に
は
戻

っ

て
い
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻

っ
た

が

、
現
在
は
ほ
と
ん
ど

戻
ら
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻

っ
て

お
り

、
現
在
も
時
々

戻

っ
て
い
る

定
期
的
に
自
宅
に
戻

っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 29 352 892 403 33 79

％ 100.0 1.6 19.7 49.9 22.5 1.8 4.4

Q18.あなた（もしくはあなたのご家族）は、避難後に、避難前のご自宅へ戻られたことはありますか（一時帰
宅の形も含めます）。（１つに○印）

「「「「何度何度何度何度かかかか自宅自宅自宅自宅にににに戻戻戻戻っておりっておりっておりっており、、、、現在現在現在現在もももも時時時時々々々々戻戻戻戻っているっているっているっている」」」」((((49494949....9999%)%)%)%)、「、「、「、「定期的定期的定期的定期的にににに自宅自宅自宅自宅にににに戻戻戻戻っているっているっているっている」」」」
((((22222222....5555%)%)%)%)とととと7777割強割強割強割強のののの世帯世帯世帯世帯がががが自宅自宅自宅自宅にににに戻戻戻戻っているとっているとっているとっていると回答回答回答回答しているしているしているしている。。。。

一方一方一方一方、、、、約約約約2222割割割割のののの世帯世帯世帯世帯はははは、「、「、「、「何度何度何度何度かかかか自宅自宅自宅自宅にににに戻戻戻戻っていたがっていたがっていたがっていたが、、、、現在現在現在現在はほとんどはほとんどはほとんどはほとんど戻戻戻戻らないらないらないらない」」」」((((19191919....7777%)%)%)%)とととと回回回回
答答答答しているしているしているしている。。。。またまたまたまた、「、「、「、「一度一度一度一度もももも自宅自宅自宅自宅にはにはにはには戻戻戻戻っていないっていないっていないっていない」」」」とととと回答回答回答回答したしたしたした世帯世帯世帯世帯はははは1111....6666％％％％であるであるであるである。。。。

一度も自宅には

戻っていない

1.6%

何度か自宅に戻っ

たが、現在はほと

んど戻らない

19.7%

何度か自宅に戻っ

ており、現在も

時々戻っている

49.9%

定期的に自宅に

戻っている

22.5%

その他

1.8%

無回答

4.4%
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

一
度
も
自
宅
に
は
戻
っ

て
い
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

た

が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど

戻
ら
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

て

お
り
、

現
在
も
時
々

戻
っ

て
い
る

定
期
的
に
自
宅
に
戻
っ

て
い
る

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788     29    352    892    403     33     79

  100.0    1.6   19.7   49.9   22.5    1.8    4.4

10代     10      1      5      1      2      -      1

  100.0   10.0   50.0   10.0   20.0      -   10.0

20代    101      8     43     30     18      2      -

  100.0    7.9   42.6   29.7   17.8    2.0      -

30代    171      2     70     64     29      3      3

  100.0    1.2   40.9   37.4   17.0    1.8    1.8

40代    204      -     44    103     47      7      3

  100.0      -   21.6   50.5   23.0    3.4    1.5

50代    454      1     61    247    116     13     16

  100.0    0.2   13.4   54.4   25.6    2.9    3.5

60代    414      4     48    217    121      5     19

  100.0    1.0   11.6   52.4   29.2    1.2    4.6

70歳以上    411     11     73    223     69      2     33

  100.0    2.7   17.8   54.3   16.8    0.5    8.0

・

避難前の職業

 　調
査
数

一
度
も
自
宅
に
は
戻
っ

て
い
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

た

が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど

戻
ら
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

て

お
り
、

現
在
も
時
々

戻
っ

て
い
る

定
期
的
に
自
宅
に
戻
っ

て
い
る

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788     29    352    892    403     33     79

  100.0    1.6   19.7   49.9   22.5    1.8    4.4

農業    551      4     67    298    138      6     38

  100.0    0.7   12.2   54.1   25.0    1.1    6.9

自営業    147      2     17     78     42      5      3

  100.0    1.4   11.6   53.1   28.6    3.4    2.0

会社員・会社役員    519      4    117    248    127     13     10

  100.0    0.8   22.5   47.8   24.5    2.5    1.9

公務員・団体職員・教員     95      -     27     44     19      2      3

  100.0      -   28.4   46.3   20.0    2.1    3.2

パート・アルバイト・派遣社員    116      2     34     55     20      2      3

  100.0    1.7   29.3   47.4   17.2    1.7    2.6

学生     14      2      8      3      1      -      -

  100.0   14.3   57.1   21.4    7.1      -      -

無職    250     14     65    120     35      5     11

  100.0    5.6   26.0   48.0   14.0    2.0    4.4

その他     50      1     11     25     11      -      2

  100.0    2.0   22.0   50.0   22.0      -    4.0

年齢別に見ると、20 30代などの若年層及び70歳以上の高齢者において、「一度も戻っていな
い」「現在はほとんど戻らない」との回答が多い。前者（若年層）については放射線影響に対
する不安や村外での生活基盤の確立が、後者（70歳以上）については自らの体調・体力などの
問題で、自宅へ帰宅する機会が少なくなっているものと推測される。

避難前の職業別に見ると、特に農業、自営業において、いずれも「現在も時々戻っている」
「定期的に戻っている」との回答が合わせて8割前後となっている。これらの職業では、自宅
が住居であることに加え、農地・店舗など生活を支える基盤とも一体であることの現れと考え
られる。
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・

避難後の仕事の状況

 　調
査
数

一
度
も
自
宅
に
は
戻
っ

て
い
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

た

が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど

戻
ら
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

て

お
り
、

現
在
も
時
々

戻
っ

て
い
る

定
期
的
に
自
宅
に
戻
っ

て
い
る

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788     29    352    892    403     33     79

  100.0    1.6   19.7   49.9   22.5    1.8    4.4

避難前と同じ仕事をしている    612      4    121    298    158     18     13

  100.0    0.7   19.8   48.7   25.8    2.9    2.1

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65      1     14     31     15      2      2

  100.0    1.5   21.5   47.7   23.1    3.1    3.1

臨時・パートで働いている    125      -     28     58     32      1      6

  100.0      -   22.4   46.4   25.6    0.8    4.8

村の見守り隊で働いている    177      2     16     85     64      3      7

  100.0    1.1    9.0   48.0   36.2    1.7    4.0

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194      3     45    107     31      1      7

  100.0    1.5   23.2   55.2   16.0    0.5    3.6

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454     13     91    240     79      4     27

  100.0    2.9   20.0   52.9   17.4    0.9    5.9

その他     59      3     13     26     10      3      4

  100.0    5.1   22.0   44.1   16.9    5.1    6.8

・

現在の収入での暮らし向き

 　調
査
数

一
度
も
自
宅
に
は
戻
っ

て
い
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

た

が
、

現
在
は
ほ
と
ん
ど

戻
ら
な
い

何
度
か
自
宅
に
戻
っ

て

お
り
、

現
在
も
時
々

戻
っ

て
い
る

定
期
的
に
自
宅
に
戻
っ

て
い
る

そ
の
他
（

具
体
的
に
：

　不
　
明

　合　計   1788     29    352    892    403     33     79

  100.0    1.6   19.7   49.9   22.5    1.8    4.4

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258     10     64    106     56      5     17

  100.0    3.9   24.8   41.1   21.7    1.9    6.6

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326      4     82    152     67     10     11

  100.0    1.2   25.2   46.6   20.6    3.1    3.4

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796      8    134    430    182     10     32

  100.0    1.0   16.8   54.0   22.9    1.3    4.0

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338      6     58    176     81      6     11

  100.0    1.8   17.2   52.1   24.0    1.8    3.3

避難前より暮らし向きが楽になった     16      -      5      8      2      -      1

  100.0      -   31.3   50.0   12.5      -    6.3

その他     15      -      2      7      5      1      -

  100.0      -   13.3   46.7   33.3    6.7      -

避難後の仕事の状況別に見ると、特に「村の見守り隊で働いている」との回答において、「定
期的に戻っている」と回答した割合が非常に高い（36.2％）。見守り隊としての活動が、自宅
の状況確認の機会を増やすことにも貢献しているものと思われる。

現在の収入での暮らし向き別に見ると、「非常に苦しい」「苦しい」とする回答者において、
4人に一人が「一度も戻っていない」又は「現在はほとんど戻らない」と回答している。暮ら
し向きが困難であることが、自宅への帰宅を難しくさせている可能性がある。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

特
に
被
害
は
な
い

屋
根
な
ど
の
損
傷
に

よ
り

、
雨
漏
り
が
発

生
し
て
い
る

水
道
管
な
ど
の
損
傷

に
よ
り

、
水
漏
れ
が

発
生
し
て
い
る

室
内
で
カ
ビ
な
ど
が

発
生
し
て
い
る

小
動
物
が
室
内
に
入

り
込
む
な
ど
し
て
荒

ら
さ
れ
て
い
る

イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な

ど
に
庭
が
荒
ら
さ
れ

て
い
る

シ
ロ
ア
リ
な
ど
の
被

害
が
出
て
い
る

不
審
者
に
よ
る
侵

入

、
盗
難
が
あ

っ
た

そ
の
他

件数 1788 379 477 595 1122 305 574 147 43 105

％ 100.0 21.2 26.7 33.3 62.8 17.1 32.1 8.2 2.4 5.9
件数 1738 601 330 - 1061 173 - 106 27 144

％ 100.0 34.6 19.0 - 61.0 10.0 - 6.1 1.6 8.3

 自
宅
の
被
害
状

況
は
わ
か
ら
な

い 無
回
答

件数 118 41

％ 6.6 2.3
件数 146 59

％ 8.4 3.4

Q19.避難で留守にしている間に、ご自宅の被害はありますか。わかる範囲でお答えください。（○はいくつで
も）

「「「「室内室内室内室内ででででカビカビカビカビなどがなどがなどがなどが発生発生発生発生しているしているしているしている」」」」というというというという被害被害被害被害がががが最最最最もももも多多多多くくくく6666割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。次次次次いでいでいでいで、「、「、「、「水道管水道管水道管水道管なななな
どのどのどのどの損傷損傷損傷損傷によりによりによりにより、、、、水漏水漏水漏水漏れがれがれがれが発生発生発生発生しているしているしているしている」、「」、「」、「」、「イノシシイノシシイノシシイノシシやややや猿猿猿猿などになどになどになどに庭庭庭庭がががが荒荒荒荒らされているらされているらされているらされている」」」」といったといったといったといった
被害被害被害被害がががが3333割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。

今回

前回

今回

前回
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■クロス集計結果
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　合　計   1788    379    477    595   1122    305    574    147     43    105    118     41

  100.0   21.2   26.7   33.3   62.8   17.1   32.1    8.2    2.4    5.9    6.6    2.3

10代     10      3      1      1      4      1      -      1      -      1      2      -

  100.0   30.0   10.0   10.0   40.0   10.0      -   10.0      -   10.0   20.0      -

20代    101     18     22     20     54     15     13      5      4      4     15      5

  100.0   17.8   21.8   19.8   53.5   14.9   12.9    5.0    4.0    4.0   14.9    5.0

30代    171     34     41     54    102     22     25     10      5     17     14      4

  100.0   19.9   24.0   31.6   59.6   12.9   14.6    5.8    2.9    9.9    8.2    2.3

40代    204     41     36     67    121     33     51     14      6     22     11      2

  100.0   20.1   17.6   32.8   59.3   16.2   25.0    6.9    2.9   10.8    5.4    1.0

50代    454     70    139    177    315    102    160     44     12     33     20     11

  100.0   15.4   30.6   39.0   69.4   22.5   35.2    9.7    2.6    7.3    4.4    2.4

60代    414     97    118    148    274     65    163     45      6     18     20      4

  100.0   23.4   28.5   35.7   66.2   15.7   39.4   10.9    1.4    4.3    4.8    1.0

70歳以上    411    113    115    126    242     67    156     27      9     10     32     11

  100.0   27.5   28.0   30.7   58.9   16.3   38.0    6.6    2.2    2.4    7.8    2.7

年齢別に見ると、全般的に50 60代において、さまざまな被害が発生しているとの回答が比較
的多くなっている。この年代においては、築年数の長い住宅を所有する例が比較的多いことが
関与している可能性がある。
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　合　計   1788    379    477    595   1122    305    574    147     43    105    118     41

  100.0   21.2   26.7   33.3   62.8   17.1   32.1    8.2    2.4    5.9    6.6    2.3

草野    208     47     51     76    131     22     42     15      1     14     24      5

  100.0   22.6   24.5   36.5   63.0   10.6   20.2    7.2    0.5    6.7   11.5    2.4

深谷     85     14     20     25     62      8     37      8      3      5      5      1

  100.0   16.5   23.5   29.4   72.9    9.4   43.5    9.4    3.5    5.9    5.9    1.2

伊丹沢    105     22     27     32     64     13     23      8      1      6     11      3

  100.0   21.0   25.7   30.5   61.0   12.4   21.9    7.6    1.0    5.7   10.5    2.9

関沢     89     13     33     35     57     13     39      9      -      2      5      4

  100.0   14.6   37.1   39.3   64.0   14.6   43.8   10.1      -    2.2    5.6    4.5

小宮    119     27     27     36     85     33     30      9      5      9      3      1

  100.0   22.7   22.7   30.3   71.4   27.7   25.2    7.6    4.2    7.6    2.5    0.8

八木沢・芦原     43      3     11     19     32      8     25      2      1      3      -      -

  100.0    7.0   25.6   44.2   74.4   18.6   58.1    4.7    2.3    7.0      -      -

大倉     42      6     10     12     23      9     26      3      1      2      1      3

  100.0   14.3   23.8   28.6   54.8   21.4   61.9    7.1    2.4    4.8    2.4    7.1

佐須     65     11     28     31     42     12     44      5      -      5      2      1

  100.0   16.9   43.1   47.7   64.6   18.5   67.7    7.7      -    7.7    3.1    1.5

宮内     71     11     21     22     50     23     40      8      1      4      3      -

  100.0   15.5   29.6   31.0   70.4   32.4   56.3   11.3    1.4    5.6    4.2      -

飯樋町    115     33     27     33     64     11      9      5      1      8     10      2

  100.0   28.7   23.5   28.7   55.7    9.6    7.8    4.3    0.9    7.0    8.7    1.7

前田・八和木     98     27     25     34     60     24     15     10      6     10      7      2

  100.0   27.6   25.5   34.7   61.2   24.5   15.3   10.2    6.1   10.2    7.1    2.0

大久保・外内     71     23     20     15     41      9      7      6      -      5      3      -

  100.0   32.4   28.2   21.1   57.7   12.7    9.9    8.5      -    7.0    4.2      -

上飯樋    168     30     42     64    106     49     52     13      8      5     11      2

  100.0   17.9   25.0   38.1   63.1   29.2   31.0    7.7    4.8    3.0    6.5    1.2

比曽     81      8     23     25     58     19     30      8      2      5      3      6

  100.0    9.9   28.4   30.9   71.6   23.5   37.0    9.9    2.5    6.2    3.7    7.4

長泥     76     14     20     33     48     12     37      6      2      1      5      1

  100.0   18.4   26.3   43.4   63.2   15.8   48.7    7.9    2.6    1.3    6.6    1.3

蕨平     47     11     13     18     32      7     24      3      4      2      3      1

  100.0   23.4   27.7   38.3   68.1   14.9   51.1    6.4    8.5    4.3    6.4    2.1

関根・松塚     55     15     15     19     35      5     20     10      -      5      1      1

  100.0   27.3   27.3   34.5   63.6    9.1   36.4   18.2      -    9.1    1.8    1.8

臼石     76     34     18     12     37      8     17      4      4      9      5      -

  100.0   44.7   23.7   15.8   48.7   10.5   22.4    5.3    5.3   11.8    6.6      -

前田     62      8     11     21     35     10     28      3      1      -      8      -

  100.0   12.9   17.7   33.9   56.5   16.1   45.2    4.8    1.6      -   12.9      -

二枚橋・須萱     67     16     26     23     40      8     16      9      -      4      3      1

  100.0   23.9   38.8   34.3   59.7   11.9   23.9   13.4      -    6.0    4.5    1.5

その他      5      1      -      1      2      1      -      1      -      1      1      -

  100.0   20.0      -   20.0   40.0   20.0      -   20.0      -   20.0   20.0      -

避難前の居住地区別に見ると、地区によって被害の種類、程度などが若干異なる点もある。特
に、「避難指示区域の見直し」に関する村の方針で「避難指示解除準備区域」とされた地区で
あっても、例えば八木沢・芦原、大倉、佐須地区では「イノシシ等に庭が荒らされている」と
の回答者が約6割を超え、二枚橋・須萱地区でも約4割が「雨漏りが発生している」と回答する
など、他地区と比較して被害が大きい場合もあることに注目する必要がある。
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　合　計   1788    379    477    595   1122    305    574    147     43    105    118     41

  100.0   21.2   26.7   33.3   62.8   17.1   32.1    8.2    2.4    5.9    6.6    2.3

福島市   1004    207    267    342    644    176    301     85     18     54     48     23

  100.0   20.6   26.6   34.1   64.1   17.5   30.0    8.5    1.8    5.4    4.8    2.3

伊達市    199     48     50     67    117     28     87     15      3      9     10      1

  100.0   24.1   25.1   33.7   58.8   14.1   43.7    7.5    1.5    4.5    5.0    0.5

二本松市     23      5      4     10     15      3      8      1      -      1      1      1

  100.0   21.7   17.4   43.5   65.2   13.0   34.8    4.3      -    4.3    4.3    4.3

郡山市     15      3      5      4     11      4      5      1      -      -      2      -

  100.0   20.0   33.3   26.7   73.3   26.7   33.3    6.7      -      -   13.3      -

相馬市    125     28     44     42     77     37     57     12      3      7     10      2

  100.0   22.4   35.2   33.6   61.6   29.6   45.6    9.6    2.4    5.6    8.0    1.6

南相馬市     95     23     30     38     62     14     31     12      2      9      2      1

  100.0   24.2   31.6   40.0   65.3   14.7   32.6   12.6    2.1    9.5    2.1    1.1

川俣町    111     26     26     32     74     16     34      8      5      8      9      3

  100.0   23.4   23.4   28.8   66.7   14.4   30.6    7.2    4.5    7.2    8.1    2.7

その他     75     13     12     18     42      7      7      6      6      7     16      1

  100.0   17.3   16.0   24.0   56.0    9.3    9.3    8.0    8.0    9.3   21.3    1.3

避難後（現在）の居住地別に見ると、選択肢に該当する居住地がなく「その他」を選択した回
答者において、「自宅の被害状況はわからない」との回答が2割超と多くなっている。遠隔
地・個別に避難している村民は、なかなか自宅の状況を確認できていないことがわかる。
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２．４　子どもの教育や通学に関する調査結果

【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

（単位：％）

◆　集計表
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件数 1788 574 435 697 499 838 119 56 546

％ 100.0 32.1 24.3 39.0 27.9 46.9 6.7 3.1 30.5

Q20. 村の将来を担う子どもたちの教育について、今後心配なことはありますか。（上位３つに○印）
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■クロス集計結果
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　合　計   1788    574    435    697    499    838    119     56    546

  100.0   32.1   24.3   39.0   27.9   46.9    6.7    3.1   30.5

10代     10      1      3      3      4      6      4      -      1

  100.0   10.0   30.0   30.0   40.0   60.0   40.0      -   10.0

20代    101     23     32     47     43     54     12      4     19

  100.0   22.8   31.7   46.5   42.6   53.5   11.9    4.0   18.8

30代    171     59     38     80     90    104     23      9     17

  100.0   34.5   22.2   46.8   52.6   60.8   13.5    5.3    9.9

40代    204     82     40    107     92    120     16      9     26

  100.0   40.2   19.6   52.5   45.1   58.8    7.8    4.4   12.7

50代    454    157    128    203    126    223     32     18    118

  100.0   34.6   28.2   44.7   27.8   49.1    7.0    4.0   26.0

60代    414    159    113    159     99    196     16      8    131

  100.0   38.4   27.3   38.4   23.9   47.3    3.9    1.9   31.6

70歳以上    411     92     78     95     43    130     15      8    218

  100.0   22.4   19.0   23.1   10.5   31.6    3.6    1.9   53.0

・

現在の収入での暮らし向き

 調
査
数

学
習
環
境
が
激
変
し
た
こ
と
に
よ
る

学
力
の
低
下

子
ど
も
の
数
が
減
る
こ
と
に
よ
る
学

校
再
編
・
複
式
学
級
化

遠
方
か
ら
の
ス
ク
ー

ル
バ
ス
通
学
に

よ
る
時
間
的
・
体
力
的
負
担

体
育
や
部
活
動
等
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
に
よ
る
体
力
の
低
下

避
難
生
活
に
よ
る
精
神
的
な
疲
れ
、

こ
こ
ろ
の
不
安
定
化

教
育
費
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    574    435    697    499    838    119     56    546

  100.0   32.1   24.3   39.0   27.9   46.9    6.7    3.1   30.5

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258     80     59     95     58    124     33      9     78

  100.0   31.0   22.9   36.8   22.5   48.1   12.8    3.5   30.2

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326    114     70    138     89    163     26     12     96

  100.0   35.0   21.5   42.3   27.3   50.0    8.0    3.7   29.4

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796    240    214    302    224    380     51     18    242

  100.0   30.2   26.9   37.9   28.1   47.7    6.4    2.3   30.4

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338    124     85    148    119    147      4     12     94

  100.0   36.7   25.1   43.8   35.2   43.5    1.2    3.6   27.8

避難前より暮らし向きが楽になった     16      5      1      4      4      5      1      1      7

  100.0   31.3    6.3   25.0   25.0   31.3    6.3    6.3   43.8

その他     15      4      2      3      3     10      2      2      4

  100.0   26.7   13.3   20.0   20.0   66.7   13.3   13.3   26.7

年齢別に見ると、40代以下の比較的若い世代において「体力の低下」を心配する声が比較的多
い。また30代以下の世代において「教育費を賄うことができない不安」を訴える回答者が1割
を超えている。

現在の収入での暮らし向き別に見ると、「非常に苦しい」「苦しい」など暮らし向きが苦しい
回答者が「教育費を賄うことができない不安」を訴えており、特に「非常に苦しい」場合はそ
の割合が1割を超えている。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表

 全
 
 
体

奨
学
金
な
ど
就
学
援

助
制
度
の
充
実

仮
設
校
舎
・
園
舎
近

く
に
復
興
住
宅
の
建

設 学
童
保
育

、
預
か
り

保
育
な
ど
の
保
育
施

設
の
整
備

村
独
自
の
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
一

層
の
充
実

国
内
外
研
修
な
ど
感

動
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実

他
の
学
校
に
転
校
し

た
子
供
た
ち
と
の
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
環
境
の
整
備
に

満
足
し
て
い
る

件数 1788 409 507 476 250 287 157 402 56

％ 100.0 22.9 28.4 26.6 14.0 16.1 8.8 22.5 3.1

 そ
の
他

無
回
答

件数 96 683

％ 5.4 38.2

Q21.村では、村外に仮設校舎や園舎を建て、村の教育環境を整備しています。今後一層教育の充実を
図るため、どのようなことを希望しますか（上位３つに○印）

「「「「仮設校舎仮設校舎仮設校舎仮設校舎・・・・園舎近園舎近園舎近園舎近くにくにくにくに復興住宅復興住宅復興住宅復興住宅のののの建設建設建設建設」」」」((((28282828....4444%)%)%)%)、「、「、「、「学童保育学童保育学童保育学童保育、、、、預預預預かりかりかりかり保育保育保育保育などのなどのなどのなどの保育施設保育施設保育施設保育施設のののの
整備整備整備整備」」」」((((26262626....6666%)%)%)%)、「、「、「、「奨学金奨学金奨学金奨学金などなどなどなど就学援助制度就学援助制度就学援助制度就学援助制度のののの充実充実充実充実」」」」((((22222222....9999%)%)%)%)、「、「、「、「他他他他のののの学校学校学校学校にににに転校転校転校転校したしたしたした子供子供子供子供たちとたちとたちとたちと
のののの交流交流交流交流プログラムプログラムプログラムプログラム」」」」((((22222222....5555%)%)%)%)はははは、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ2222～～～～3333割割割割のののの回答率回答率回答率回答率となっているとなっているとなっているとなっている。。。。

通学通学通学通学のしやすいのしやすいのしやすいのしやすい住環境整備住環境整備住環境整備住環境整備、、、、保育施設保育施設保育施設保育施設のののの充実充実充実充実、、、、就学援助制度等就学援助制度等就学援助制度等就学援助制度等、、、、子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの就学就学就学就学のののの負担負担負担負担
をををを軽減軽減軽減軽減させるためのさせるためのさせるためのさせるための支援策支援策支援策支援策とともにとともにとともにとともに、、、、避難避難避難避難によりによりによりにより離離離離ればなれとなったればなれとなったればなれとなったればなれとなった子子子子どもたちのどもたちのどもたちのどもたちの交流交流交流交流のののの推進推進推進推進
をををを望望望望むむむむ声声声声がががが多多多多いいいい。。。。
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く
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復
興
住
宅
の
建
設

学
童
保
育
、
預
か
り
保
育

な
ど
の
保
育
施
設
の
整
備

村
独
自
の
給
食

セ
ン
タ
ー
の
建
設

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

一
層
の
充
実

国
内
外
研
修
な
ど

感
動
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
充
実

他
の
学
校
に
転
校
し
た

子
供
た
ち
と
の
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
環
境
の
整
備
に

満
足
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答
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■クロス集計結果

・

年齢

 調
査
数

奨
学
金
な
ど
就
学
援
助
制
度
の

充
実

仮
設
校
舎
・
園
舎
近
く
に
復
興

住
宅
の
建
設

学
童
保
育
、

預
か
り
保
育
な
ど

の
保
育
施
設
の
整
備

村
独
自
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建

設 ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
一
層
の
充
実

国
内
外
研
修
な
ど
感
動
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

他
の
学
校
に
転
校
し
た
子
供
た

ち
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
環
境
の
整
備
に
満
足
し
て

い
る

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    409    507    476    250    287    157    402     56     96    683

  100.0   22.9   28.4   26.6   14.0   16.1    8.8   22.5    3.1    5.4   38.2

10代     10      5      2      2      2      2      1      3      -      1      2

  100.0   50.0   20.0   20.0   20.0   20.0   10.0   30.0      -   10.0   20.0

20代    101     26     27     42     22     29     13     30      2      5     24

  100.0   25.7   26.7   41.6   21.8   28.7   12.9   29.7    2.0    5.0   23.8

30代    171     57     37     55     36     32     31     56      4     23     31

  100.0   33.3   21.6   32.2   21.1   18.7   18.1   32.7    2.3   13.5   18.1

40代    204     63     72     54     30     53     24     58      8     19     44

  100.0   30.9   35.3   26.5   14.7   26.0   11.8   28.4    3.9    9.3   21.6

50代    454    104    156    120     67     57     36    119     18     26    161

  100.0   22.9   34.4   26.4   14.8   12.6    7.9   26.2    4.0    5.7   35.5

60代    414     82    116    124     54     64     35     91     15     11    170

  100.0   19.8   28.0   30.0   13.0   15.5    8.5   22.0    3.6    2.7   41.1

70歳以上    411     71     96     79     37     47     16     43      9     10    234

  100.0   17.3   23.4   19.2    9.0   11.4    3.9   10.5    2.2    2.4   56.9

・

現在の収入での暮らし向き

 調
査
数

奨
学
金
な
ど
就
学
援
助
制
度
の

充
実

仮
設
校
舎
・
園
舎
近
く
に
復
興

住
宅
の
建
設

学
童
保
育
、

預
か
り
保
育
な
ど

の
保
育
施
設
の
整
備

村
独
自
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
建

設 ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
一
層
の
充
実

国
内
外
研
修
な
ど
感
動
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

他
の
学
校
に
転
校
し
た
子
供
た

ち
と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

教
育
環
境
の
整
備
に
満
足
し
て

い
る

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    409    507    476    250    287    157    402     56     96    683

  100.0   22.9   28.4   26.6   14.0   16.1    8.8   22.5    3.1    5.4   38.2

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258     78     82     74     29     44     16     51      6     17     91

  100.0   30.2   31.8   28.7   11.2   17.1    6.2   19.8    2.3    6.6   35.3

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326     87     96     88     56     49     27     71      8     19    121

  100.0   26.7   29.4   27.0   17.2   15.0    8.3   21.8    2.5    5.8   37.1

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796    171    218    200    111    130     76    180     29     34    306

  100.0   21.5   27.4   25.1   13.9   16.3    9.5   22.6    3.6    4.3   38.4

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338     63    101     98     53     61     37     88     13     24    121

  100.0   18.6   29.9   29.0   15.7   18.0   10.9   26.0    3.8    7.1   35.8

避難前より暮らし向きが楽になった     16      3      3      5      -      1      1      4      -      1      8

  100.0   18.8   18.8   31.3      -    6.3    6.3   25.0      -    6.3   50.0

その他     15      2      4      4      -      -      -      3      -      1      8

  100.0   13.3   26.7   26.7      -      -      -   20.0      -    6.7   53.3

年齢別に見ると、特に20代において「学童保育、預かり保育などの保育施設の整備」を求める
声が4割を超えている点が目立つ。また30 40代において「奨学金など就学援助制度の充
実」、40 50代において「仮設校舎・園舎近くに復興住宅の建設」を求める声がそれぞれ3割
超えており、比較的多くなっている。

現在の収入での暮らし向き別に見ると、「非常に苦しい」「苦しい」など暮らし向きが苦しい
回答者ほど、「奨学金など就学援助制度の充実」を求める声が多い傾向にある一方で「国内外
研修など感動体験プログラムの充実」「他の学校に転校した子供たちとの交流プログラム」を
希望する割合は低くなっている。暮らし向きに余裕がないため、研修や交流の機会などの整備
を希望することができない現状が伺える。
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２．５　避難生活で必要な情報に関する調査結果

【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

広
報
や
お
知
ら
せ

版
な
ど
各
種
情
報

教
育
や
子
育
て
に

関
す
る
支
援
な
ど

の
情
報

生
活
費
の
支
援
制

度
に
関
す
る
情
報

東
京
電
力
の
補
償

に
関
す
る
情
報

除
染
の
状
況

農
林
水
産
業
の
事

業
継
続
や
事
業
再

開
に
関
す
る
支
援

商
工
業
等
の
事
業

継
続
や
事
業
再
開

に
関
す
る
支
援

避
難
先
で
の
住
宅

再
建

（
取
得

）
の

支
援

件数 1788 1104 363 823 1320 1235 341 147 747

％ 100.0 61.7 20.3 46.0 73.8 69.1 19.1 8.2 41.8

 そ
の
他

無
回
答

件数 52 105

％ 2.9 5.9

Q22.村では、被災者に対する支援や村の状況などをお知らせするため、ICT情報端末の全戸配布を予定
しています。この端末を利用して今後の暮らしについて、どのような情報を知りたいですか。（○はいくつで
も）

「「「「東京電力東京電力東京電力東京電力のののの補償補償補償補償にににに関関関関するするするする情報情報情報情報」」」」((((73737373....8888%)%)%)%)がががが最最最最もももも高高高高くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「除染除染除染除染のののの状況状況状況状況」」」」((((69696969....1111%)%)%)%)、「、「、「、「広報広報広報広報やおやおやおやお
知知知知らせらせらせらせ版版版版などなどなどなど各種情報各種情報各種情報各種情報」」」」((((61616161....7777%%%%））））となっているとなっているとなっているとなっている。。。。具体的具体的具体的具体的なななな補償補償補償補償のののの内容内容内容内容やややや村村村村のののの除染除染除染除染のののの状況状況状況状況などなどなどなど、、、、
地元個別地元個別地元個別地元個別のののの情報情報情報情報をををを求求求求めるめるめるめる意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。

「「「「生活費生活費生活費生活費のののの支援制度支援制度支援制度支援制度にににに関関関関するするするする情報情報情報情報」」」」((((46464646....0000%)%)%)%)、「、「、「、「避難先避難先避難先避難先でのでのでのでの住宅再建住宅再建住宅再建住宅再建（（（（取得取得取得取得））））のののの支援支援支援支援」」」」((((41414141....8888%)%)%)%)はははは
それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ4444割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。生活再建生活再建生活再建生活再建、、、、住宅再建住宅再建住宅再建住宅再建へのへのへのへの支援支援支援支援にににに関関関関するするするする情報情報情報情報もももも関心関心関心関心がががが高高高高いいいい。。。。
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情
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育
や
子
育
て
に

関
す
る
支
援
な
ど
の
情
報

生
活
費
の
支
援
制
度
に

関
す
る
情
報

東
京
電
力
の
補
償
に

関
す
る
情
報

除
染
の
状
況

農
林
水
産
業
の
事
業
継
続

や
事
業
再
開
に
関
す
る

支
援

商
工
業
等
の
事
業
継
続

や
事
業
再
開
に
関
す
る

支
援

避
難
先
で
の
住
宅

再
建
（取
得
）の

支
援

そ
の
他

無
回
答
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

広
報
や
お
知
ら
せ
版
な

ど
各
種
情
報

教
育
や
子
育
て
に
関
す

る
支
援
な
ど
の
情
報

生
活
費
の
支
援
制
度
に

関
す
る
情
報

東
京
電
力
の
補
償
に
関

す
る
情
報

除
染
の
状
況

農
林
水
産
業
の
事
業
継

続
や
事
業
再
開
に
関
す

る
支
援

商
工
業
等
の
事
業
継
続

や
事
業
再
開
に
関
す
る

支
援

避
難
先
で
の
住
宅
再
建

（

取
得
）

の
支
援

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

10代     10      5      2      8      8      7      2      1      4      1      -

  100.0   50.0   20.0   80.0   80.0   70.0   20.0   10.0   40.0   10.0      -

20代    101     63     38     53     74     76      9      7     43      5      6

  100.0   62.4   37.6   52.5   73.3   75.2    8.9    6.9   42.6    5.0    5.9

30代    171    114     88     77    130    119     22     14     87      7      8

  100.0   66.7   51.5   45.0   76.0   69.6   12.9    8.2   50.9    4.1    4.7

40代    204    130     58     84    144    128     29     17     97      9      7

  100.0   63.7   28.4   41.2   70.6   62.7   14.2    8.3   47.5    4.4    3.4

50代    454    296     69    213    349    328    101     45    234     14     18

  100.0   65.2   15.2   46.9   76.9   72.2   22.2    9.9   51.5    3.1    4.0

60代    414    259     71    192    323    315    106     41    175     11     16

  100.0   62.6   17.1   46.4   78.0   76.1   25.6    9.9   42.3    2.7    3.9

70歳以上    411    230     36    191    282    256     72     22    100      5     40

  100.0   56.0    8.8   46.5   68.6   62.3   17.5    5.4   24.3    1.2    9.7

・

避難前の職業
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情
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況
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の
事
業
継

続
や
事
業
再
開
に
関
す

る
支
援

商
工
業
等
の
事
業
継
続

や
事
業
再
開
に
関
す
る

支
援

避
難
先
で
の
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宅
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建

（

取
得
）

の
支
援

そ
の
他

　不
　
明

　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

農業    551    321     92    283    420    384    166     38    225     20     32

  100.0   58.3   16.7   51.4   76.2   69.7   30.1    6.9   40.8    3.6    5.8

自営業    147     87     24     60    100     93     32     39     61      3      9

  100.0   59.2   16.3   40.8   68.0   63.3   21.8   26.5   41.5    2.0    6.1

会社員・会社役員    519    344    142    223    396    375     77     37    263     10     25

  100.0   66.3   27.4   43.0   76.3   72.3   14.8    7.1   50.7    1.9    4.8

公務員・団体職員・教員     95     68     28     32     64     72     21      9     47      5      2

  100.0   71.6   29.5   33.7   67.4   75.8   22.1    9.5   49.5    5.3    2.1

パート・アルバイト・派遣社員    116     73     26     60     89     81     10      4     48      4      3

  100.0   62.9   22.4   51.7   76.7   69.8    8.6    3.4   41.4    3.4    2.6

学生     14      9      2      7      9      8      3      1      6      2      1

  100.0   64.3   14.3   50.0   64.3   57.1   21.4    7.1   42.9   14.3    7.1

無職    250    149     33    110    173    162     16     12     66      6     22

  100.0   59.6   13.2   44.0   69.2   64.8    6.4    4.8   26.4    2.4    8.8

その他     50     27     11     28     42     29     10      4     17      2      3

  100.0   54.0   22.0   56.0   84.0   58.0   20.0    8.0   34.0    4.0    6.0

年齢別に見ると、特に30代において「教育や子育てに関する支援などの情報」とする回答が半
数を超えていることが特徴的である。また、30代 50代においては、「避難先での住宅再建
（取得）の支援」とする回答も約半数となった。

避難前の職業別に見ると、農業においては「農林水産業の事業継続や事業再開に関する支
援」、自営業においては「商工業等の事業継続や事業再開に関する支援」の情報を求める声が
多く、いずれも3割近くとなっている。
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・

避難後の仕事の状況
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情
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す
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の
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　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

避難前と同じ仕事をしている    612    400    161    243    465    426     99     61    302     15     32

  100.0   65.4   26.3   39.7   76.0   69.6   16.2   10.0   49.3    2.5    5.2

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65     43     14     35     48     47     10      5     29      2      2

  100.0   66.2   21.5   53.8   73.8   72.3   15.4    7.7   44.6    3.1    3.1

臨時・パートで働いている    125     73     31     68     93     87     35      7     54      5      4

  100.0   58.4   24.8   54.4   74.4   69.6   28.0    5.6   43.2    4.0    3.2

村の見守り隊で働いている    177    110     33     79    139    131     56     14     74      6      6

  100.0   62.1   18.6   44.6   78.5   74.0   31.6    7.9   41.8    3.4    3.4

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194    122     45    108    146    134     44     15     98      7     11

  100.0   62.9   23.2   55.7   75.3   69.1   22.7    7.7   50.5    3.6    5.7

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454    263     50    224    320    305     69     27    145      5     28

  100.0   57.9   11.0   49.3   70.5   67.2   15.2    5.9   31.9    1.1    6.2

その他     59     39     18     30     44     43     17     10     26      9      1

  100.0   66.1   30.5   50.8   74.6   72.9   28.8   16.9   44.1   15.3    1.7

・

現在の収入での暮らし向き
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明

　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258    143     53    151    194    162     59     25    113     10     11

  100.0   55.4   20.5   58.5   75.2   62.8   22.9    9.7   43.8    3.9    4.3

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326    204     69    179    248    226     61     24    155      9     17

  100.0   62.6   21.2   54.9   76.1   69.3   18.7    7.4   47.5    2.8    5.2

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796    512    168    383    604    567    156     58    336     20     40

  100.0   64.3   21.1   48.1   75.9   71.2   19.6    7.3   42.2    2.5    5.0

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338    213     63     85    238    238     51     31    130      8     24

  100.0   63.0   18.6   25.1   70.4   70.4   15.1    9.2   38.5    2.4    7.1

避難前より暮らし向きが楽になった     16      7      1      3      6     12      3      1      3      1      2

  100.0   43.8    6.3   18.8   37.5   75.0   18.8    6.3   18.8    6.3   12.5

その他     15      9      4     10      9     10      5      5      2      4      1

  100.0   60.0   26.7   66.7   60.0   66.7   33.3   33.3   13.3   26.7    6.7

現在の仕事の状況別に見ると、避難前と別の仕事（正職員）、臨時・パート、及び仕事を探し
ている回答者において、「生活費の支援制度に関する情報」を求める声が約55％程度となって
比較的多い。

現在の収入での暮らし向き別に見ても、「非常に苦しい」「苦しい」とする回答者ほど「生活
費の支援制度に関する情報」を求める声が多く半数を超えている一方で、「避難前とほぼ同等
の暮らし」をしている回答者では同様の回答は25％程度となっている。
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・

自宅への帰宅状況
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明

　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

一度も自宅には戻っていない     29     13      5     11     18     13      2      -      8      1      4

  100.0   44.8   17.2   37.9   62.1   44.8    6.9      -   27.6    3.4   13.8

何度か自宅に戻ったが、現在はほとんど戻らない    352    199     91    166    242    220     36     18    142      9     29

  100.0   56.5   25.9   47.2   68.8   62.5   10.2    5.1   40.3    2.6    8.2

何度か自宅に戻っており、現在も時々戻っている    892    571    181    422    685    633    180     76    390     28     39

  100.0   64.0   20.3   47.3   76.8   71.0   20.2    8.5   43.7    3.1    4.4

定期的に自宅に戻っている    403    260     70    184    302    299    109     46    176     11     18

  100.0   64.5   17.4   45.7   74.9   74.2   27.0   11.4   43.7    2.7    4.5

その他     33     22      7      8     22     22      3      4      8      3      2

  100.0   66.7   21.2   24.2   66.7   66.7    9.1   12.1   24.2    9.1    6.1

・

現在の帰村意向（本人及び同居家族）  
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　合　計   1788   1104    363    823   1320   1235    341    147    747     52    105

  100.0   61.7   20.3   46.0   73.8   69.1   19.1    8.2   41.8    2.9    5.9

避難解除されれば村に帰りたい    215    141     31     81    146    151     40     23     38      4     17

  100.0   65.6   14.4   37.7   67.9   70.2   18.6   10.7   17.7    1.9    7.9

避難解除されてもすぐには帰らないが、放射線量の    814    511    149    381    621    608    199     61    309     22     37

下がり具合などを見て、いずれは村に帰るつもりである  100.0   62.8   18.3   46.8   76.3   74.7   24.4    7.5   38.0    2.7    4.5

村には帰るつもりはない    592    355    147    288    442    364     71     41    337     18     33

  100.0   60.0   24.8   48.6   74.7   61.5   12.0    6.9   56.9    3.0    5.6

その他     76     51     18     29     54     50     12     11     32      8      3

  100.0   67.1   23.7   38.2   71.1   65.8   15.8   14.5   42.1   10.5    3.9

現在の帰村意向別に見ると、特に「帰るつもりはない」回答者において「避難先での住宅再建
（取得）の支援」に関する情報を求める声が多く約57％に及んでいる。帰村をあきらめる中で
も、住宅取得は容易ではなく、その支援を求めていることが伺える。

自宅への帰宅状況別に見ると、「現在も時々戻っている」「定期的に戻っている」など、現在
でも自宅へ帰宅する頻度が高いほど、「農林水産業の事業継続や事業再開に関する支援」、
「商工業等の事業継続や事業再開に関する支援」の情報を求める声が多くなる傾向が見られ
る。このことから、自宅へ戻る頻度の高い人ほど、村内での事業継続・事業再開に向け模索し
ている可能性が考えられる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果

（単位：％）

◆　集計表
 全
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知
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要
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い

そ
の
他

無
回
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件数 1788 672 559 1219 702 75 61 94

％ 100.0 37.6 31.3 68.2 39.3 4.2 3.4 5.3

Q23.村では、村民の健康や、今後のことを考えると、放射能の勉強会（リスクコミュニケーション）が必要と
考えていますが、放射能や放射性物質について、どの程度ご存じですか。（○はいくつでも）

「「「「いろいろないろいろないろいろないろいろな意見意見意見意見があるのでどれががあるのでどれががあるのでどれががあるのでどれが本当本当本当本当なのかわからないなのかわからないなのかわからないなのかわからない」」」」((((68686868....2222%)%)%)%)がががが最最最最もももも高高高高いいいい。。。。さまざまなさまざまなさまざまなさまざまな情情情情
報報報報がががが氾濫氾濫氾濫氾濫することによるすることによるすることによるすることによる不安不安不安不安をををを多多多多くのくのくのくの村民村民村民村民がががが抱抱抱抱えているえているえているえている状況状況状況状況がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。

またまたまたまた、「、「、「、「ぜひもっとぜひもっとぜひもっとぜひもっと放射能放射能放射能放射能についてについてについてについて知知知知るるるる機会機会機会機会をををを作作作作ってほしいってほしいってほしいってほしい」」」」((((39393939....3333%)%)%)%)などなどなどなど、、、、放射能放射能放射能放射能についてさらについてさらについてさらについてさら
にににに知識知識知識知識をををを得得得得るるるる必要必要必要必要があることをがあることをがあることをがあることを認識認識認識認識しているしているしているしている村民村民村民村民がががが多多多多いいいい。。。。
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■クロス集計結果

・

年齢
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知
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そ
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不
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　合　計   1788    672    559   1219    702     75     61     94

  100.0   37.6   31.3   68.2   39.3    4.2    3.4    5.3

10代     10      2      2      6      1      1      -      -

  100.0   20.0   20.0   60.0   10.0   10.0      -      -

20代    101     24     22     65     26      4      7      4

  100.0   23.8   21.8   64.4   25.7    4.0    6.9    4.0

30代    171     34     27    117     52     10     17      6

  100.0   19.9   15.8   68.4   30.4    5.8    9.9    3.5

40代    204     62     40    141     45     15     11     13

  100.0   30.4   19.6   69.1   22.1    7.4    5.4    6.4

50代    454    141    133    347    183     18      9     15

  100.0   31.1   29.3   76.4   40.3    4.0    2.0    3.3

60代    414    177    167    299    198     17     11     15

  100.0   42.8   40.3   72.2   47.8    4.1    2.7    3.6

70歳以上    411    228    163    236    190      8      6     34

  100.0   55.5   39.7   57.4   46.2    1.9    1.5    8.3

年齢別に見ると、60代以上において「知識がなく、あまりわからない」との回答が多く、また
「わからないのでもっと知りたい」「もっと知る機会を作ってほしい」とする回答も4 5割近
くになっている。一方、より若い世代においても「知っているので勉強会は必要ない」との回
答が多いわけではない。
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・

避難後（現在）の居住地
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知
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　合　計   1788    672    559   1219    702     75     61     94

  100.0   37.6   31.3   68.2   39.3    4.2    3.4    5.3

福島市   1004    367    316    698    381     36     29     50

  100.0   36.6   31.5   69.5   37.9    3.6    2.9    5.0

伊達市    199     81     68    137     85      8      9      7

  100.0   40.7   34.2   68.8   42.7    4.0    4.5    3.5

二本松市     23      8      6     16     13      1      -      -

  100.0   34.8   26.1   69.6   56.5    4.3      -      -

郡山市     15      5      2     11      3      1      1      1

  100.0   33.3   13.3   73.3   20.0    6.7    6.7    6.7

相馬市    125     59     39     81     64      6      -      7

  100.0   47.2   31.2   64.8   51.2    4.8      -    5.6

南相馬市     95     36     24     70     36      3      3      6

  100.0   37.9   25.3   73.7   37.9    3.2    3.2    6.3

川俣町    111     39     38     81     47      4      3      6

  100.0   35.1   34.2   73.0   42.3    3.6    2.7    5.4

その他     75     21     20     47     23      6     13      -

  100.0   28.0   26.7   62.7   30.7    8.0   17.3      -

現在の居住地別に見ると、特に相馬市において約半数近くが「知識がなく、あまりわからな
い」「もっと知る機会を作ってほしい」と回答しており、他と比較してやや多い傾向にある。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

学
校
や
幼
稚
園

、
保
育

園

、
P
T
A
の
行
事
と
し

て
実
施
し
て
欲
し
い

行
政
区
や
仮
設
な
ど
の
自

治
会
で
実
施
し
て
欲
し
い

健
康
教
室
と
一
緒
に
実
施

し
て
欲
し
い

住
民
懇
談
会
の
中
で
一
緒

に
実
施
し
て
欲
し
い

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
の

場
で
実
施
し
て
欲
し
い

放
射
能
に
つ
い
て
非
常
に

心
配
な
の
で

、
個
別
に
相

談
を
実
施
し
て
ほ
し
い

広
報
や
チ
ラ
シ

、
新
聞
な

ど
で
特
集
を
組
み

、
知
ら

せ
て
欲
し
い

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 230 718 275 513 442 211 789 72 215

％ 100.0 12.9 40.2 15.4 28.7 24.7 11.8 44.1 4.0 12.0

Q24.放射能の勉強会は、どのような場で実施すると参加しやすいですか。（○はいくつでも）

「「「「広報広報広報広報ややややチラシチラシチラシチラシ、、、、新聞新聞新聞新聞などでなどでなどでなどで特集特集特集特集をををを組組組組みみみみ、、、、知知知知らせてらせてらせてらせて欲欲欲欲しいしいしいしい」」」」((((44444444....1111%)%)%)%)、「、「、「、「行政区行政区行政区行政区やややや仮設仮設仮設仮設などのなどのなどのなどの自自自自
治会治会治会治会でででで実施実施実施実施してしてしてして欲欲欲欲しいしいしいしい」」」」((((40404040....2222%)%)%)%)へのへのへのへの回答回答回答回答はそれぞれはそれぞれはそれぞれはそれぞれ4444割割割割をををを超超超超ええええ、、、、普段普段普段普段のののの生活生活生活生活でででで接接接接するするするする機会機会機会機会のののの
多多多多いいいい、、、、媒体媒体媒体媒体・・・・場所場所場所場所でのでのでのでの開催開催開催開催をををを希望希望希望希望するするするする意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。

0.0
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90.0

100.0

学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
、

P
T
A

の
行
事
と
し
て

実
施
し
て
欲
し
い

行
政
区
や
仮
設
な
ど
の

自
治
会
で
実
施
し
て

欲
し
い

健
康
教
室
と
一
緒
に

実
施
し
て
欲
し
い

住
民
懇
談
会
の
中
で

一
緒
に
実
施
し
て
欲
し
い

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
の

場
で
実
施
し
て
欲
し
い

放
射
能
に
つ
い
て

非
常
に
心
配
な
の
で
、

個
別
に
相
談
を
実
施
し
て
ほ
し
い

広
報
や
チ
ラ
シ
、
新
聞
な
ど
で

特
集
を
組
み
、
知
ら
せ
て
欲
し
い

そ
の
他

無
回
答
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■クロス集計結果

・

年齢

 調
査
数

学
校
や
幼
稚
園
、

保
育
園
、

P
T
A
 
の
行
事
と
し
て
実
施

し
て
欲
し
い

行
政
区
や
仮
設
な
ど
の
自
治
会

で
実
施
し
て
欲
し
い

健
康
教
室
と
一
緒
に
実
施
し
て

欲
し
い

住
民
懇
談
会
の
中
で
一
緒
に
実

施
し
て
欲
し
い

専
門
家
に
よ
る
講
演
会
の
場
で

実
施
し
て
欲
し
い

放
射
能
に
つ
い
て
非
常
に
心
配

な
の
で
、

個
別
に
相
談
を
実
施

し
て
ほ
し
い

広
報
や
チ
ラ
シ
、

新
聞
な
ど
で

特
集
を
組
み
、

知
ら
せ
て
欲
し

い そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    230    718    275    513    442    211    789     72    215

  100.0   12.9   40.2   15.4   28.7   24.7   11.8   44.1    4.0   12.0

10代     10      2      2      -      1      4      -      6      -      1

  100.0   20.0   20.0      -   10.0   40.0      -   60.0      -   10.0

20代    101     23     14      7     18     26     15     58      4      9

  100.0   22.8   13.9    6.9   17.8   25.7   14.9   57.4    4.0    8.9

30代    171     33     30     16     25     44     24     94     14     15

  100.0   19.3   17.5    9.4   14.6   25.7   14.0   55.0    8.2    8.8

40代    204     35     56     19     50     43     15    108     15     21

  100.0   17.2   27.5    9.3   24.5   21.1    7.4   52.9    7.4   10.3

50代    454     52    198     76    153    129     36    206     18     44

  100.0   11.5   43.6   16.7   33.7   28.4    7.9   45.4    4.0    9.7

60代    414     62    226     82    169    111     55    166      8     39

  100.0   15.0   54.6   19.8   40.8   26.8   13.3   40.1    1.9    9.4

70歳以上    411     22    188     74     95     84     63    146     12     76

  100.0    5.4   45.7   18.0   23.1   20.4   15.3   35.5    2.9   18.5

年齢別に見ると、20 40代においては「広報やちらし、新聞などでの特集」を期待する声が最
も多いのに対し、50代では「広報やちらし、新聞などでの特集」と「行政区や仮設などの自治
会」とする回答がほぼ同数となり、60代以上では「行政区や仮設などの自治会」との回答が最
も多くなっている。また50 60代においては「住民懇談会の中で」との回答も3 4割にのぼっ
た。
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２．６　村の除染及び村への帰村に対する意見に関する調査結果

【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
全
 
 
体

除
染
の
効
果
に
つ
い
て
大
い

に
期
待
し
て
い
る

除
染
の
効
果
は
一
定
程
度
あ

る
と

、
期
待
し
て
い
る

実
施
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら

な
い

。

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
が
除

染
せ
ず
に
は
復
興
が
進
ま
な

い
の
で
や

っ
て
ほ
し
い

除
染
に
つ
い
て

、
あ
ま
り
期

待
で
き
な
い

除
染
に
は
全
く
期
待
で
き
な

い そ
の
他

無
回
答

件数 1788 93 99 352 369 393 395 24 63

％  100.0 5.2 5.5 19.7 20.6 22.0 22.1 1.3 3.5

Q25.今後、国において村の本格的除染が予定されています。除染に対してどのように考えていますか。（１
つに○印）

 

「「「「除染除染除染除染のののの効果効果効果効果についてについてについてについて大大大大いにいにいにいに期待期待期待期待しているしているしているしている」」」」((((5555....2222%)%)%)%)、「、「、「、「除染除染除染除染のののの効果効果効果効果はははは一定程度一定程度一定程度一定程度あるとあるとあるとあると、、、、期待期待期待期待してしてしてして
いるいるいるいる」」」」((((5555....5555%)%)%)%)とととと除染除染除染除染のののの実施実施実施実施によりあるによりあるによりあるによりある程度程度程度程度のののの効果効果効果効果があることをがあることをがあることをがあることを期待期待期待期待しているしているしているしている村民村民村民村民はははは1111割程度割程度割程度割程度でででで
あるあるあるある。。。。一方一方一方一方、「、「、「、「除染除染除染除染にはにはにはには全全全全くくくく期待期待期待期待できないできないできないできない」」」」((((22222222....1111%)%)%)%)、「、「、「、「除染除染除染除染についてについてについてについて、、、、あまりあまりあまりあまり期待期待期待期待できないできないできないできない」」」」
((((22222222....0000%)%)%)%)などなどなどなど、、、、除染除染除染除染のののの効果効果効果効果はははは期待期待期待期待できないというできないというできないというできないという回答回答回答回答がががが4444割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。

除染の効果に

ついて大いに

期待している

5.2%

除染の効果は一定程

度あると、期待して

いる

5.5%

実施してみない

とわからない。

19.7%

あまり期待できないが

除染せずには復興が

進まないので

やってほしい

20.6%

除染について、

あまり期待できない

22.0%

除染には

全く期待できない

22.1%

その他

1.3%

無回答

3.5%
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■クロス集計結果

・

年齢

 調
査
数

除
染
の
効
果
に
つ
い
て
大
い
に
期
待

し
て
い
る

除
染
の
効
果
は
一
定
程
度
あ
る
と
、

期
待
し
て
い
る

実
施
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
が
除
染
せ
ず

に
は
復
興
が
進
ま
な
い
の
で
や
っ

て

ほ
し
い

除
染
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
期
待
で
き

な
い

除
染
に
は
全
く
期
待
で
き
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788     93     99    352    369    393    395     24     63

  100.0    5.2    5.5   19.7   20.6   22.0   22.1    1.3    3.5

10代     10      -      -      3      2      2      3      -      -

  100.0      -      -   30.0   20.0   20.0   30.0      -      -

20代    101      1      5     10     14     28     38      4      1

  100.0    1.0    5.0    9.9   13.9   27.7   37.6    4.0    1.0

30代    171      1      5     34     20     45     60      4      2

  100.0    0.6    2.9   19.9   11.7   26.3   35.1    2.3    1.2

40代    204      3      7     28     43     54     62      2      5

  100.0    1.5    3.4   13.7   21.1   26.5   30.4    1.0    2.5

50代    454     11     17    101     80    108    117      8     12

  100.0    2.4    3.7   22.2   17.6   23.8   25.8    1.8    2.6

60代    414     22     30     92    108     88     60      3     11

  100.0    5.3    7.2   22.2   26.1   21.3   14.5    0.7    2.7

70歳以上    411     52     35     81    101     66     48      2     26

  100.0   12.7    8.5   19.7   24.6   16.1   11.7    0.5    6.3

年齢別に見ると、70歳以上において「大いに期待している」との回答が1割を超えるなど、60
代以上においては除染に対する期待感が比較的大きい。一方で、20代 50代においては、年齢
が若いほど「あまり期待できない」「まったく期待できない」との回答が多くなる傾向があ
り、若年層ほど除染の効果に対して懐疑的であることがわかる。
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・

避難前の居住地区

 調
査
数

除
染
の
効
果
に
つ
い
て
大
い
に
期
待

し
て
い
る

除
染
の
効
果
は
一
定
程
度
あ
る
と
、

期
待
し
て
い
る

実
施
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
が
除
染
せ
ず

に
は
復
興
が
進
ま
な
い
の
で
や
っ

て

ほ
し
い

除
染
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
期
待
で
き

な
い

除
染
に
は
全
く
期
待
で
き
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788     93     99    352    369    393    395     24     63

  100.0    5.2    5.5   19.7   20.6   22.0   22.1    1.3    3.5

草野    208     14     11     35     45     50     45      1      7

  100.0    6.7    5.3   16.8   21.6   24.0   21.6    0.5    3.4

深谷     85      7      5     24     13     12     20      -      4

  100.0    8.2    5.9   28.2   15.3   14.1   23.5      -    4.7

伊丹沢    105      4      4     25     23     24     21      1      3

  100.0    3.8    3.8   23.8   21.9   22.9   20.0    1.0    2.9

関沢     89      6      4     19     11     21     24      2      2

  100.0    6.7    4.5   21.3   12.4   23.6   27.0    2.2    2.2

小宮    119      4      8     23     22     26     29      3      4

  100.0    3.4    6.7   19.3   18.5   21.8   24.4    2.5    3.4

八木沢・芦原     43      -      1      5     14     11      9      1      2

  100.0      -    2.3   11.6   32.6   25.6   20.9    2.3    4.7

大倉     42      1      2     10      6      8     14      -      1

  100.0    2.4    4.8   23.8   14.3   19.0   33.3      -    2.4

佐須     65      4      3     13     14     18      7      -      6

  100.0    6.2    4.6   20.0   21.5   27.7   10.8      -    9.2

宮内     71      3      2     12     14     17     18      1      4

  100.0    4.2    2.8   16.9   19.7   23.9   25.4    1.4    5.6

飯樋町    115      7     14     27     22     20     19      5      1

  100.0    6.1   12.2   23.5   19.1   17.4   16.5    4.3    0.9

前田・八和木     98      4      7     19     27     18     20      1      2

  100.0    4.1    7.1   19.4   27.6   18.4   20.4    1.0    2.0

大久保・外内     71      5      6     14      8     23     12      1      2

  100.0    7.0    8.5   19.7   11.3   32.4   16.9    1.4    2.8

上飯樋    168      8      8     29     44     35     41      3      -

  100.0    4.8    4.8   17.3   26.2   20.8   24.4    1.8      -

比曽     81      7      3     14     17     20     18      -      2

  100.0    8.6    3.7   17.3   21.0   24.7   22.2      -    2.5

長泥     76      3      4      8     23     14     19      -      5

  100.0    3.9    5.3   10.5   30.3   18.4   25.0      -    6.6

蕨平     47      2      -     10      9     10     11      -      5

  100.0    4.3      -   21.3   19.1   21.3   23.4      -   10.6

関根・松塚     55      2      2      8     14     13     14      2      -

  100.0    3.6    3.6   14.5   25.5   23.6   25.5    3.6      -

臼石     76      5      8     14     15     15     15      2      2

  100.0    6.6   10.5   18.4   19.7   19.7   19.7    2.6    2.6

前田     62      -      5     10     13     22     11      -      1

  100.0      -    8.1   16.1   21.0   35.5   17.7      -    1.6

二枚橋・須萱     67      4      2     26     12      6     14      -      3

  100.0    6.0    3.0   38.8   17.9    9.0   20.9      -    4.5

その他      5      -      -      -      1      2      2      -      -

  100.0      -      -      -   20.0   40.0   40.0      -      -

避難前の居住地区別に見ても、地区ごとに数値にばらつきはあるものの、「避難指示区域の見
直し」に関する村の方針で示された「帰還困難区域」「居住制限区域」「避難指示解除準備区
域」の区分に合致した傾向などは見られない。除染モデル地区となっている草野地区などにお
いても、他地区と比較して大きな特徴はない。
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・

避難後（現在）の居住地

 調
査
数

除
染
の
効
果
に
つ
い
て
大
い
に
期
待

し
て
い
る

除
染
の
効
果
は
一
定
程
度
あ
る
と
、

期
待
し
て
い
る

実
施
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。

あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
が
除
染
せ
ず

に
は
復
興
が
進
ま
な
い
の
で
や
っ

て

ほ
し
い

除
染
に
つ
い
て
、

あ
ま
り
期
待
で
き

な
い

除
染
に
は
全
く
期
待
で
き
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788     93     99    352    369    393    395     24     63

  100.0    5.2    5.5   19.7   20.6   22.0   22.1    1.3    3.5

福島市   1004     56     50    213    219    212    219      9     26

  100.0    5.6    5.0   21.2   21.8   21.1   21.8    0.9    2.6

伊達市    199     10     17     37     38     45     43      1      8

  100.0    5.0    8.5   18.6   19.1   22.6   21.6    0.5    4.0

二本松市     23      1      -      8      6      4      3      1      -

  100.0    4.3      -   34.8   26.1   17.4   13.0    4.3      -

郡山市     15      -      1      3      1      2      7      -      1

  100.0      -    6.7   20.0    6.7   13.3   46.7      -    6.7

相馬市    125      5      8     24     19     33     27      1      8

  100.0    4.0    6.4   19.2   15.2   26.4   21.6    0.8    6.4

南相馬市     95      4      4     17     20     22     23      3      2

  100.0    4.2    4.2   17.9   21.1   23.2   24.2    3.2    2.1

川俣町    111      3     10     16     36     22     19      -      5

  100.0    2.7    9.0   14.4   32.4   19.8   17.1      -    4.5

その他     75      3      3      9      7     26     20      5      2

  100.0    4.0    4.0   12.0    9.3   34.7   26.7    6.7    2.7

現在の居住地別に見ると、川俣町の居住者において「あまり期待できないがやってほしい」と
の回答割合が3割を超えて比較的髙い傾向が見られた。反対に、郡山市及びその他の居住者に
おいて「除染には全く期待できない」の回答率が高くなっている。避難先の距離によって、除
染への期待度の変化がうかがえる結果となった。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
  全

 
 
体

よ
く
知

っ
て
い
る

な
ん
と
な
く
知

っ

て
い
る

あ
ま
り
知
ら
な
い

ま

っ
た
く
知
ら
な

い 無
回
答

件数 1788 126 482 576 550 54

％ 100.0 7.0 27.0 32.2 30.8 3.0

Q26.村では「いいたて　までいな復興計画（第１版）」を策定し、帰村したい方、帰村したいが今は帰れない
方、帰村できない方、それぞれ一人ひとりに向き合ったり支援していくという計画を作っていますが、この復
興計画をご存じですか。（１つに○印）

「「「「よくよくよくよく知知知知っているっているっているっている」」」」((((7777....0000%)%)%)%)、「、「、「、「なんとなくなんとなくなんとなくなんとなく知知知知っているっているっているっている」」」」((((27272727....0000%)%)%)%)のようにのようにのようにのように、、、、復興計画復興計画復興計画復興計画についてあるについてあるについてあるについてある程度程度程度程度
知知知知っているっているっているっている村民村民村民村民はははは合計合計合計合計3333割程度割程度割程度割程度であったであったであったであった。。。。一方一方一方一方、「、「、「、「あまりあまりあまりあまり知知知知らないらないらないらない」」」」((((32323232....2222%)%)%)%)、「、「、「、「まったくまったくまったくまったく知知知知らないらないらないらない」」」」
((((30303030....8888%)%)%)%)といったといったといったといった復興計画復興計画復興計画復興計画をををを知知知知らないとらないとらないとらないと回答回答回答回答したしたしたした村民村民村民村民はははは6666割割割割をををを超超超超えているえているえているえている。。。。

よく知っている

7.0%

なんとなく

知っている

27.0%

あまり知らない

32.2%

まったく知らない

30.8%

無回答

3.0%
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

よ
く
知
っ

て
い
る

な
ん
と
な
く
知
っ

て
い

る あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    126    482    576    550     54

  100.0    7.0   27.0   32.2   30.8    3.0

10代     10      -      3      1      6      -

  100.0      -   30.0   10.0   60.0      -

20代    101      2     16     27     55      1

  100.0    2.0   15.8   26.7   54.5    1.0

30代    171      9     38     54     68      2

  100.0    5.3   22.2   31.6   39.8    1.2

40代    204     13     70     47     70      4

  100.0    6.4   34.3   23.0   34.3    2.0

50代    454     32    135    148    131      8

  100.0    7.0   29.7   32.6   28.9    1.8

60代    414     47    101    142    113     11

  100.0   11.4   24.4   34.3   27.3    2.7

70歳以上    411     23    113    152    101     22

  100.0    5.6   27.5   37.0   24.6    5.4

・

避難前の職業

 　調
査
数

よ
く
知
っ

て
い
る

な
ん
と
な
く
知
っ

て
い

る あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    126    482    576    550     54

  100.0    7.0   27.0   32.2   30.8    3.0

農業    551     44    146    191    144     26

  100.0    8.0   26.5   34.7   26.1    4.7

自営業    147     13     47     36     48      3

  100.0    8.8   32.0   24.5   32.7    2.0

会社員・会社役員    519     19    137    163    194      6

  100.0    3.7   26.4   31.4   37.4    1.2

公務員・団体職員・教員     95     28     29     19     17      2

  100.0   29.5   30.5   20.0   17.9    2.1

パート・アルバイト・派遣社員    116      3     29     45     37      2

  100.0    2.6   25.0   38.8   31.9    1.7

学生     14      1      5      -      7      1

  100.0    7.1   35.7      -   50.0    7.1

無職    250     13     66     91     74      6

  100.0    5.2   26.4   36.4   29.6    2.4

その他     50      4     15     16     15      -

  100.0    8.0   30.0   32.0   30.0      -

年齢別に見ると、最も認知度が高いのは40代（「よく知っている」「なんとなく知っている」
の合計が約4割）である一方、20代においては「まったく知らない」が半数を超えるなど、比
較的認知度が低い。

避難前の職業別に見ると、特に「公務員・団体職員・教員」において「よく知っている」「な
んとなく知っている」の合計が6割に上ることが特徴的であるが、これは村役場職員が含まれ
ているためと考えられる。
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・

避難後の仕事の状況

 　調
査
数

よ
く
知
っ

て
い
る

な
ん
と
な
く
知
っ

て
い

る あ
ま
り
知
ら
な
い

ま
っ

た
く
知
ら
な
い

　不
　
明

　合　計   1788    126    482    576    550     54

  100.0    7.0   27.0   32.2   30.8    3.0

避難前と同じ仕事をしている    612     47    182    183    189     11

  100.0    7.7   29.7   29.9   30.9    1.8

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65      1     13     22     28      1

  100.0    1.5   20.0   33.8   43.1    1.5

臨時・パートで働いている    125      9     38     41     35      2

  100.0    7.2   30.4   32.8   28.0    1.6

村の見守り隊で働いている    177     19     51     55     48      4

  100.0   10.7   28.8   31.1   27.1    2.3

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194      7     46     61     72      8

  100.0    3.6   23.7   31.4   37.1    4.1

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454     35    112    171    124     12

  100.0    7.7   24.7   37.7   27.3    2.6

その他     59      2     19     15     18      5

  100.0    3.4   32.2   25.4   30.5    8.5

・

現在の収入での暮らし向き

 　調
査
数

よ
く

知
っ

て

い
る

な
ん
と

な
く

知
っ

て

い
る

あ
ま
り

知
ら
な

い ま
っ

た

く
知
ら

な
い

　不
　
明

　合　計   1788    126    482    576    550     54

  100.0    7.0   27.0   32.2   30.8    3.0

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258      9     45     72    122     10

  100.0    3.5   17.4   27.9   47.3    3.9

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326     17     89    110    106      4

  100.0    5.2   27.3   33.7   32.5    1.2

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796     58    226    272    217     23

  100.0    7.3   28.4   34.2   27.3    2.9

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338     36    106    100     86     10

  100.0   10.7   31.4   29.6   25.4    3.0

避難前より暮らし向きが楽になった     16      2      5      4      5      -

  100.0   12.5   31.3   25.0   31.3      -

その他     15      2      4      4      5      -

  100.0   13.3   26.7   26.7   33.3      -

避難後の仕事の状況別に見ると、避難前と別の仕事（正職員）をしている、仕事を探している
という回答者において、「まったく知らない」が4割前後と比較的多くなっている。新たな就
労先の確保が必要な状況の中で、村の復興計画に関する情報を十分に受け止める余裕がない状
態にあることが伺える。

現在の収入での暮らし向き別に見ても、「非常に苦しい」との回答者においては約半数近くが
「まったく知らない」と回答するなど、暮らし向きが苦しいほど復興計画についての認知度が
下がる傾向が見られる。これもまた、復興計画に関する情報を十分に受け止める余裕がない状
態であることの表れと考えられる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果

◆　集計表
  全

 
 
体

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村

に
帰
り
た
い

解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に

は
帰
ら
な
い
が

、
い
ず

れ
は
村
に
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は

な
い

そ
の
他

無
回
答

件数 1788 215 814 592 76 91

％ 100.0 12.0 45.5 33.1 4.3 5.1

Q27.あなた（及び現在同居中のご家族）は、帰村についてどのようにお考えですか。今のお考えに最も近
いものを1つ選んでお答えください。（１つに○印）

「「「「避難解除避難解除避難解除避難解除されればされればされればされれば村村村村にににに帰帰帰帰りたいりたいりたいりたい」」」」((((12121212....0000%)%)%)%)、「、「、「、「解除解除解除解除されてもすぐにはされてもすぐにはされてもすぐにはされてもすぐには帰帰帰帰らないがらないがらないがらないが、、、、いずれはいずれはいずれはいずれは村村村村
にににに帰帰帰帰るるるる」」」」((((45454545....5555%)%)%)%)とととと、、、、計計計計57575757....5555%%%%がががが村村村村にににに帰帰帰帰りたいというりたいというりたいというりたいという意向意向意向意向をををを示示示示しているしているしているしている。。。。一方一方一方一方、、、、33333333....1111%%%%はははは「「「「村村村村にににに帰帰帰帰るるるる
つもりはないつもりはないつもりはないつもりはない」」」」というというというという意向意向意向意向をををを示示示示しているしているしているしている。。。。

避難解除さ

れれば村に

帰りたい

12.0%

解除されてもすぐ

には帰らないが、

いずれは村に帰る

45.5%

村には帰るつもり

はない

33.1%

その他

4.3%

無回答

5.1%
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■クロス集計結果

・

年齢

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

10代     10      -      4      6      -      -

  100.0      -   40.0   60.0      -      -

20代    101      3     21     73      2      2

  100.0    3.0   20.8   72.3    2.0    2.0

30代    171      7     47     94     15      8

  100.0    4.1   27.5   55.0    8.8    4.7

40代    204     18     71     91     15      9

  100.0    8.8   34.8   44.6    7.4    4.4

50代    454     32    231    161     16     14

  100.0    7.0   50.9   35.5    3.5    3.1

60代    414     66    225     88     18     17

  100.0   15.9   54.3   21.3    4.3    4.1

70歳以上    411     87    209     66     10     39

  100.0   21.2   50.9   16.1    2.4    9.5

年齢別に見ると、年齢が高くなるほど、「避難解除されれば村に帰りたい」という回答が多
く、「村に帰るつもりはない」という回答が少なくなるという傾向がある。加えて、50代以上
のすべての年齢層において「すぐには帰らないが、放射線量の下がり具合などを見て、いずれ
は帰る」との回答が半数以上を占めている。帰村希望の強い比較的高齢の世帯においても、避
難指示解除のみでは帰村の意思を固められないということがわかる。
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・

避難前の居住地区

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な
い

が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど
を
見

て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

草野    208     27     82     82      9      8

  100.0   13.0   39.4   39.4    4.3    3.8

深谷     85     16     40     22      2      5

  100.0   18.8   47.1   25.9    2.4    5.9

伊丹沢    105      6     60     27      4      8

  100.0    5.7   57.1   25.7    3.8    7.6

関沢     89      6     38     32      6      7

  100.0    6.7   42.7   36.0    6.7    7.9

小宮    119     11     52     44      7      5

  100.0    9.2   43.7   37.0    5.9    4.2

八木沢・芦原     43      4     18     18      -      3

  100.0    9.3   41.9   41.9      -    7.0

大倉     42      6     24     10      -      2

  100.0   14.3   57.1   23.8      -    4.8

佐須     65     13     29     17      3      3

  100.0   20.0   44.6   26.2    4.6    4.6

宮内     71      8     36     23      2      2

  100.0   11.3   50.7   32.4    2.8    2.8

飯樋町    115     19     46     37      7      6

  100.0   16.5   40.0   32.2    6.1    5.2

前田・八和木     98     13     49     27      1      8

  100.0   13.3   50.0   27.6    1.0    8.2

大久保・外内     71     14     26     24      6      1

  100.0   19.7   36.6   33.8    8.5    1.4

上飯樋    168     15     82     56      6      9

  100.0    8.9   48.8   33.3    3.6    5.4

比曽     81      4     40     28      4      5

  100.0    4.9   49.4   34.6    4.9    6.2

長泥     76     10     31     29      2      4

  100.0   13.2   40.8   38.2    2.6    5.3

蕨平     47      3     18     21      2      3

  100.0    6.4   38.3   44.7    4.3    6.4

関根・松塚     55      7     26     14      4      4

  100.0   12.7   47.3   25.5    7.3    7.3

臼石     76     13     39     20      2      2

  100.0   17.1   51.3   26.3    2.6    2.6

前田     62      9     25     25      3      -

  100.0   14.5   40.3   40.3    4.8      -

二枚橋・須萱     67      9     40     14      4      -

  100.0   13.4   59.7   20.9    6.0      -

その他      5      -      1      2      1      1

  100.0      -   20.0   40.0   20.0   20.0

避難前の居住地区別に見ると、各行政区において回答傾向に若干の差異があることがわかる。
しかしながら、「避難指示区域の見直し」に関する村の方針で示された「帰還困難区域」「居
住制限区域」「避難指示解除準備区域」の区分に合致した傾向が見られるわけではなく、「避
難指示解除準備区域」とされた行政区でも「村には帰るつもりがない」との回答が多い地区も
ある一方、「帰還困難区域」とされた長泥行政区でも「避難解除されれば村に帰りたい」との
回答が1割以上ある。「避難指示区域の見直し」の方向性とは別に、行政区ごとの特性により
意見が異なっている可能性がある。
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・

避難後（現在）の居住地

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

福島市   1004    119    469    338     35     43

  100.0   11.9   46.7   33.7    3.5    4.3

伊達市    199     32     92     54     10     11

  100.0   16.1   46.2   27.1    5.0    5.5

二本松市     23      2     11      5      2      3

  100.0    8.7   47.8   21.7    8.7   13.0

郡山市     15      2      5      8      -      -

  100.0   13.3   33.3   53.3      -      -

相馬市    125     13     65     32      6      9

  100.0   10.4   52.0   25.6    4.8    7.2

南相馬市     95     12     45     31      4      3

  100.0   12.6   47.4   32.6    4.2    3.2

川俣町    111     18     54     33      3      3

  100.0   16.2   48.6   29.7    2.7    2.7

その他     75      2     22     37     10      4

  100.0    2.7   29.3   49.3   13.3    5.3

避難後（現在）の居住地別に見ると、用意された選択肢に現在の居住地がない（「その他」を
選択した）回答者において、「村には帰るつもりはない」という回答が約半数を占めるという
髙い結果となった。これは、遠隔地などに個別避難している村民ほど、すでに帰村しないとい
う判断を下している例が多いためと考えられる。
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・

同居家族の居住状況

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

変わらない    602     94    272    179     22     35

  100.0   15.6   45.2   29.7    3.7    5.8

２カ所に    719     78    339    235     33     34

別れて避難  100.0   10.8   47.1   32.7    4.6    4.7

３カ所に    314     22    142    126     12     12

別れて避難  100.0    7.0   45.2   40.1    3.8    3.8

４カ所以上に     90     11     38     34      4      3

別れて避難  100.0   12.2   42.2   37.8    4.4    3.3

その他     15      1      5      4      3      2

  100.0    6.7   33.3   26.7   20.0   13.3

同居家族の居住状況別に見ると、被災前と同居家族が「変わらない」と回答した世帯では「避
難解除されれば村に帰りたい」とする回答が比較的多く、「村には帰るつもりはない」との回
答は比較的少ない結果となっている。一方で、被災前の同居家族が3 4カ所に別れて避難して
いる世帯では、「村には帰るつもりはない」との回答が約4割と比較的多くなっている。
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・

避難前の職業

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

農業    551     73    314    120     13     31

  100.0   13.2   57.0   21.8    2.4    5.6

自営業    147     28     58     41     10     10

  100.0   19.0   39.5   27.9    6.8    6.8

会社員・会社役員    519     37    197    241     25     19

  100.0    7.1   38.0   46.4    4.8    3.7

公務員・団体職員・教員     95     15     47     27      5      1

  100.0   15.8   49.5   28.4    5.3    1.1

パート・アルバイト・派遣社員    116     13     39     51      8      5

  100.0   11.2   33.6   44.0    6.9    4.3

学生     14      -      4     10      -      -

  100.0      -   28.6   71.4      -      -

無職    250     41    120     61     11     17

  100.0   16.4   48.0   24.4    4.4    6.8

その他     50      4     16     26      2      2

  100.0    8.0   32.0   52.0    4.0    4.0

避難前の職業別に見ると、「会社員・会社役員」では「村には帰るつもりはない」という回答
が5割弱と多くなっている。これは、避難前から勤務先が村外であった方が含まれていること
も一因と考えられる。一方、「農業」「自営業」「公務員・団体職員・教員」では、「避難解
除されれば村に帰る」「放射線量の下がり具合などを見て、いずれは帰る」との回答が、いず
れも合わせて6 7割に上っており、時期を別にすれば帰村意思のある村民が比較的多いことが
わかる。特に「自営業」において「避難解除されれば村に帰る」が約2割に上っていることが
注目される。
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・

避難後の仕事の状況

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

避難前と同じ仕事をしている    612     70    247    247     28     20

  100.0   11.4   40.4   40.4    4.6    3.3

避難前と別の仕事（正職員）をしている     65      3     22     31      4      5

  100.0    4.6   33.8   47.7    6.2    7.7

臨時・パートで働いている    125      6     68     43      4      4

  100.0    4.8   54.4   34.4    3.2    3.2

村の見守り隊で働いている    177     23    102     40      4      8

  100.0   13.0   57.6   22.6    2.3    4.5

今、仕事をしていないが、仕事を探している    194     12     83     80      9     10

  100.0    6.2   42.8   41.2    4.6    5.2

今、仕事をしていないし、今後も予定はない    454     86    220    107     14     27

  100.0   18.9   48.5   23.6    3.1    5.9

その他     59      6     21     18      9      5

  100.0   10.2   35.6   30.5   15.3    8.5

避難後の仕事の状況別に見ると、「避難前と別の仕事（正職員）をしている」「仕事を探して
いる」とした回答者において、「村には帰るつもりはない」との回答がいずれも4割を超えて
おり比較的多くなっている。これは、すでに帰村しないという判断を下して転職したり職を探
したりしていることを反映しているものと考えられる。一方、「村の見守り隊で働いている」
「今仕事をしていないし、今後も予定はない」との回答では、「村には帰るつもりはない」と
の回答はそれぞれ約2割と少なくなっており、見守り隊という形の雇用創出が村民の心をつな
ぎ止めるために一定の効果を上げているものと考えられる。
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・

避難後の収入 避難後の支出

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91 　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1   100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

収入がほとんど    468     71    208    147     15     27 非常に支出が    921     93    406    339     43     40

なくなった  100.0   15.2   44.4   31.4    3.2    5.8  増えた  100.0   10.1   44.1   36.8    4.7    4.3

月額で1/3    211     22    109     67      7      6 やや支出が    519     78    251    143     24     23

くらいに減った  100.0   10.4   51.7   31.8    3.3    2.8  増えた  100.0   15.0   48.4   27.6    4.6    4.4

月額で1/2    156      8     82     55      5      6 あまり    177     22     88     51      5     11

くらいに減った  100.0    5.1   52.6   35.3    3.2    3.8  変わらない  100.0   12.4   49.7   28.8    2.8    6.2

月額で2/3    172     16     78     59     10      9 やや支出が     52      4     22     24      1      1

くらいに減った  100.0    9.3   45.3   34.3    5.8    5.2  減った  100.0    7.7   42.3   46.2    1.9    1.9

あまり    609     76    258    220     30     25 非常に支出が     36      5     20      8      -      3

 変わらない  100.0   12.5   42.4   36.1    4.9    4.1  減った  100.0   13.9   55.6   22.2      -    8.3

収入が増えた     45      6     24      9      2      4 わからない     44      9     16     12      2      5

  100.0   13.3   53.3   20.0    4.4    8.9   100.0   20.5   36.4   27.3    4.5   11.4

その他     45      6     19     14      5      1

  100.0   13.3   42.2   31.1   11.1    2.2

現在の収入での暮らし向き

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

切り詰めた生活をしているが、非常に苦しい    258     26    102    111      4     15

  100.0   10.1   39.5   43.0    1.6    5.8

切り詰めた生活をしているが、苦しい    326     31    145    128      9     13

  100.0    9.5   44.5   39.3    2.8    4.0

切り詰めた生活をして、何とか暮らせている    796     98    379    237     45     37

  100.0   12.3   47.6   29.8    5.7    4.6

避難前とほぼ同程度の暮らしである    338     50    161     95     14     18

  100.0   14.8   47.6   28.1    4.1    5.3

避難前より暮らし向きが楽になった     16      2     10      4      -      -

  100.0   12.5   62.5   25.0      -      -

その他     15      4      3      4      3      1

  100.0   26.7   20.0   26.7   20.0    6.7

避難後の収入・支出別に見る限りにおいては、回答に明らかな傾向を見出すことはできない。
しかし、現在の収入での暮らし向き別に見ると、「非常に苦しい」「苦しい」とする回答者に
おいて「村には帰るつもりはない」との回答が4割前後と多くなっており、「何とか暮らせて
いる」「避難前とほぼ同程度の暮らし」では3割を切っていることと対照的になっている。暮
らし向きの苦しさが帰村意向を鈍らせる方向へ影響している可能性が伺われる。
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・

除染に対する考え

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

除染の効果について大いに期待している     93     39     43      2      -      9

  100.0   41.9   46.2    2.2      -    9.7

除染の効果は一定程度あると、期待している     99     30     51      8      1      9

  100.0   30.3   51.5    8.1    1.0    9.1

実施してみないとわからない。    352     46    203     61     19     23

  100.0   13.1   57.7   17.3    5.4    6.5

あまり期待できないが除染せずには復興が進まないのでやってほしい    369     65    218     61      9     16

 100.0   17.6   59.1   16.5    2.4    4.3

除染について、あまり期待できない    393     18    164    183     19      9

  100.0    4.6   41.7   46.6    4.8    2.3

除染には全く期待できない    395      5    106    248     21     15

  100.0    1.3   26.8   62.8    5.3    3.8

その他     24      1      6     12      5      -

  100.0    4.2   25.0   50.0   20.8      -

・

復興計画を知っているか  

 調
査
数

避
難
解
除
さ
れ
れ
ば
村
に
帰
り
た
い

避
難
解
除
さ
れ
て
も
す
ぐ
に
は
帰
ら
な

い
が
、

放
射
線
量
の
下
が
り
具
合
な
ど

を
見
て
、

い
ず
れ
は
帰
る

村
に
は
帰
る
つ
も
り
は
な
い

そ
の
他

不
　
明

　合　計   1788    215    814    592     76     91

  100.0   12.0   45.5   33.1    4.3    5.1

よく知っている    126     26     61     25      6      8

  100.0   20.6   48.4   19.8    4.8    6.3

なんとなく知っている    482     75    238    137     14     18

  100.0   15.6   49.4   28.4    2.9    3.7

あまり知らない    576     61    281    176     27     31

  100.0   10.6   48.8   30.6    4.7    5.4

まったく知らない    550     41    215    243     27     24

  100.0    7.5   39.1   44.2    4.9    4.4

復興計画の認知度別に見ると、復興計画を「よく知っている」「なんとなく知っている」と回
答した人ほど、「避難解除されれば村に帰りたい」とする割合が多く、逆に「あまり知らな
い」「まったく知らない」とする人ほど「村には帰るつもりはない」と回答した割合が多く
なっている。後者の中には、すでに帰村しないという判断を下しているため復興計画に対する
関心を持たない村民が含まれていることの反映であると考えられる。

除染に対する考え方別に見ると、「あまり期待できない」「全く期待できない」とする回答者
において「村には帰るつもりはない」という回答が非常に高くなっており（46.6％、
62.8％）、今後も放射線の影響が長く続くと予想しているために帰村をあきらめていることが
わかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

徹
底
し
た
除
染
活
動
の

継
続

村
内
へ
の
復
興
住
宅
建

設 放
射
線
量
の
測
定
・
公

表

（
空
間
線
量
・
水

）

道
路
や
農
地

、
農
業
用

施
設
の
整
備

農
林
業
・
商
業
へ
の
復

興
・
再
開
支
援

（
風
評

被
害
対
策
等
含

）

働
く
場
の
確
保

教
育
環
境
の
整
備

医
療
・
福
祉
環
境
の
整

備

件数 215 133 20 45 37 46 27 7 57

％ 100.0 61.9 9.3 20.9 17.2 21.4 12.6 3.3 26.5

 自
宅
や

、
今
住
ん

で
い
る
所
の
補
修

生
活
が
元
に
戻
る

ま
で
の
補
償
の
継

続 そ
の
他

無
回
答

件数 63 136 2 7

％ 29.3 63.3 0.9 3.3

Q28.Q27で「１．避難解除されれば村に帰りたい」と答えた方にお聞きします。今後、どのような支援を望み
ますか。（上位３つに○印）

「「「「生活生活生活生活がががが元元元元にににに戻戻戻戻るまでのるまでのるまでのるまでの補償補償補償補償のののの継続継続継続継続」」」」((((63636363....3333%)%)%)%)、「、「、「、「徹底徹底徹底徹底したしたしたした除染活動除染活動除染活動除染活動のののの継続継続継続継続」」」」((((61616161....9999%)%)%)%)とととと、、、、両者両者両者両者ともともともとも
6666割割割割をををを超超超超ええええ特特特特にににに高高高高いいいい。。。。またまたまたまた、「、「、「、「自宅自宅自宅自宅やややや、、、、今住今住今住今住んでいるんでいるんでいるんでいる所所所所のののの補修補修補修補修」」」」((((29292929....3333%)%)%)%)、「、「、「、「医療医療医療医療・・・・福祉環境福祉環境福祉環境福祉環境のののの整整整整
備備備備」」」」((((26262626....5555%)%)%)%)などはなどはなどはなどは、、、、3333割程度割程度割程度割程度のののの回答回答回答回答があったがあったがあったがあった。。。。

除染除染除染除染によるによるによるによる安全安全安全安全なななな生活生活生活生活のののの確保確保確保確保とともにとともにとともにとともに、、、、避難解除後避難解除後避難解除後避難解除後もももも補償補償補償補償をををを継続継続継続継続することをすることをすることをすることを求求求求めるめるめるめる意見意見意見意見がががが多多多多
いいいい。。。。
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■クロス集計結果

※

・

年齢

 　調
査
数

徹
底
し
た
除
染
活
動
の
継

続 村
内
へ
の
復
興
住
宅
建
設

放
射
線
量
の
測
定
・
公
表

（

空
間
線
量
・
水
）

道
路
や
農
地
、

農
業
用
施

設
の
整
備

農
林
業
・
商
業
へ
の
復

興
・
再
開
支
援
（

風
評
被

害
対
策
等
含
）

働
く
場
の
確
保

教
育
環
境
の
整
備

医
療
・
福
祉
環
境
の
整
備

自
宅
や
、

今
住
ん
で
い
る

所
の
補
修

生
活
が
元
に
戻
る
ま
で
の

補
償
の
継
続

そ
の
他

　不
　
明

　合　計    215    133     20     45     37     46     27      7     57     63    136      2      7

  100.0   61.9    9.3   20.9   17.2   21.4   12.6    3.3   26.5   29.3   63.3    0.9    3.3

10代      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -

      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -

20代      3      2      -      2      1      1      1      -      -      -      2      -      -

  100.0   66.7      -   66.7   33.3   33.3   33.3      -      -      -   66.7      -      -

30代      7      2      2      1      1      2      -      1      -      4      5      -      -

  100.0   28.6   28.6   14.3   14.3   28.6      -   14.3      -   57.1   71.4      -      -

40代     18     12      2      1      3      8      4      2      4      3     14      -      -

  100.0   66.7   11.1    5.6   16.7   44.4   22.2   11.1   22.2   16.7   77.8      -      -

50代     32     22      3      4      5      6      7      1      3     14     23      -      1

  100.0   68.8    9.4   12.5   15.6   18.8   21.9    3.1    9.4   43.8   71.9      -    3.1

60代     66     46      4     18     12     14      8      1     17     13     39      1      1

  100.0   69.7    6.1   27.3   18.2   21.2   12.1    1.5   25.8   19.7   59.1    1.5    1.5

70歳以上     87     49      8     19     15     15      7      2     33     29     53      1      4

  100.0   56.3    9.2   21.8   17.2   17.2    8.0    2.3   37.9   33.3   60.9    1.1    4.6

・

同居家族の居住状況

 　調
査
数

徹
底
し
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染
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内
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住
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業
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業
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興
・
再
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援
（
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評
被

害
対
策
等
含
）

働
く
場
の
確
保

教
育
環
境
の
整
備

医
療
・
福
祉
環
境
の
整
備

自
宅
や
、

今
住
ん
で
い
る

所
の
補
修

生
活
が
元
に
戻
る
ま
で
の

補
償
の
継
続

そ
の
他

　不
　
明

　合　計    215    133     20     45     37     46     27      7     57     63    136      2      7

  100.0   61.9    9.3   20.9   17.2   21.4   12.6    3.3   26.5   29.3   63.3    0.9    3.3

変わらない     94     68      7     17     14     23     13      2     32     27     56      -      2

  100.0   72.3    7.4   18.1   14.9   24.5   13.8    2.1   34.0   28.7   59.6      -    2.1

２カ所に     78     42      6     23     16     15      9      2     14     25     51      1      2

別れて避難  100.0   53.8    7.7   29.5   20.5   19.2   11.5    2.6   17.9   32.1   65.4    1.3    2.6

３カ所に     22     14      3      3      3      6      2      2      6      5     15      -      2

別れて避難  100.0   63.6   13.6   13.6   13.6   27.3    9.1    9.1   27.3   22.7   68.2      -    9.1

４カ所以上に     11      5      2      2      3      2      3      1      2      2      8      1      -

別れて避難  100.0   45.5   18.2   18.2   27.3   18.2   27.3    9.1   18.2   18.2   72.7    9.1      -

その他      1      1      -      -      -      -      -      -      1      -      1      -      -

  100.0  100.0      -      -      -      -      -      -  100.0      -  100.0      -      -

サンプル数が比較的小さい（計215件）ため、各クロス集計結果からは顕著な傾向を読み取る
ことが困難である。以下に、若干の傾向が見受けられる点のみを記載する。

年齢別に見ると、年齢が高くなるほど「医療・福祉環境の整備」を求める声が多くなってい
る。比較的高齢の村民ほど、帰村後の医療・福祉環境を懸念していることがわかる。

同居家族の居住状況別に見ると、「変わらない」という回答者において、「徹底した除染活動
の継続」「医療・福祉環境の整備」が比較的多く回答されている。
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・

避難前の職業

 　調
査
数

徹
底
し
た
除
染
活
動
の
継

続 村
内
へ
の
復
興
住
宅
建
設

放
射
線
量
の
測
定
・
公
表

（

空
間
線
量
・
水
）

道
路
や
農
地
、

農
業
用
施

設
の
整
備

農
林
業
・
商
業
へ
の
復

興
・
再
開
支
援
（

風
評
被

害
対
策
等
含
）

働
く
場
の
確
保

教
育
環
境
の
整
備

医
療
・
福
祉
環
境
の
整
備

自
宅
や
、

今
住
ん
で
い
る

所
の
補
修

生
活
が
元
に
戻
る
ま
で
の

補
償
の
継
続

そ
の
他

　不
　
明

　合　計    215    133     20     45     37     46     27      7     57     63    136      2      7

  100.0   61.9    9.3   20.9   17.2   21.4   12.6    3.3   26.5   29.3   63.3    0.9    3.3

農業     73     44      7     18     24     12      6      -     18     15     53      2      1

  100.0   60.3    9.6   24.7   32.9   16.4    8.2      -   24.7   20.5   72.6    2.7    1.4

自営業     28     18      2      3      3     11      5      1     11      6     13      -      -

  100.0   64.3    7.1   10.7   10.7   39.3   17.9    3.6   39.3   21.4   46.4      -      -

会社員・会社役員     37     27      4      7      5      9      6      2      4     13     28      -      -

  100.0   73.0   10.8   18.9   13.5   24.3   16.2    5.4   10.8   35.1   75.7      -      -

公務員・団体職員     15     12      2      4      2      5      4      1      4      4      7      -      -

・教員  100.0   80.0   13.3   26.7   13.3   33.3   26.7    6.7   26.7   26.7   46.7      -      -

パート・アルバイト     13      5      1      2      -      4      3      2      1      4     10      -      1

・派遣社員  100.0   38.5    7.7   15.4      -   30.8   23.1   15.4    7.7   30.8   76.9      -    7.7

学生      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -

      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -      -

無職     41     24      3     10      2      2      3      1     18     17     22      -      4

  100.0   58.5    7.3   24.4    4.9    4.9    7.3    2.4   43.9   41.5   53.7      -    9.8

その他      4      1      1      -      1      1      -      -      -      2      2      -      1

  100.0   25.0   25.0      -   25.0   25.0      -      -      -   50.0   50.0      -   25.0

避難前の職業別に見ると、農業者においては、「道路や農地、農業用施設の整備」を求める声
が比較的多く3割を超えている一方、「農林業・商業への復興・再開支援（風評被害対策等含
む）」への回答は比較的少ない。農業に携わってきた村民の中には、帰村後も農業継続を希望
する方が少なくないものの、農産物の販売については悲観的な見方があるのではないかと伺え
る。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全

 
 
体

県
借
上
げ
住
宅
制
度
の

継
続

村
外
へ
の
２
世
代
・
３

世
代
が
同
居
で
き
る
復

興
住
宅
の
確
保

子
育
て
支
援

（
母
親
同

士
の
つ
な
が
り
づ
く
り

な
ど

）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・
あ

っ

せ
ん

運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ

ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
へ
の
支
援

趣
味
な
ど
を
通
し
た
生

き
が
い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の
場

の
確
保

件数 814 567 241 36 164 103 31 55 126

％ 100.0 69.7 29.6 4.4 20.1 12.7 3.8 6.8 15.5

 放
射
線
被
ば
く
を

軽
減
す
る
た
め
の

勉
強
会

行
政
情
報
の
継
続

的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す

る
補
償
の
継
続

そ
の
他

無
回
答

件数 60 160 633 15 20

％ 7.4 19.7 77.8 1.8 2.5

Q29.Q27で「2．避難解除されてもすぐは帰らないが、放射線量の下がり具合などを見て、いずれは村に帰
るつもりである」と答えた方にお聞きします。今後、どのような支援を望みますか。（上位３つに○印）

「「「「原発災害原発災害原発災害原発災害にににに関関関関するするするする補償補償補償補償のののの継続継続継続継続」」」」((((77777777....8888%)%)%)%)がががが最最最最もももも高高高高くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「県借上県借上県借上県借上げげげげ住宅制度住宅制度住宅制度住宅制度のののの継続継続継続継続」」」」
((((69696969....7777%)%)%)%)となっているとなっているとなっているとなっている。。。。避難解除後避難解除後避難解除後避難解除後にすぐににすぐににすぐににすぐに帰村帰村帰村帰村しないしないしないしない場合場合場合場合もももも補償補償補償補償やややや居住場所居住場所居住場所居住場所のののの支援支援支援支援をををを継続継続継続継続すすすす
ることをることをることをることを求求求求めるめるめるめる意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。
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宅

制
度
の
継
続

村
外
へ
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２
世
代
・３
世
代
が

同
居
で
き
る
復
興
住
宅
の
確
保

子
育
て
支
援
（母
親
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・あ
っ
せ
ん

運
動
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援

趣
味
な
ど
を
通
し
た

生
き
が
い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の

場
の
確
保

放
射
線
被
ば
く
を
軽
減

す
る
た
め
の
勉
強
会

行
政
情
報
の

継
続
的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す
る

補
償
の
継
続

そ
の
他

無
回
答
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■クロス集計結果

・

同居家族の居住状況

 調
査
数

県
借
上
げ
住
宅
制
度
の
継
続

村
外
へ
の
２
世
代
・
３
世
代

が
同
居
で
き
る
復
興
住
宅
の

確
保

子
育
て
支
援
（

母
親
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・
あ
っ

せ
ん

運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
支

援 趣
味
な
ど
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の
場
の
確

保 放
射
線
被
ば
く
を
軽
減
す
る

た
め
の
勉
強
会

行
政
情
報
の
継
続
的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す
る
補
償
の

継
続

そ
の
他

不
　
明

　合　計    814    567    241     36    164    103     31     55    126     60    160    633     15     20

  100.0   69.7   29.6    4.4   20.1   12.7    3.8    6.8   15.5    7.4   19.7   77.8    1.8    2.5

変わらない    272    180     54      9     61     36     13     22     49     18     67    210      7      8

  100.0   66.2   19.9    3.3   22.4   13.2    4.8    8.1   18.0    6.6   24.6   77.2    2.6    2.9

２カ所に別れて避難    339    248    126     17     61     44      8     14     43     24     62    268      6      7

  100.0   73.2   37.2    5.0   18.0   13.0    2.4    4.1   12.7    7.1   18.3   79.1    1.8    2.1

３カ所に別れて避難    142    103     48      9     23     17      6     16     24     10     23    109      2      3

  100.0   72.5   33.8    6.3   16.2   12.0    4.2   11.3   16.9    7.0   16.2   76.8    1.4    2.1

４カ所以上に別れて避難     38     27      9      1     13      5      2      -      3      3      7     32      -      -

  100.0   71.1   23.7    2.6   34.2   13.2    5.3      -    7.9    7.9   18.4   84.2      -      -

その他      5      4      -      -      -      -      -      1      -      2      -      4      -      -

  100.0   80.0      -      -      -      -      -   20.0      -   40.0      -   80.0      -      -

・

避難後の仕事の状況

 調
査
数

県
借
上
げ
住
宅
制
度
の
継
続

村
外
へ
の
２
世
代
・
３
世
代

が
同
居
で
き
る
復
興
住
宅
の

確
保

子
育
て
支
援
（

母
親
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・
あ
っ

せ
ん

運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
支

援 趣
味
な
ど
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の
場
の
確

保 放
射
線
被
ば
く
を
軽
減
す
る

た
め
の
勉
強
会

行
政
情
報
の
継
続
的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す
る
補
償
の

継
続

そ
の
他

不
　
明

　合　計    814    567    241     36    164    103     31     55    126     60    160    633     15     20

  100.0   69.7   29.6    4.4   20.1   12.7    3.8    6.8   15.5    7.4   19.7   77.8    1.8    2.5

避難前と同じ仕事をしている    247    193     82     10     43     19     10     10     24     19     57    202      6      4

  100.0   78.1   33.2    4.0   17.4    7.7    4.0    4.0    9.7    7.7   23.1   81.8    2.4    1.6

避難前と別の仕事（正職員）     22     18      9      1      3      4      1      3      2      2      5     17      -      -

をしている  100.0   81.8   40.9    4.5   13.6   18.2    4.5   13.6    9.1    9.1   22.7   77.3      -      -

臨時・パートで働いている     68     49     22      3     14     15      2      4     11      6      9     48      1      2

  100.0   72.1   32.4    4.4   20.6   22.1    2.9    5.9   16.2    8.8   13.2   70.6    1.5    2.9

村の見守り隊で働いている    102     72     30      6     20     21      1      3     16      4     22     84      3      -

  100.0   70.6   29.4    5.9   19.6   20.6    1.0    2.9   15.7    3.9   21.6   82.4    2.9      -

今、仕事をしていないが、     83     58     24      6     14     30      4      7     13      6     15     55      1      1

仕事を探している  100.0   69.9   28.9    7.2   16.9   36.1    4.8    8.4   15.7    7.2   18.1   66.3    1.2    1.2

今、仕事をしていないし    220    131     60      5     50     11     10     22     44     20     38    172      3      7

今後も予定はない  100.0   59.5   27.3    2.3   22.7    5.0    4.5   10.0   20.0    9.1   17.3   78.2    1.4    3.2

その他     21     14      7      4      5      1      1      3      2      1      6     19      -      -

  100.0   66.7   33.3   19.0   23.8    4.8    4.8   14.3    9.5    4.8   28.6   90.5      -      -

同居家族の居住状況別に見ると、2 3カ所に別れて避難している回答者において、「村外への
2世代・3世代が同居できる復興住宅の確保」を希望する声が比較的多く、3割を超えている。
すぐに帰村しない中で、複数世帯に別れて暮らさざるを得ない村民が、村外で再び元のように
同居できる住宅を希望していることがわかる。

避難後の仕事の状況別に見ると、避難前と同じ仕事をしていたり、別の仕事でも正職員として
働いている回答者においては、「県借り上げ住宅制度の継続」を求める声が比較的多く、約8
割を占めている。一方、臨時・パートで働いている、又は仕事を探している回答者において
は、「就労先の紹介・あっせん」を求める声が多く、2 3割を超えている。
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・

除染に対する考え

 調
査
数

県
借
上
げ
住
宅
制
度
の
継
続

村
外
へ
の
２
世
代
・
３
世
代

が
同
居
で
き
る
復
興
住
宅
の

確
保

子
育
て
支
援
（

母
親
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・
あ
っ

せ
ん

運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
支

援 趣
味
な
ど
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の
場
の
確

保 放
射
線
被
ば
く
を
軽
減
す
る

た
め
の
勉
強
会

行
政
情
報
の
継
続
的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す
る
補
償
の

継
続

そ
の
他

不
　
明

　合　計    814    567    241     36    164    103     31     55    126     60    160    633     15     20

  100.0   69.7   29.6    4.4   20.1   12.7    3.8    6.8   15.5    7.4   19.7   77.8    1.8    2.5

除染の効果について     43     27     11      2      6      4      4      4     10      2      5     29      1      4

大いに期待している  100.0   62.8   25.6    4.7   14.0    9.3    9.3    9.3   23.3    4.7   11.6   67.4    2.3    9.3

除染の効果は一定程度あると     51     35      8      2     12      7      1      5     11      6     15     38      1      -

期待している  100.0   68.6   15.7    3.9   23.5   13.7    2.0    9.8   21.6   11.8   29.4   74.5    2.0      -

実施してみないとわからない    203    151     42     13     36     30     11     14     32     19     40    152      2      5

  100.0   74.4   20.7    6.4   17.7   14.8    5.4    6.9   15.8    9.4   19.7   74.9    1.0    2.5

あまり期待できないが除染せずには    218    164     72      6     47     23      9     16     36     10     41    175      4      2

復興が進まないのでやってほしい  100.0   75.2   33.0    2.8   21.6   10.6    4.1    7.3   16.5    4.6   18.8   80.3    1.8    0.9

除染について、あまり期待できない    164    109     64      7     33     20      2      7     21     11     30    138      2      2

  100.0   66.5   39.0    4.3   20.1   12.2    1.2    4.3   12.8    6.7   18.3   84.1    1.2    1.2

除染には全く期待できない    106     67     38      3     24     17      3      5     12     10     25     83      4      1

  100.0   63.2   35.8    2.8   22.6   16.0    2.8    4.7   11.3    9.4   23.6   78.3    3.8    0.9

その他      6      3      2      1      -      -      -      -      1      -      2      5      1      1

  100.0   50.0   33.3   16.7      -      -      -      -   16.7      -   33.3   83.3   16.7   16.7

【参考】年齢別

 調
査
数

県
借
上
げ
住
宅
制
度
の
継
続

村
外
へ
の
２
世
代
・
３
世
代

が
同
居
で
き
る
復
興
住
宅
の

確
保

子
育
て
支
援
（

母
親
同
士
の

つ
な
が
り
づ
く
り
な
ど
）

要
介
護
者
へ
の
支
援

就
労
先
の
紹
介
・
あ
っ

せ
ん

運
動
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
・
ス
ポ
ー

ツ
活
動
へ
の
支

援 趣
味
な
ど
を
通
し
た
生
き
が

い
づ
く
り
支
援

村
民
同
士
の
交
流
の
場
の
確

保 放
射
線
被
ば
く
を
軽
減
す
る

た
め
の
勉
強
会

行
政
情
報
の
継
続
的
な
発
信

原
発
災
害
に
関
す
る
補
償
の

継
続

そ
の
他

不
　
明

　合　計    814    567    241     36    164    103     31     55    126     60    160    633     15     20

  100.0   69.7   29.6    4.4   20.1   12.7    3.8    6.8   15.5    7.4   19.7   77.8    1.8    2.5

10代      4      1      1      2      -      1      1      1      1      -      -      3      -      -

  100.0   25.0   25.0   50.0      -   25.0   25.0   25.0   25.0      -      -   75.0      -      -

20代     21     15      9      5      -      5      2      -      2      -      4     16      2      -

  100.0   71.4   42.9   23.8      -   23.8    9.5      -    9.5      -   19.0   76.2    9.5      -

30代     47     36     12      9      6      6      3      1      6      5      9     38      1      -

  100.0   76.6   25.5   19.1   12.8   12.8    6.4    2.1   12.8   10.6   19.1   80.9    2.1      -

40代     71     58     23      5      8      9      2      2      4      5     18     54      2      1

  100.0   81.7   32.4    7.0   11.3   12.7    2.8    2.8    5.6    7.0   25.4   76.1    2.8    1.4

50代    231    184     71      2     53     40      7     12     26     16     55    186      4      2

  100.0   79.7   30.7    0.9   22.9   17.3    3.0    5.2   11.3    6.9   23.8   80.5    1.7    0.9

60代    225    158     77     10     41     35      6     15     38     16     45    180      3      2

  100.0   70.2   34.2    4.4   18.2   15.6    2.7    6.7   16.9    7.1   20.0   80.0    1.3    0.9

70歳以上    209    113     47      3     54      6      9     23     47     18     29    154      3     13

  100.0   54.1   22.5    1.4   25.8    2.9    4.3   11.0   22.5    8.6   13.9   73.7    1.4    6.2

除染に対する考え方別に見ると、「あまり期待できない」「全く期待できない」とする回答者
において「村外への2世代・3世代が同居できる復興住宅の確保」を希望するという回答が比較
的多く、いずれは帰村する意向を持ちつつも村外での生活が長期化することを想定して多世帯
居住のできる住宅を希望していることがわかる。
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【設問】

■　結果の概要

・・・・

◆　単純集計結果
（単位：％）

◆　集計表
 全
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（
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）
の
延

長 移
転
先
で
の
農
林
水

産
業

、
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工
業
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援

子
供
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援 原
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す
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補
償
の
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続

情
報
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継
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労
先
の
紹
介

、

あ

っ
せ
ん

件数 592 318 185 347 33 116 452 96 37

％ 100.0 53.7 31.3 58.6 5.6 19.6 76.4 16.2 6.3

 そ
の
他

無
回
答

件数 15 11

％ 2.5 1.9

Q30.Q27で「3．村には帰るつもりはない」と答えた方にお聞きします。今後、どのような支援を望みますか。
（上位３つに○印）

「「「「原発災害原発災害原発災害原発災害にににに関関関関するするするする補償補償補償補償のののの継続継続継続継続」」」」((((76767676....4444%)%)%)%)とととと最最最最もももも高高高高くくくく、、、、次次次次いでいでいでいで「「「「借借借借りりりり上上上上げげげげ住宅制度住宅制度住宅制度住宅制度（（（（家賃補助家賃補助家賃補助家賃補助））））のののの
延長延長延長延長」」」」((((58585858....6666%%%%）、「）、「）、「）、「移転先移転先移転先移転先でのでのでのでの住居確保住居確保住居確保住居確保」」」」((((53535353....7777%)%)%)%)となっているとなっているとなっているとなっている。。。。帰村帰村帰村帰村しないしないしないしない場合場合場合場合もももも補償補償補償補償やややや居住場居住場居住場居住場
所所所所のののの支援支援支援支援をををを継続継続継続継続することをすることをすることをすることを求求求求めるめるめるめる意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。
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■クロス集計結果

・

年齢

 　調
査
数

移
転
先
で
の
住
居
確
保

移
転
先
で
家
を
建
て
る

た
め
の
土
地
の
あ
っ

せ

ん 借
上
げ
住
宅
制
度
（

家

賃
補
助
）

の
延
長

移
転
先
で
の
農
林
水
産

業
、

商
工
業
再
開
へ
の

支
援

子
供
の
教
育
へ
の
支
援

原
発
災
害
に
関
す
る
補

償
の
継
続

情
報
の
提
供
継
続

就
労
先
の
紹
介
、

あ
っ

せ
ん

そ
の
他

　不
　
明

　合　計    592    318    185    347     33    116    452     96     37     15     11

  100.0   53.7   31.3   58.6    5.6   19.6   76.4   16.2    6.3    2.5    1.9

10代      6      3      -      3      -      1      5      3      -      -      -

  100.0   50.0      -   50.0      -   16.7   83.3   50.0      -      -      -

20代     73     35     20     54      2     20     57      8      4      1      -

  100.0   47.9   27.4   74.0    2.7   27.4   78.1   11.0    5.5    1.4      -

30代     94     46     35     47      3     39     66     11      9      3      -

  100.0   48.9   37.2   50.0    3.2   41.5   70.2   11.7    9.6    3.2      -

40代     91     54     37     59      4     22     68     18      4      4      1

  100.0   59.3   40.7   64.8    4.4   24.2   74.7   19.8    4.4    4.4    1.1

50代    161    100     53    100     13     19    135     23     10      1      3

  100.0   62.1   32.9   62.1    8.1   11.8   83.9   14.3    6.2    0.6    1.9

60代     88     45     21     46      7      9     74     18      7      1      2

  100.0   51.1   23.9   52.3    8.0   10.2   84.1   20.5    8.0    1.1    2.3

70歳以上     66     30     17     32      4      5     40     14      2      5      1

  100.0   45.5   25.8   48.5    6.1    7.6   60.6   21.2    3.0    7.6    1.5

・

避難前の職業

 　調
査
数

移
転
先
で
の
住
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確
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転
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土
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上
げ
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宅
制
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家

賃
補
助
）

の
延
長

移
転
先
で
の
農
林
水
産

業
、

商
工
業
再
開
へ
の

支
援

子
供
の
教
育
へ
の
支
援

原
発
災
害
に
関
す
る
補

償
の
継
続

情
報
の
提
供
継
続

就
労
先
の
紹
介
、

あ
っ

せ
ん

そ
の
他

　不
　
明

　合　計    592    318    185    347     33    116    452     96     37     15     11

  100.0   53.7   31.3   58.6    5.6   19.6   76.4   16.2    6.3    2.5    1.9

農業    120     63     40     64     16     17     93     17      6      1      3

  100.0   52.5   33.3   53.3   13.3   14.2   77.5   14.2    5.0    0.8    2.5

自営業     41     21     16     22      7      2     35      8      3      2      -

  100.0   51.2   39.0   53.7   17.1    4.9   85.4   19.5    7.3    4.9      -

会社員・会社役員    241    141     81    151      5     56    188     37     17      5      -

  100.0   58.5   33.6   62.7    2.1   23.2   78.0   15.4    7.1    2.1      -

公務員・団体職員・教員     27     18     11     18      -      5     16      4      2      1      1

  100.0   66.7   40.7   66.7      -   18.5   59.3   14.8    7.4    3.7    3.7

パート・アルバイト     51     25     11     33      -     16     43     10      6      1      -

・派遣社員  100.0   49.0   21.6   64.7      -   31.4   84.3   19.6   11.8    2.0      -

学生     10      5      1      5      2      2      9      3      -      -      -

  100.0   50.0   10.0   50.0   20.0   20.0   90.0   30.0      -      -      -

無職     61     23     15     33      1     12     37     11      2      4      3

  100.0   37.7   24.6   54.1    1.6   19.7   60.7   18.0    3.3    6.6    4.9

その他     26     15      7     16      1      5     23      3      -      1      1

  100.0   57.7   26.9   61.5    3.8   19.2   88.5   11.5      -    3.8    3.8

年齢別に見ると、「移転先での住宅確保」は40 50代、「移転先で家を建てるための土地の
あっせん」は30 40代が比較的多いのに対し、「借り上げ住宅制度（家賃補助）」は20代に多
いという傾向が見られる。また、「子どもの教育への支援」については、特に30代に多い結果
となっている。

避難前の職業別に見ると、農業及び自営業であった回答者においても、「移転先での農林水産
業、商工業再開への支援」を求める声は2割に達しておらず、村を離れる決心をした農業者・
自営業者は、仕事を再開する意欲をも失っている可能性が示唆される。
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